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重大事故等発生時及び大規模損壊発生時における体制の整備について 

原子炉施設において，重大事故等が発生した場合又は大規模な自然災害若しくは故

意による大型航空機の衝突その他のテロリズムによる原子炉施設の大規模な損壊（以

下「大規模損壊」という。）が発生した場合における当該事故等に適切に対処するため

には，重大事故等に対応するために必要な要員の配置，重大事故等対処設備を十分に

活用するための手順書の整備，活動を行う要員に対する教育訓練の実施等運用面での

体制をあらかじめ整備するとともに，運転段階の運用においてもそれら体制が維持管

理されていかなければならない。 

従って，原子炉設置者が構築するＱＭＳ文書体系の上位に位置付けられる保安規定

に，「保安規定変更に係る基本方針」に示される以下の方針に基づき原子炉設置者が

運用を行っていく中において遵守しなければならない事項を規定することとし，原子

炉設置者が運用を行っていく中で教育及び訓練や手順書等の改善を継続的に行って

いく場合においても，体制が維持管理されていくことを確実にする。 

○保安規定第３条（品質マネジメントシステム計画）に基づき、体制の整備に係る

計画を策定し、実施し、評価し、継続的に改善していく管理の枠組みを適切に構

築しておくことが重要である。そのために必要となる基本的な事項は以下のとお

りであり、それらは上表に示す規制要求事項とも整合している。

【体制の整備に必要な管理の枠組みに関する事項】 

・体制の整備に関する計画を策定すること 

・活動を行うために必要な要員を配置すること 

・要員に対し、教育及び訓練を定期的に実施すること 

・必要な資機材を配備すること 

・活動を行うために必要な手順を整備すること 

・手順に基づき必要な活動を実施すること 

・上記事項について定期的に評価を行うとともに、評価の結果に基づき

必要な措置を講じること 

○技術的能力審査基準にて要求された項目に対して原子炉設置者が実施しなけれ

ばならない事項を、保安規定の添付３「重大事故等及び大規模損壊対応に係る実

施基準」として新たに規定する。さらに、その添付を本文（第１７条の７、第１

７条の８）と関連付け、体制の整備に係る２次文書他への遵守事項とすることに

より、運転段階において原子炉設置者が運用を行っていく中で、それら内容が確

実に継続して実施されるようにする。

上記記載方針に基づく，保安規定の構成は第１図のとおりとする。 

重大事故等発生時及び大規模損壊発生時における原子炉施設の保全のための活動

を行う体制（要員の配置，教育及び訓練，資機材の配備等）の整備に係る計画は，品

質マネジメント文書である「発電所対策本部運営要領書」及び「重大事故等対応要領」

に全体計画として定め，教育及び訓練等それぞれの詳細は関連文書に定める。 
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第１図 重大事故等発生時及び大規模損壊発生時の体制の整備に係る保安規定の 

構成 

 

重大事故等発生時及び大規模損壊発生時に必要な要員に対する教育は，実用炉規則

第９２条に定められる保安教育の内容（非常の場合に講ずべき処置に関すること）に

該当するものであることから，発電所全所員及び重大事故等対策に従事する協力企業

従業員を対象とした重大事故等対策に関する知識向上のための全体教育（年１回以上）

を保安教育として保安規定の第１０章に整理する。 

また，重大事故等対策の実施に当たっては，様々なプラント状態に応じて適切な対

応策を選定・実施することが必要であるが，重大事故等対策要員の役割に応じた，必

要な知識の習得・維持及び向上を図るための個別の教育については，添付１－３「重

大事故等および大規模損壊対応に係る実施基準」に必要な教育項目を定め，関連文書

に教育対象者や教育頻度等の詳細を定め，今後の教育成果等の結果を踏まえ，より有

効な教育となるよう継続的に改善を行っていく。 

 

なお，「保安規定変更に係る基本方針」で検討された，重大事故等発生時及び大規模

添付１－３「重大事故等および大規

模損壊対応に係る実施基準」 

・重大事故等対処設備に係る事項 

・復旧作業に係る事項 

・支援に係る事項 

・手順書の整備，教育および訓練の実

施ならびに体制の整備 

・大規模な自然災害または故意による

大型航空機の衝突その他テロリズ

ムへの対応における実施事項 

発電所全所員及び重大事故等
対策に従事する協力会社社員
を対象とした全体教育は保安
規定第 10章の保安教育に整理。 

技術的能力審査基
準の項目に対し
て，原子炉設置変
更許可申請書記載
内容から保安規定
に記載すべき内容
を整理。 

重大事故等に対処する要員の役割に応じた，必

要な知識の習得・維持及び向上を図るための個
別教育は，必要な教育項目を添付１－３に定め
る。 

表１ 

緊急停止失敗時

に原子炉を未臨

界にするための

手順等 

【第 17条の 8】 

大規模損壊発生時の 

体制の整備 

【第 17条の 7】 

重大事故等発生時の 

体制の整備 

・計画の策定 

・要員の配置 

・教育および訓練 

・資機材の配備 

・手順の整備 

・手順に基づく活動実施 

・上記活動の定期的な評価お

よび必要な措置 

保安規定本文に，体制整備の
PDCAを回すための管理の枠組み
となる事項を保安規定審査基準
の要求事項を踏まえて規定。 

表 1 ～

19 
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損壊発生時における体制整備後の運用に当たって考慮すべき事項は，訓練，要員の配

置に係る事項として，添付１－３「重大事故等および大規模損壊対応に係る実施基準」

に記載し，運用における要求事項とする。 
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・
重
大
事
故
等
発
生
時
の
体
制
の
整
備
の
条
文
を
新
規
追
加

 

記
 
載

 
例
 

説
 
明
 
等
 

（
重
大
事
故
等
発
生
時
の
体
制
の
整
備
（
２
号
炉
））

 

第
１
７
条
の
７

 
２
号
炉
に
つ
い
て
，
社
長
は
，
重
大
事
故
に
至
る
お
そ

れ
の
あ
る
事
故
ま
た
は
重
大
事
故
が
発
生
し
た
場
合
（
以
下
「
重
大
事

故
等
発
生
時
」
と
い
う
。）

に
お
け
る
原
子
炉
施
設
の
保
全
の
た
め
の
活

動
を
行
う
体
制
の
整
備
に
あ
た
っ
て
，
財
産
（
設
備
等
）
保
護
よ
り
も

安
全
を
優
先
す
る
こ
と
を
方
針
と
し
て
定
め
る
。

 

２
．
２
号
炉
に
つ
い
て
，
原
子
力
部
長
は
，
添
付
１
－
３
「
重
大
事
故
等

お
よ
び
大
規
模
損
壊
対
応
に
係
る
実
施
基
準
」
に
示
す
重
大
事
故
等
発

生
時
に
お
け
る
原
子
炉
主
任
技
術
者
の
職
務
等
に
つ
い
て
計
画
を
定
め

る
。
 

３
．
２
号
炉
に
つ
い
て
，
防
災
課
長
は
，
第
１
項
の
方
針
に
基
づ
き
，
重

大
事
故
等
発
生
時
に
お
け
る
原
子
炉
施
設
の
保
全
の
た
め
の
活
動
を
行

う
体
制
の
整
備
と
し
て
，
次
の
各
号
を
含
む
計
画
を
策
定
し
，
所
長
の

承
認
を
得
る
。
ま
た
，
計
画
は
，
添
付
１
－
３
に
示
す
「
重
大
事
故
等

お
よ
び
大
規
模
損
壊
対
応
に
係
る
実
施
基
準
」
に
従
い
策
定
す
る
。
①
 

（
１
）
重
大
事
故
等
発
生
時
に
お
け
る
原
子
炉
施
設
の
保
全
の
た
め
の
活

動
を

行
う

た
め

に
必

要
な

重
大

事
故

等
対

策
要

員
※

１
，

１
号

炉
運

転

員
，
３
号
炉
運
転
員
お
よ
び
初
期
消
火
要
員
（
消
防
車
隊
）（

以
下
「
重

大
事
故
等
に
対
処
す
る
要
員
」
と
い
う
。）

の
役
割
分
担
お
よ
び
責
任
者

の
配
置
に
関
す
る
事
項
②
 

（
２
）
重
大
事
故
等
に
対
処
す
る
要
員
に
対
す
る
教
育
訓
練
に
関
す
る
次

の
事
項
③
 

ａ
．
重
大
事
故
等
対
処
施
設
の
使
用
を
開
始
す
る
に
あ
た
っ
て
，
あ
ら

か
じ
め
力
量
の
付
与
の
た
め
の
教
育
訓
練
を
実
施
す
る

※
２
こ
と

 

ｂ
．
力
量
の
維
持
向
上
の
た
め
の
教
育
訓
練
を
年
１
回
以
上
実
施
す
る

こ
と
 

添
付
１
－
３
の
骨
子
と
し
て
，
本
文
に
記
載
 

①
「
原
子
炉
施
設
の
保
全
の
た
め
の
活
動
を
行
う
体
制
の
整
備
と
し
て
，

次
の
各
号
を
含
む
計
画
を
定
め
」
と
は
，（

１
）
か
ら
（
３
）
に
係
る
具

体
的
な
事
項
を
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
文
書
に
定
め
る
こ
と
を
い
い
，「

原

子
炉
施
設
の
保
全
の
た
め
の
活
動
を
行
う
体
制
の
整
備
」
と
は
，
具
体

的
な
事
項
を
定
め
た
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
文
書
に
基
づ
き
整
備
す
る
こ

と
を
い
う
。
ま
た
，
実
施
状
況
に
つ
い
て
は
，
体
制
表
，
訓
練
結
果
及

び
資
機
材
の
管
理
状
況
等
に
て
確
認
す
る
。

②
「
必
要
な
重
大
事
故
等
対
策
要
員
，
１
号
炉
運
転
員
，
３
号
炉
運
転
員

お
よ
び
初
期
消
火
要
員
（
消
防
車
隊
）（

以
下
「
重
大
事
故
等
に
対
処
す

る
要
員
」
と
い
う
。）

の
配
置
」
と
は
，
重
大
事
故
等
の
原
子
力
災
害
が

発
生
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
又
は
発
生
し
た
場
合
に
，
事
故
原
因
の

除
去
，
原
子
力
災
害
の
拡
大
の
防
止
そ
の
他
必
要
な
活
動
を
円
滑
に
行

う
た
め
，
原
子
力
防
災
管
理
者
を
本
部
長
と
す
る
緊
急
時
対
策
本
部
体

制
を
い
う
。
詳
細
は
，
添
付
１
－
３
「
重
大
事
故
等
お
よ
び
大
規
模
損

壊
対
応
に
係
る
実
施
基
準
」
に
定
め
る
。
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記
 
載

 
例
 

説
 
明
 
等
 

ｃ
．
重
大
事
故
の
発
生
お
よ
び
拡
大
の
防
止
に
必
要
な
措
置
を
実
施
す

る
た
め
に
必
要
な
技
術
的
能
力
を
満
足
す
る
こ
と
お
よ
び
有
効
性
評

価
の
前
提
条
件
を
満
足
す
る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
の
成
立
性
の
確

認
訓
練
（
以
下
「
成
立
性
の
確
認
訓
練
」
と
い
う
。
）
を
年
１
回
以
上

実
施
す
る
こ
と
 

ｄ
．
成
立
性
の
確
認
訓
練
の
実
施
計
画
を
作
成
し
，
原
子
炉
主
任
技
術

者
の
確
認
を
得
て
，
所
長
の
承
認
を
得
る
こ
と

 

ｅ
．
成
立
性
の
確
認
訓
練
の
結
果
を
記
録
し
，
所
長
お
よ
び
原
子
炉
主

任
技
術
者
に
報
告
す
る
こ
と
 

（
３
）
重
大
事
故
の
発
生
お
よ
び
拡
大
の
防
止
に
必
要
な
措
置
，
ア
ク
セ

ス
ル
ー
ト
の
確
保
，
復
旧
作
業
，
支
援
等
の
原
子
炉
施
設
の
保
全
の
た

め
の
活
動
お
よ
び
必
要
な
資
機
材
の
配
備
に
関
す
る
こ
と
④
 

４
．
２
号
炉
に
つ
い
て
，
各
課
長
は
，
重
大
事
故
等
発
生
時
に
お
け
る
原

子
炉
施
設
の
保
全
の
た
め
の
活
動
を
行
う
た
め
に
必
要
な
次
に
掲
げ
る

事
項
に
関
す
る
手
順
を
定
め
る
。
⑤

 
ま
た
，
手
順
を
定
め
る
に
あ
た

っ
て
は
，
添
付
１
－
３
に
示
す
「
重
大
事
故
等
お
よ
び
大
規
模
損
壊
対

応
に
係
る
実
施
基
準
」
に
従
う
と
と
も
に
，
重
大
事
故
等
対
処
設
備
を

使
用
す
る
際
の
切
替
え
の
容
易
性
を
配
慮
し
，
第
３
項
（
１
）
の
役
割

に
応
じ
た
内
容
と
す
る
。
 

（
１
）
重
大
事
故
等
発
生
時
に
お
け
る
炉
心
の
著
し
い
損
傷
を
防
止
す
る

た
め
の
対
策
に
関
す
る
こ
と
 

（
２
）
重
大
事
故
等
発
生
時
に
お
け
る
格
納
容
器
の
破
損
を
防
止
す
る
た

め
の
対
策
に
関
す
る
こ
と
 

（
３
）
重
大
事
故
等
発
生
時
に
お
け
る
使
用
済
燃
料
プ
ー
ル
に
貯
蔵
す
る

燃
料
体
の
著
し
い
損
傷
を
防
止
す
る
た
め
の
対
策
に
関
す
る
こ
と

 

（
４
）
重
大
事
故
等
発
生
時
に
お
け
る
原
子
炉
停
止
時
に
お
け
る
燃
料
体

の
著
し
い
損
傷
を
防
止
す
る
た
め
の
対
策
に
関
す
る
こ
と

 

③
「
要
員
に
対
す
る
教
育
訓
練
」
に
つ
い
て
は
，
Ｔ
Ｓ
－
２
３
に
て
説
明
。 

          ④
「
必
要
な
資
機
材
の
配
備
」
と
は
，
事
故
発
生
後
７
日
間
の
活
動
に
必

要
な
資
機
材
等
を
い
う
。
 

⑤
「
次
に
掲
げ
る
事
項
に
関
す
る
手
順
を
定
め
る
」
と
は
，
添
付
１
－
３

に
定
め
る
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
文
書
，
添
付
１
－
３
の
内
容
を
満
足
す

る
よ
う
定
め
る
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
文
書
を
い
う
。
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記
 
載

 
例
 

説
 
明
 
等
 

（
５
）
発
生
す
る
有
毒
ガ
ス
か
ら
の
運
転
・
対
処
要
員
の
防
護
に
関
す
る

こ
と
 

５
．
２
号
炉
に
つ
い
て
，
各
課
長
は
，
第
３
項
の
計
画
に
基
づ
き
，
重
大

事
故
等
発
生
時
に
お
け
る
原
子
炉
施
設
の
保
全
の
た
め
の
活
動
を
実
施

す
る
と
と
も
に
，
重
大
事
故
等
に
対
処
す
る
要
員
に
第
４
項
の
手
順
を

遵
守
さ
せ
る
。
 

６
．
２
号
炉
に
つ
い
て
，
各
課
長
は
，
第
５
項
の
活
動
の
実
施
結
果
を
と

り
ま
と
め
，
第
３
項
に
定
め
る
事
項
に
つ
い
て
定
期
的
に
評
価
す
る
と

と
も
に
，
評
価
の
結
果
に
基
づ
き
必
要
な
措
置
を
講
じ
，
防
災
課
長
に

報
告
す
る
。
防
災
課
長
は
，
第
３
項
に
定
め
る
事
項
に
つ
い
て
定
期
的

に
評
価
を
行
う
と
と
も
に
，
評
価
の
結
果
に
基
づ
き
必
要
な
措
置
を
講

じ
る
。
⑥
 

７
．
２
号
炉
に
つ
い
て
，
原
子
力
部
長
は
，
第
１
項
の
方
針
に
基
づ
き
，

本
店
が
行
う
支
援
に
関
す
る
活
動
を
行
う
体
制
の
整
備
と
し
て
，
次
の

各
号
を
含
む
計
画
を
策
定
す
る
。
ま
た
，
計
画
は
，
添
付
１
－
３
に
示

す
「
重
大
事
故
等
お
よ
び
大
規
模
損
壊
対
応
に
係
る
実
施
基
準
」
に
従

い
策
定
す
る
。
 

（
１
）
支
援
に
関
す
る
活
動
を
行
う
た
め
の
役
割
分
担
お
よ
び
責
任
者
の

配
置
に
関
す
る
こ
と
 

（
２
）
支
援
に
関
す
る
活
動
を
行
う
た
め
の
資
機
材
の
配
備
に
関
す
る
こ

と
 

８
．
２
号
炉
に
つ
い
て
，
原
子
力
部
長
は
，
第
７
項
の
計
画
に
基
づ
き
，

本
店
が
行
う
支
援
に
関
す
る
活
動
を
行
う
た
め
に
必
要
な
体
制
の
整
備

を
実
施
す
る
。
 

９
．
２
号
炉
に
つ
い
て
，
原
子
力
部
長
は
，
第
７
項
に
定
め
る
事
項
に
つ

い
て
定
期
的
に
評
価
を
行
う
と
と
も
に
，
評
価
の
結
果
に
基
づ
き
必
要

な
措
置
を
講
じ
る
。
 

       ⑥
第
６
項
の
「
定
期
的
に
評
価
を
行
う
と
と
も
に
，
評
価
の
結
果
に
基
づ

き
必
要
な
措
置
を
講
じ
る
」
と
は
，
体
制
の
整
備
状
況
に
つ
い
て
，
日

常
の
管
理
状
況
，
訓
練
の
結
果
等
を
通
じ
て
年
１
回
以
上
評
価
し
，
そ

の
結
果
に
基
づ
き
必
要
な
措
置
を
講
じ
る
こ
と
に
よ
り
適
切
な
体
制
と

な
る
よ
う
見
直
し
を
行
う
こ
と
を
い
う
。
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記
 
載

 
例
 

説
 
明
 
等
 

※
１
：
２
号
炉
運
転
員
を
含
む
。
特
に
断
り
が
な
い
場
合
は
以
下
，
本
編

に
お
い
て
同
様
と
す
る
。
 

※
２
：
重
大
事
故
等
対
処
設
備
を
設
置
ま
た
は
改
造
す
る
場
合
，
重
大
事

故
等
対
処
設
備
に
係
る
運
転
上
の
制
限
が
適
用
開
始
さ
れ
る
ま
で
に
実

施
す
る
。
な
お
，
運
転
員
ま
た
は
重
大
事
故
等
対
策
要
員
（
運
転
員
を

除
く
。）

を
新
た
に
認
定
す
る
場
合
は
，
第
１
２
条
第
２
項
お
よ
び
第
４

項
の
体
制
に
入
る
ま
で
に
実
施
す
る
。
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添付－１ 

１．重大事故等への対応に係る文書体系 

実用発電用原子炉の設置，運転等に関する規則（以下「実用炉規則」という。）

第 92 条（保安規定）において，重大事故等発生時及び大規模損壊発生時（以下

「重大事故等発生時等」という。）における原子炉施設の保全のための活動を行う

体制の整備について保安規定に定めることを要求されていることから，女川原子

力発電所原子炉施設保安規定（以下「保安規定」という。）第 17 条の 5（重大事

故等発生時における原子炉施設の保全のための活動を行う体制の整備）及び第 17 

条の 6（大規模損壊発生時における原子炉施設の保全のための活動を行う体制の整

備）に以下の内容を新たに規定することとしている。 

・重大事故等発生時等における原子炉施設の保全のための活動を行うために必要

な要員の配置 

・重大事故等発生時等における原子炉施設の保全のための活動を行うために必要

な要員に対する毎年１回以上の教育及び訓練 

・重大事故等発生時等における原子炉施設の保全のための活動を行うために必要

な資機材の配備 

・重大事故等発生時等における原子炉施設の保全のための活動を行うために必要な

事項（炉心の著しい損傷を防止するための対策に関すること，原子炉格納容器の

破損を防止するための対策に関すること，使用済燃料貯蔵設備に貯蔵する燃料体

の損傷を防止するための対策に関すること，原子炉停止時における燃料体の損傷

を防止するための対策に関すること，大規模な火災が発生した場合における消火

活動に関すること，炉心の損傷を緩和するための対策に関すること，原子炉格納

容器の破損を緩和するための対策に関すること，使用済燃料プールの水位を確保

するための対策及び燃料体の損傷を緩和するための対策に関すること，放射性物

質の放出を低減するための対策に関すること） 

当該条文に対する具体的な規定内容については，下部規定（二次文書，三次文書）

に以下のとおり展開し，実効的な手順構成となるよう整備する。 

【中略】 

実用炉規則各条文と保安規定各条文に対する手順の関係を第１表に示す。また，

第１表に示す重大事故等発生時等に係る社内規定類に関する二次及び三次文書の

体系を第１図に示す。 

技術的能力 1.0.5まとめ資料より一部抜粋 
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表
１

 実
用
炉
規
則
各
条
文
と
保
安
規
定
各
条
文
に
対
す
る
手
順
書
と
の
関
係

 

実
用
炉
規
則

 
規
定
す
る
内
容

 
発
電
用
原
子
炉
施
設
保
安
規
定

 
下
部
規
定

※
 

第
9
2
条
第

1
項
第

16

号
 

設
計
想
定
事
象
、
重
大
事
故
等

又
は

大
規

模
損

壊
に

係
る

発

電
用

原
子

炉
施

設
の

保
全

に

関
す
る
措
置
に
関
す
る
こ
と
。
 

重
大

事
故

等
発

生
時

に
お

け
る

発
電

用
原

子
炉

施
設

の
保

全
の

た
め
の
活
動
を
行
う
体
制
の
整
備
に
つ
い
て
，
第

1
7
条
の

7
と

し
て
新
規
に
規
定

 

・
非
常
時
操
作
手
順
書
（
徴
候
ベ
ー
ス
，
シ
ビ
ア
ア
ク
シ
デ
ン

ト
，
プ
ラ
ン
ト
停
止
中
，
設
備
別
）
 

・
ア
ク
シ
デ
ン
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
ガ
イ
ド

 

・
自
然
災
害
対
応
要
領
書

 

・
重
大
事
故
等
対
策
要
員
の
力
量
，
教
育
・
訓
練
お
よ
び
認
識

に
関
す
る
管
理
要
領

 

・
重
大
事
故
等
対
応
要
領
書

 

・
発
電
所
対
策
本
部
運
営
要
領
書

 

第
9
2
条
第

1
項
第

16

号
 

設
計
想
定
事
象
、
重
大
事
故
等

又
は

大
規

模
損

壊
に

係
る

発

電
用

原
子

炉
施

設
の

保
全

に

関
す
る
措
置
に
関
す
る
こ
と
。
 

大
規

模
損

壊
発

生
時

に
お

け
る

発
電

用
原

子
炉

施
設

の
保

全
の

た
め
の
活
動
を
行
う
体
制
の
整
備
に
つ
い
て
，
第

1
7
条
の

8
と

し
て
新
規
に
規
定

 

・
非
常
時
操
作
手
順
書
（
徴
候
ベ
ー
ス
，
シ
ビ
ア
ア
ク
シ
デ
ン

ト
，
プ
ラ
ン
ト
停
止
中
，
設
備
別
）

 

・
ア
ク
シ
デ
ン
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
ガ
イ
ド

 

・
自
然
災
害
対
応
要
領
書

 

・
重
大
事
故
等
対
策
要
員
の
力
量
，
教
育
・
訓
練
お
よ
び
認
識

に
関
す
る
管
理
要
領

 

・
重
大
事
故
等
対
応
要
領
書

 

・
発
電
所
対
策
本
部
運
営
要
領
書

 

第
9
2
条
第

1
項
第

8

号
イ
，
ロ
，
ハ

 

八
 

発
電

用
原

子
炉

施
設

の

運
転

に
関

す
る

こ
と

で
あ

っ
て
、
次
に
掲
げ
る
も
の

 

イ
 

発
電

用
原

子
炉

の
運

転
を

行
う

体
制

の
整

備

に
関
す
る
こ
と
。

 

ロ
 

発
電

用
原

子
炉

の
運

転
に

当
た

っ
て

確
認

す

べ
き

事
項

及
び

運
転

の

操
作
に
必
要
な
事
項

 

ハ
 

異
状

が
あ

っ
た

場
合

運
転
管
理
に
関
す
る
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
に
つ
い
て

，
第

14
条

に
規
定

 

・
運
転
管
理
要
領

 

・
運
転
業
務
要
領

 

・
原
子
力
災
害
対
策
実
施
手
順
書

 

・
定
期
試
験
手
順
書

 

・
防
火
管
理
要
領
書

 

・
自
然
災
害
対
応
要
領
書

 

・
発
電
所
起
動
停
止
手
順
書

 

・
パ
ト
ロ
ー
ル
手
順
書
 

・
パ
ト
ロ
ー
ル
要
領
書

 

・
Ｓ
Ａ
巡
視
点
検
要
領

 

・
非
常
時
操
作
手
順
書
（
イ
ベ
ン
ト
ベ
ー
ス
，
徴
候
ベ
ー
ス
，
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実
用
炉
規
則

 
規
定
す
る
内
容

 
発
電
用
原
子
炉
施
設
保
安
規
定

 
下
部
規
定

※
 

の
措

置
に

関
す

る
こ

と

（
第

十
五

号
に

掲
げ

る

も
の
を
除
く
。
）。

 

シ
ビ
ア
ア
ク
シ
デ
ン
ト
，
プ
ラ
ン
ト
停
止
中
，
設
備
別
）

 

・
警
報
処
置
運
転
手
順
書

 

・
設
備
別
運
転
手
順
書

 

・
ア
ク
シ
デ
ン
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
ガ
イ
ド

 

・
Ｓ
Ａ
定
例
試
験
手
順
書

 

・
手
動
弁
管
理
要
領

書
 

・
火
災
防
護
計
画
（
要
領
書
）

 

・
防
火
管
理
要
領
書

 

・
内
部
溢
水
対
応
要
領
書

 

・
災
害
対
策
実
施
手
順
書

 

・
発
電
所
対
策
本
部
運
営
要
領
書

 

第
9
2
条
第

1
項
第

15

号
 

非
常

の
場

合
に

講
ず

べ
き

処

置
に
関
す
る
こ
と
。

 

緊
急

事
態

に
お

け
る

運
転

操
作

に
関

す
る

マ
ニ

ュ
ア

ル
の

作
成

に
つ
い
て
，
第

1
0
9 
条
第

2
項
に
規
定

 

・
非
常
時
操
作
手
順
書
（
徴
候
ベ
ー
ス
，
シ
ビ
ア
ア
ク
シ
デ
ン

ト
，
設
備
別
）
 

・
重
大
事
故
等
対
応
要
領
書

 

・
電
源
機
能

等
喪
失
時

に
お
け
る

原
子
炉
施

設
の
保
全

の
た

め
の
活
動
に
係
る
対
応
要
領
書

 

緊
急
時
の
措
置
に
つ
い
て
以
下
の
と
お
り
規
定

 

第
10
8 
条
：
原
子
力
防
災
組
織

 

第
10

8 
条
の

2：
原
子
力
防
災
組
織
の
要
員

 

第
10

8 
条
の

3：
緊
急
作
業
従
事
者
の
選
定

 

第
10
9 
条
：
原
子
力
防
災
資
機
材
の
整
備

 

第
11

0 
条
：
通
報
経
路

 

第
11

1 
条
：
緊
急
時
演
習

 

第
11

2 
条
：
通
報

 

第
11

3 
条
：
緊
急
体
制
の
発
令
 

第
11

4 
条
：
応
急
措
置

 

第
11

5 
条
：
緊
急
時
に
お
け
る
活
動

 

第
11

5 
条
の
２
：
緊
急
作
業
従
事
者
の
線
量
管
理
等

 

・
原
子
力
災
害
対
策
実
施
手
順
書

 

・
発
電
所
対
策
本
部
運
営
要
領
書

 

・
重
大
事
故
等
対
策
要
員
の
力
量
，
教
育
・
訓
練
お
よ
び
認
識

に
関
す
る
管
理
要
領

 

・
緊
急
時
放
射
線
管
理
業
務
要
領
書
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実
用
炉
規
則

 
規
定
す
る
内
容

 
発
電
用
原
子
炉
施
設
保
安
規
定

 
下
部
規
定

※
 

第
11

6 
条
：
緊
急
体
制
の
解
除
 

※
 

記
載
す
る
社
内
規
定
類
に
つ
い
て
は
今
後
の
運
用
を
踏
ま
え
た
検
討
に
よ
り
変
更
と
な
る
可
能
性
が
あ
る
。

14



 

品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
文
書
体
系
図

 

                                       

図
１
 規

定
文
書
全
体
体
系
図
（
重
大
事
故
等
対
応
に
係
る
文
書
）（

１
／
２
）

 

  
 

警
報
処
置
運
転
手
順
書
 

非
常
時
操
作
手
順
書
（
イ
ベ
ン
ト
ベ
ー
ス
）

 

非
常
時
操
作
手
順
書
（
徴
候
ベ
ー
ス
）
 

非
常
時
操
作
手
順
書
（
プ
ラ
ン
ト
停
止
中
）

 

非
常
時
操
作
手
順
書
（
設
備
別
）
 

発
電
所
対
策
本
部
運
営
要
領
書
 

非
常
時
操
作
手
順
書
（
シ
ビ
ア
ア
ク
シ
デ
ン
ト
）

 

ア
ク
シ
デ
ン
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
ガ
イ
ド
 

重
大
事
故
等
対
応
要
領
書
 

重
大
事
故
等
対
策
要
員
の
力
量
，
教
育
・
訓
練
お
よ
び
認
識
に
関
す
る
管
理
要
領

 

原
子
力
Ｑ
Ｍ
Ｓ
 

運
転
業
務
要
領
 

女
川
原
子
力
発
電
所
 

原
子
炉
施
設
保
安
規
定
 

原
子
力
品
質
保
証
規
程
 

原
子
力
Ｑ
Ｍ
Ｓ
 

原
子
力
災
害
対
策
実
施
要
領
 

原
子
力
Ｑ
Ｍ
Ｓ
 力

量
，
教

育
・
訓
練
お
よ
び
認
識
要
領
 

二
次
文
書
 

三
次
文
書
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図
１
 規

定
文
書
全
体
体
系
図
（
重
大
事
故
等
対
応
に
係
る
文
書
）（

２
／
２
）

 

原
子
力
災
害
対
策
 

実
施
要
領
 

原
子
炉
施
設
保
安
規
定
 

（
第
３
条
）
 

原
子
力
品
質
保
証
規
程
 

一
次
文
書
 

一
次

文
書
 

保
安
規
定
第
３
条
，
第
２
０
３
条
（
品
質
保
証

計
画
）
及
び
原
子
力
品
質
保
証
規
程
を
い
う
。

一
次

文
書

に
は

品
管

規
則

の
要

求
を

ど
の

よ
う
に
具
体
化
す
る
か
を
記
載
す
る
。

 

二
次

文
書
 

一
次

文
書

で
要

求
さ

れ
る

事
項

に
対

し
て

当
社

が
対

応
す

る
内

容
を

定
め

て
お

り
，

三
次

文
書

の
補

助
を

得
て

業
務

が
遂

行
で

き
る

レ
ベ
ル
を
記
載
す
る
。
 

三
次

文
書
 

三
次
文
書
は
二
次
文
書
で
定
め
ら
れ
た
事
項

を
各
室
部
所
が
実
施
す
る
た
め
に
必
要
な
詳

細
事
項
を
記
載
す
る
。
 

三
次
文
書
 

当
直
運
転
員

 
発
電
所
対
策
本
部
（
重
大
事
故
等
対
策
要
員
）
 

二 次 文 書
 

【
運
転
業
務
要
領
】
 

運
転
管
理
業
務
に
関
わ
る
以
下
の
基
本
プ
ロ
セ
ス
を
記
載

 
・
要
員
の
確
保
，
教
育
・
訓
練
，
異
常
事
象
等
の
対
応

 

【
原
子
力
災
害
対
策
実
施
要
領
】
 

重
大
事
故
等
発
生
時
の
体
制
の
整
備
に
関
わ
る
以
下
の
基
本
プ
ロ
セ
ス
を
記
載

 
・
計
画
の
策
定
，
原
子
力
防
災
組
織
の
設
置
，
要
員
の
確
保

 
・
要
員
の
確
保
，
教
育
・
訓
練

 
・
通
報
及
び
連
絡
，
応
急
措
置

 

三 次 文 書
 

【
警
報
処
置
運
転
手
順
書
】
 

【
非
常
時
操
作
手
順
書
（
イ
ベ
ン
ト
ベ
ー
ス
）】

 
【
非
常
時
操
作
手
順
書
（
徴
候
ベ
ー
ス
）】

 
【
非
常
時
操
作
手
順
書
（
プ
ラ
ン
ト
停
止
中
）】

 
【
非
常
時
操
作
手
順
書
（
設
備
別
）】

 
【
非
常
時
操
作
手
順
書
（
シ
ビ
ア
ア
ク
シ
デ
ン
ト
）】

 
運
転
員
が
実
際
に
事
故
対
応
す
る
上
で
必
要
な
操
作
内
容
（
目
的
，
注
意
事
項
，
手

順
等
）
を
記
載
し
て
い
る
。
 

【
発
電
所
対
策
本
部
運
営
要
領
書
】
 

主
に
緊
急
時
の
本
部
運
営
や
各
機
能
班
の
役
割
，
対
応
を
記
載
し
て
い
る
。

 

【
ア
ク
シ
デ
ン
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
ガ
イ
ド
】
 

炉
心
損
傷
後
に
想
定
さ
れ
る
プ
ラ
ン
ト
状
態
の
判
断
や
事
故
の
進
展
防
止
及
び
影
響

緩
和
の
た
め
に
技
術
的
根
拠
と
な
る
情
報
を
記
載
し
て
い
る
。
 

【
重
大
事
故
等
対
応
要
領
書
】
 

体
制
及
び
手
順
の
整
備
，
並
び
に
教
育
訓
練
及
び
資
機
材
の
配
備
を
記
載
し
て
い

る
。
 

緊
急
時
の
対
応
手
順
の
う
ち
，
現
場
実
働
部
隊
に
よ
る
送
水
，
電
源
確
保
，
燃
料
補

給
を
記
載
し
て
い
る
。
 

当
社
の

QM
S
上
の
文
書
体
系
は
以
下
の
と
お
り
で
，
一
次
文
書
か
ら
三
次
文
書
ま
で
を
定
め
る

 

三
次
文
書
 

二
次
文
書
 

一
次
文
書
 

二
次
文
書
 

運
転
業
務
要
領
 

非
常
時
操
作
手
順
書
（
シ
ビ
ア
ア
ク
シ
デ
ン
ト
）

 

非
常
時
操
作
手
順
書
（
イ
ベ
ン
ト
ベ
ー
ス
）
 

非
常
時
操
作
手
順
書
（
徴
候
ベ
ー
ス
）

 

重
大
事
故
等
対
応
要
領
書
 

発
電
所
対
策
本
部
運
営
要
領
書

 

ア
ク
シ
デ
ン
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
ガ
イ
ド

 

非
常
時
操
作
手
順
書
（
プ
ラ
ン
ト
停
止
中
）

 

非
常
時
操
作
手
順
書
（
設
備
別
）

 

警
報
処
置
運
転
手
順
書
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添付－２ 

１．事故収束対応を維持するために必要な燃料，資機材 

(1) 重大事故等発生後７日間の対応 

女川原子力発電所では，重大事故等が発生した場合において，当該事故等に対

処するためにあらかじめ用意された手段（重大事故等対処設備，予備品，燃料等）

により，重大事故等発生後７日間における事故収束対応を実施する。あらかじめ

用意された手段のうち，重大事故等対処設備については，技術的能力 1.1「緊急

停止失敗時に発電用原子炉を未臨界にするための手順等」から 1.19「通信連絡に

関する手順等」にて示す。 

重大事故等に対処するために必要な燃料とその考え方については，第１表に示

すとおり，外部からの支援なしに重大事故等発生後７日間における必要燃料を上

回る数量を発電所内に保有している。必要燃料の数量は，重大事故等対処に必要

な設備を重大事故等発生後７日間連続して運用する条件で算出している。女川原

子力発電所では，第１表に示す必要燃料合計を上回る保有量を，今後も継続して

確保する。 

放射線管理用資機材及びチェンジングエリア用資機材，その他資機材，原子力

災害対策活動で使用する資料の数量とその考え方については，第２～５表に示す

とおり，外部からの支援なしに重大事故等発生後７日間の活動に必要な資機材等

を緊急時対策所等に配備している。重大事故等発生時において，現場作業では作

業環境が悪化していることが予想され，重大事故等に対処する要員は環境に応じ

た放射線防護具を着用する必要がある。このため作業員は，添付資料 1.0.13「重

大事故等に対処する要員の作業時における装備について」に示す着用基準に従い，

これらの資機材の中から必要なものを装備し，作業を実施する。女川原子力発電

所では，第２～５表に示す緊急時対策建屋内緊急時対策所及び中央制御室の資機

材等を，今後も継続して配備する。 

重大事故等の対応に必要な水源については，淡水貯水槽等の淡水源に加え，最

終的に海水に切り替えることにより水源が枯渇することがないよう手順を整備

することとしている。具体的には，技術的能力 1.13「重大事故等の収束に必要と

なる水の供給手順等」にて示す。 

(2) 重大事故等発生後８日目以降の対応 

重大事故等発生後８日目以降の事故収束対応を維持するため，重大事故等発生

後６日後までに，あらかじめ選定している候補施設の中から原子力事業所災害対

策支援拠点（以下「支援拠点」という。）を選定し，発電所の事故収束対応を維持

するために必要な燃料，資機材等を支援できる体制を整備している。また，発電

所内に配備している重大事故等対処設備に不具合があった場合の代替手段，資機

材及び燃料を支援できるよう，社内で発電所外に保有している重大事故等対処設

備と同種の設備（消防車，電源車等），主要な設備の取替部品，食料その他の消耗

品も含めた資機材，予備品，燃料等について，継続的な重大事故等対策を実施で

きるよう重大事故等発生後６日後までに支援できる体制を整備する。 

さらに現在，他の原子力事業者と，原子力災害発生時における設備及び資機材

の融通に向けた検討を進めており，各社が保有する主な設備及び資機材のデータ

ベースを整備中である。 

技術的能力まとめ資料 1.0 重大事故等対策における共通事項 

添付資料 1.0.4 外部からの支援について より抜粋 
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２．プラントメーカ及び協力会社による支援 

重大事故等時における外部からの支援については，プラントメーカ，協力会社等

から重大事故等時に現場操作対応等を実施する要員の派遣や事故収束に向けた対

策立案等の技術支援や設備の補修に必要な予備品等の供給及び要員の派遣等につ

いて，協議・合意の上，支援計画を定め，災害発生時の技術支援に係る協定を締結

し，重大事故等時に必要な支援が受けられる体制を整備する。 

また，重大事故等時に放射性物質を含んだ汚染水が発生した場合においても，東

京電力株式会社福島第一原子力発電所における経験や知見を踏まえ，これらを活用

した汚染水処理装置の設置等の対策を行うとともに，プラントメーカの協力を得な

がら対応する。 

なお，プラントメーカ，協力会社，燃料供給会社等から支援を受ける場合に必要

となる資機材については，あらかじめ緊急時対策所に確保している資機材の余裕分

を活用するのと合わせ，必要に応じて資機材の追加調達を本店対策本部に要請して

調達する。 

(1) プラントメーカによる支援 

重大事故等時における当社が実施する事故収束活動を円滑に実施するため，プ

ラントの状況に応じた事故収束手段及び復旧対策に関する技術支援を迅速に得

られるよう，プラントメーカ（東芝エネルギーシステムズ株式会社，日立ＧＥニ

ュークリア・エナジー株式会社）との間で支援体制を整備するとともに，平常時

から必要な連絡体制を整備している。また，事故対応が長期に及んだ場合におい

ても交替要員等の継続的に支援を得られる体制としている。本支援に関するプラ

ントメーカとの合意文書を別紙１に示す。 

a. 支援体制

（平時体制）

・緊急時の技術支援のため，本店とプラントメーカ社員と平時より連絡体制

を構築。 

（緊急時体制） 

・原子力災害対策特別措置法（以下「原災法」という。）第 10 条第１項又は

第 15 条第１項に定める事象が発生した場合に技術支援を要請。 

・緊急時の状況評価及び復旧対策に関する助言，電気・機械・計装設備，そ

の他の技術的情報を提供等により当社を支援。 

・中長期対応として，プラントメーカ本社等における 1,200 名規模の技術支

援体制を構築。 

・技術支援については，本店対策本部のみならず，必要に応じて発電所対策

本部でも実施可能。 

(2) 協力会社による支援 

重大事故等時における当社が実施する事故収束活動を円滑に実施するため，事

故収束及び復旧対策活動の協力が得られるよう，協力会社と支援内容に関する覚

書等を締結し，支援体制を整備するとともに，平常時より必要な連絡体制を整備

する。 

協力会社の支援については，重大事故等時においても支援を要請できる体制と

し，協力会社要員の人命及び身体の安全を最優先にした放射線管理を行う。また，

事故対応が中長期に及んだ場合においても交替要員等の継続的な派遣を得られ

る体制とする。本支援に関する協力会社との合意文書を別紙１に示す。 
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a. 放射線測定，管理業務等の支援体制 

重大事故等時における放射線測定，管理業務の実施について，協力会社と

合意文書を締結している。 

b. 緊急時に係る設備の修理・復旧等の支援体制 

重大事故等時における，以下に示す設備の修理・復旧等の作業に関する支

援協力について協力会社と合意文書を締結している。 

・重大事故等による原子力災害等の事象発生防止及び発生後の応急復旧対応

支援 

・資機材輸送対応 

・放射線測定及び管理対応 

・環境モニタリング対応 

・化学分析対応 

・放射線計測器類保守対応 

・アクセス道路における除雪 

・アクセス道路におけるがれき，土砂等の撤去 

・アクセス道路における損壊個所の応急復旧措置 

・給水設備の復旧 

・所内用水の補給 

c. 資機材及び要員輸送に係る支援体制 

女川原子力発電所で重大事故が発生した場合又は発生のおそれがある場合

の陸路による資機材の輸送，空路による資機材及び要員の輸送について，そ

れぞれ協力会社から支援協力が可能な体制を整備する。資機材の輸送に当た

っては，陸路による輸送を基本とするが，女川原子力発電所又は重大事故等

時に設置される支援拠点へのアクセス道路の寸断等により陸路での資機材，

要員の輸送が困難な場合には，空路での輸送も実施する。 

なお，ヘリコプターによる空輸を実施する場合には，仙台空港（宮城県岩沼

市）に常駐のヘリコプターを優先して使用し，発電所構内のヘリポート間を

往復する。 

発電所近隣のヘリポートとしては，災害時の飛行場外離着陸場として石巻

市内の１か所について，発電所構内のヘリポートとともに協力会社から東京

航空局へ飛行場外離着陸許可申請書を提出し，許可を得ている。 

d. 燃料調達に係る支援体制 

女川原子力発電所に重大事故等が発生した場合又は発生のおそれがある場

合における燃料調達手段として，当社と取引のある燃料供給会社の油槽所等

から燃料調達が可能な体制を整備する。 

また，女川原子力発電所の備蓄を強化しており，今後，調達を強化してい

く。 

e. 消火，注水活動に係る支援体制 

女川原子力発電所の構内（建物内含む。）で火災が発生した場合の消火，発

電用原子炉や使用済燃料プール注水活動，復水貯蔵タンク等への水補給に関

する活動の支援について協力会社と契約を締結する。 

なお，消火活動としては平時から，女川原子力発電所内で訓練を実施する

とともに，24 時間交替勤務体制が取られているため，迅速な初動活動が可能

である。 

19



３．原子力事業者による支援 

上記のプラントメーカや協力会社等からの支援のほか，原子力事業者で「原子力

災害時における原子力事業者間協力協定」を締結し，他の原子力事業者による支援

を受けられる体制を整備している。 

「原子力災害時における原子力事業者間協力協定」の内容は以下のとおり。 

（目的） 

国内原子力事業所（事業所外運搬を含む。）において，原子力災害が発生した場

合，協力事業者が発災事業者に対し，協力要員の派遣，資機材の貸与その他当該

緊急事態応急対策の実施に必要な協力を円滑に実施し，原子力災害の拡大防止及

び復旧対策に努める。 

（情報連絡） 

・各社の原子力事業者防災業務計画に定める警戒事象が発生した場合，速やかに

その情報を他の原子力事業者に連絡する。 

（協力要請） 

・原災法第 10 条に基づく通報を実施した場合，直ちに他の協定事業者に協力要

員の派遣及び資機材の貸与に係る協力要請を行う。 

（協力の内容） 

協力事業者は，発災事業者からの協力要請に基づき，原子力事業所災害対策が

的確かつ円滑に行われるようにするため，以下の措置を講ずる。 

・環境放射線モニタリングに関する協力要員の派遣 

・周辺地域の汚染検査及び汚染除去に関する協力要員の派遣 

・第６表に示す資機材の貸与他 

（支援本部の活動） 

・幹事事業者 

発災事業所の場所ごとに，あらかじめ支援本部幹事事業者，支援本部副幹事

事業者を設定している（当社女川原子力発電所が発災した場合は，それぞれ東

京電力ホールディングス株式会社，日本原燃株式会社としている。）。 

幹事事業者は副幹事事業者と協力し，協力要員及び貸与された資機材の受入

れと協力に係る業務の基地となる原子力事業所支援本部（以下「支援本部」と

いう。）を設置し，運営する。なお，幹事事業者が被災する等，業務の遂行が困

難な場合は，副幹事事業者が幹事事業者の任にあたり，幹事事業者以外の事業

者の中から副幹事事業者を選出することとしている。また，支援期間が長期化

する場合は，幹事事業者，副幹事事業者を交替することができる。 

・支援本部の設置について 

当社は，あらかじめ支援本部候補地を３か所程度設定している。発災事業者

は，協力を要請する際に，候補地の中から支援本部の設置場所を決定し伝える。 

支援本部設置後は，緊急事態応急対策等拠点施設（オフサイトセンター）に

設置される原子力災害合同対策協議会と連携を取りながら，発災事業者との協

議の上，各協力事業者に対して具体的な業務の依頼を実施する。 

４．その他組織による支援 

東京電力株式会社福島第一原子力発電所の事故対応の教訓を踏まえ，重大事故等

時に多様かつ高度な災害対応を行うため，平成 25 年 1 月に日本原子力発電株式会

社内の組織として「原子力緊急事態支援センター」を原子力事業者共同で設置した。

20



原子力緊急事態支援センターでは，平時から遠隔操作が可能なロボットの操作訓練

等を実施しており，当社要員も参加しロボット操作技術等を習得させる等，原子力

災害対策活動能力の向上を図っている。 

その後，更に原子力緊急事態支援センターの強化を図るため，当社を含む原子力

事業者と日本原子力発電株式会社との間で「原子力緊急事態支援組織の運営に関す

る基本協定」を締結し，平成 28 年 3 月に「原子力緊急事態支援組織」が設立され

た。なお，平成 28 年 12 月には活動拠点を福井県美浜町の「美浜原子力緊急事態

支援センター」に移し，本格運用が開始されている（「原子力緊急事態支援センタ

ー」は廃止）。 

原子力緊急事態支援組織の支援に関する事項は以下のとおり。 

（支援要請） 

発災事業者は，原災法第 10 条に基づく通報後，速やかにその情報を原子力緊

急事態支援組織に連絡するとともに，事態に応じて資機材の提供などの支援要請

を行う。 

（美浜原子力緊急事態支援センターによる支援の内容） 

美浜原子力緊急事態支援センターは，発災事業者からの支援要請に基づき，美

浜原子力緊急事態支援センター要員の安全が確保される範囲において以下の業

務を実施することで，発災事業者の事故収束活動を積極的に支援する。 

・美浜原子力緊急事態支援センターから支援拠点までの，美浜原子力緊急事態

支援センター要員の派遣や資機材の搬送。 

・支援拠点から発災事業所の災害現場までの資機材の搬送。 

・発災事業者の災害現場における放射線量をはじめとする環境情報収集の支

援活動。 

・発災事業者の災害現場における作業を行う上で必要となるアクセスルートの

確保作業の支援活動。 

・支援組織の活動に必要な範囲での，放射性物質の除去等の除染作業の支援活

動。 

美浜原子力緊急事態支援センターの支援体制は以下のとおり。 

（事故時） 

・原子力災害発生時，事故が発生した事業者からの出動要請を受け，要員・資

機材を拠点施設から迅速に搬送する。 

・事故が発生した事業者の指揮の下，協働で遠隔操作可能なロボット等を用い

て現場状況の偵察，空間線量率の測定，がれき等屋外障害物の除去によるア

クセスルートの確保，屋内障害物の除去や機材運搬等を行う。 

（平常時） 

・緊急時の連絡体制（24 時間体制）を確保し，出動計画を整備する。 

・ロボット等の操作訓練や必要な資機材の調達・維持管理及び訓練等で得られ

たノウハウや経験に基づく改良を行う。 

（要員） 

21 名 

（資機材） 

・遠隔操作資機材（小型・中型ロボット，小型・大型無線重機，無線小型ヘリコ

プター） 

・現地活動用資機材（放射線防護用資機材，放射線管理・除染用資機材，作業用
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資機材，一般資機材） 

・搬送用車両（ワゴン車，大型トラック（重機搬送車用），中型トラック） 

 

５．原子力事業所災害対策支援拠点 

東京電力株式会社福島第一原子力発電所事故において，発電所外からの支援に係

る対応拠点としてＪヴィレッジを活用したことを踏まえ，女川原子力発電所におい

ても同様な機能を配置する候補地点をあらかじめ選定し，必要な要員及び資機材を

確保する。候補地点の選定に当たっては，重大事故等時における風向，放射性物質

の拡散範囲等を考慮し，女川原子力発電所からの方位，距離（約 30ｋｍ圏内外）が

異なる地点を複数選定する。 

別紙２の第１図に，支援拠点の候補地を記した地図を示す。女川原子力発電所原

子力事業者防災業務計画においては，石巻ヘリポート（宮城県石巻市），当社本店ビ

ル（宮城県仙台市），女川地域総合事務所（宮城県女川町），女川地域総合事務所跡

地（宮城県女川町）を支援拠点として定めている。 

第２図に防災組織全体図を，第３図に支援拠点の体制図を示す。 

原災法第 10 条に基づく通報の判断基準に該当する事象が発生した場合，社長は，

原子力事業所災害対策の実施を支援するための発電所周辺の拠点として支援拠点

の設置を指示する。支援拠点の責任者は，原子力災害の進展状況等を踏まえながら

支援活動の準備を実施する。 

支援拠点の設置場所及び活動場所を，放射性物質が放出された場合の影響，周囲

の道路状況等を踏まえた上で決定し，発電所，本店や関係機関と連携をして，発電

所における災害対策活動の支援を実施する。 

また，支援拠点で使用する主な原子力関連資機材は本店等にて確保しており，定

期的に保守点検を行い，常に使用可能な状態に整備している（第７表）。 

なお，資機材の消耗品については，初動７日間の対応を可能とする量であり，８

日目以降は，原子力事業者間協力協定に基づく支援物資，外部からの購入品等で対

応する計画としている。 
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第 1 表 発電所構内に確保している燃料（事象発生後７日間の対応） 

 

 

プラント状況：２号炉運転中。１号及び３号炉停止中（炉内に燃料無し）。 

事象：高圧溶融物放出／格納容器雰囲気直接加熱は２号炉を想定。保守的に全て

の設備が事象発生直後から燃料を消費するものとして評価する。 

 

２号炉 
燃料種別 軽油 

時 

系 

列 

事象発生直後～ 

事象発生後７日間 

        （＝168h） 

非常用ディーゼル発電機 ２台起動 

（定格負荷時の燃料消費量） 

 1,736L/h×２台×168h＝約 584kL 

高圧炉心スプレイ系ディーゼル発電機 １台起動※１ 

（定格負荷時の燃料消費量） 

 894L/h×１台×168h＝約 151kL 

大容量送水ポンプ（タイプⅠ） １台起動 

（定格負荷時の燃料消費量） 

 188L/h×１台×168h＝約 32kL 

原子炉補機代替冷却水系 

（定格負荷時の燃料消費量） 

(1) 熱交換器ユニット １台起動 

56L/h×１台×168h＝約 10kL 

(2) 大容量送水ポンプ（タイプⅠ） １台起動 

188L/h×１台×168h＝約 32kL 

７日間合計 約 42kL 

事象発生直後～ 

事象発生 24 時間後 

（＝24h） 

常設代替交流電源設備 ２台起動※２ 

（緊急用電気品建屋への電源供給を考慮した燃料消費量） 

510L/h×２台×24h＝約 25kL 

事象発生直後～ 

    事象発生後７日間 

（＝168h） 

電源車（緊急時対策所用） １台起動 

（定格負荷時の燃料消費量） 

100L/h×１台×168h＝約 17kL 

合 計 ７日間の軽油消費量 約 851kL 

判 定 

非常用ディーゼル発電機等の運転継続に必要な軽油（約

735kL），大容量送水ポンプ（タイプⅠ）及び常設代替交流

電源設備の運転継続に必要な軽油（約 99kL）に対して軽油

タンク（約 755kL）及びガスタービン発電設備軽油タンク

（約 300kL）（合計約 1,055kL）の軽油が使用可能。電源車

（緊急時対策所用）の運転継続に必要な軽油（約 17kL）に

対して緊急時対策所軽油タンク（約 18kL）の軽油が使用可

能であり，７日間対応可能 

※１ 事故収束に必要なディーゼル発電機ではないが，保守的に起動を想定し評価 

※２ 外部電源喪失により自動起動し，緊急用電気品建屋（400kW）への給電を行う。重大事故等対策に

必要な機器への電源供給は非常用ディーゼル発電機等により行われているため，常設代替交流電

源設備は停止可能であるが，燃料評価上，保守的に事象発生 24 時間は運転継続するものと想定。 
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第 2 表 放射線管理用資機材等 

○防護具
品名 配備数※17／保管場所 

タイベック 2,100 着※１ 

資機材保管

エリア， 

地下 1階

廊下， 

緊 急 時 対

策所 

147 着※７ 

中央 

制御室 

約 20,000 

着 

構内 

（参考） 

下着（上下セット） 2,100 着※１ 147 着※７ 約 6,000 着 

帽子 2,100 個※１ 147 個※７ 約 20,000個 

靴下 2,100 足※１ 147 足※７ 約 30,000足 

綿手袋 2,100 双※１ 147 双※７ 約 40,000双 

ゴム手袋 4,200 双※２ 294 双※８ 約 150,000双 

全面マスク 900 個※３ 42 個※９ 約 1,800 個 

電動ファン付き 

全面マスク 

－ 7 個※10 約 300 個 

電動ファン付き 

全面マスクバッテリ

ー 

－ 35 個※11 約 300 個 

マスク用チャコール

フィルタ（2 個／セッ

ト） 

2,100 

セット※１ 

147 セット※７ 約 8,000セット 

ＥＶＡスーツ 

（上下セット） 

1,050 

セット※４ 

74 セット※12 約 3,000セット 

汚染区域用靴 40 足※５ ８足※13 約 500 足 

自給式呼吸器 － ４セット※14 ４セット 

耐熱服 － ３セット※15 ３セット 

タングステンベスト 20 着※６ ４着※16 10 着 

※１：60名（本部要員 38名＋余裕）×７日及び現場要員 40名×６回／日×７日 

※２：※１×２ 

※３：60名（本部要員 38名＋余裕）×３日及び現場要員 40名×６回／日×３日（除染による再使用を考慮） 

※４：（60名（本部要員 38名＋余裕）×７日及び現場要員 40名×６回／日×７日）×50％（年間降水日数を考

慮） 

※５：現場要員 20名（プルーム通過直後の現場要員）×２ 

※６：現場要員 20名（プルーム通過直後の現場要員） 

※７：２号炉運転員７名×３回／日×７日 

※８：※７×２ 

※９：２号炉運転員７名×６日 

※10：２号炉運転員７名×１日 

※11：２号炉運転員７名×５個／日×１日 

※12：２号炉運転員７名×３回／日×７日×50％ 

※13：２号炉運転員のうち現場要員２名×２班×２ 

※14：炉心損傷後における原子炉格納容器フィルタベント系による格納容器除熱（現場操作）対応者２名＋予備

２ 

※15：インターフェイスシステムＬＯＣＡ対応者２名＋予備１ 

※16：２号炉運転員のうち現場要員２名×２班 

※17：防護具が不足する場合は，構内より適宜運搬することにより補充する 
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○計測器（被ばく管理，汚染管理）

品名 配備台数※9／保管場所 

個人線量計 
電子式線量計 200台※1 14 台※5 

ガラスバッチ 200台※1 14 台※5 

表面汚染密度測定用 

サーベイメータ 

8 台※2 4 台※6 

ガンマ線測定用 

サーベイメータ 

8 台※3 4 台※7 

可搬型エリアモニタ 4 台※4 4 台※8 

※１：100 名（本部要員 38 名＋現場要員 40 名＋余裕）×２ 

※２：チェンジングエリア用４台（汚染検査を行う放射線管理班員２名分＋余裕）＋緊急時対策建屋内及び屋外

用４台（屋外等のモニタリングを行う放射線管理班員２名分＋余裕） 

※３：チェンジングエリア用４台（チェンジングエリアのモニタリングを行う放射線管理班員２名分＋余裕）＋

緊急時対策建屋内及び屋外用４台（屋外等のモニタリングを行う放射線管理班員２名分＋余裕） 

※４：緊急時対策所内２台（１台＋余裕）＋緊急時対策建屋内２台（１台＋余裕） 

※５：２号炉運転員７名×２ 

※６：チェンジングエリア用２台（汚染検査を行う放射線管理班員１名分＋余裕）＋中央制御室内外用２台（モ

ニタリングを行う放射線管理班員１名分＋余裕） 

※７：チェンジングエリア用２台（モニタリングを行う放射線管理班員１名分＋余裕）＋中央制御室内外用２台

（モニタリングを行う放射線管理班員１名分＋余裕） 

※８：中央制御室内２台（１台＋余裕）＋待避所内２台（１台＋余裕） 

※９：予備含む（今後，訓練等で見直しを行う。） 
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○食料等
品名 配備数※９／保管場所 

食料等 ・食料 2,100食※１ 資機材保管エ

リア，緊急時

対策所 

147食※５ 中央制御室 

・飲料水（1.5リットル） 1,400本※２ 98 本※６ 

簡易トイレ 4,900個※３ 30個※７ 

ヨウ素剤 800錠※４ 緊急時対策所 56錠※８ 

※１：100名（本部要員 38名＋現場要員 40名＋余裕）×７日×３食 

※２：100名（本部要員 38名＋現場要員 40名＋余裕）×７日×２本（1.5 ﾘｯﾄﾙ／本） 

※３：100名（本部要員 38名＋現場要員 40名＋余裕）×（７回／１日×７日）＝4,900個 

※４：100名（本部要員 38名＋現場要員 40名＋余裕）×（初日２錠＋２日目以降１錠／１日×６日）＝800錠 

※５：７名（２号炉運転員）×７日×３食 

※６：７名（２号炉運転員）×７日×２本 

※７：７名（２号炉運転員）×（３回／10時間（プルーム通過中））＋余裕＝30個 

※８：７名（２号炉運転員）×（初日２錠＋２日目以降１錠／１日×６日）＝56錠 

※９：今後，訓練等で見直しを行う 
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第 3表 チェンジングエリア用資機材 

 

(1)緊急時対策所 

名称 数量 根拠 

養生シート（床用） ８巻※１ 

チェンジングエ

リア設営及び補

修に必要な数量 

養生シート（壁用） 12巻※２ 

バリア ９個※３ 

フェンス 24枚※４ 

積層シート ３枚 

棚 ２台 

ヘルメット掛け １台 

ゴミ箱 ７個 

ポリ袋 100枚 

テープ ５巻 

ウエス ２箱 

ウェットティッシュ 50個 

はさみ ３丁 

カッター ３本 

マジック ３本 

除染エリア用ハウス １式※５ 

簡易シャワー １台※６ 

ポリタンク １台※７ 

トレイ １個 

バケツ ２個 

乾電池内蔵型照明 ６台（予備１台） 

※１：仕様 1,800mm×50m／巻 

※２：仕様 2,100mm×25m／巻 

※３：仕様 900mm×240mm×235mm／個（アルミ製） 

※４：仕様 1,200mm×900mm×25mm／枚（アルミ製） 

※５：仕様 1,100mm×1,100mm×1,950mm／式（折りたたみ式，ポリエステル製） 

※６：仕様 タンク容量 7.5リットル（手動ポンプ式） 

※７：仕様 タンク容量 20リットル（ポリタンク） 
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(2)中央制御室 

名称 数量 根拠 

養生シート（床用） ２巻※１ 

チェンジングエ

リア設営及び補

修に必要な数量 

養生シート（壁用） 12巻※２ 

テープ 20巻 

積層シート ６枚 

ゴミ箱 ７個 

ポリ袋 100枚 

ウエス ２箱 

ウェットティッシュ 50個 

はさみ ３丁 

カッター ３本 

マジック ３本 

バリア ８個※３ 

フェンス 12枚※４ 

ヘルメット掛け ２台 

棚 ２台 

除染エリア用ハウス １式※５ 

簡易シャワー １台※６ 

ポリタンク １台※７ 

トレイ １個 

バケツ ２個 

可搬型空気浄化設備 １台（予備１台） 

可搬型空気浄化設備用ダクト １式 

乾電池内蔵型照明 ５台（予備１台） 

※１：仕様 1,800mm×50m／巻 

※２：仕様 2,100mm×25m／巻 

※３：仕様 900mm×240mm×235mm／個（アルミ製） 

※４：仕様 1,200mm×900mm×25mm／枚（アルミ製） 

※５：仕様 1,100mm×1,100mm×1,950mm／式（折りたたみ式，ポリエステル製） 

※６：仕様 タンク容量 7.5リットル（手動ポンプ式） 

※７：仕様 タンク容量 20リットル（ポリタンク） 
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第 4表 その他資機材等（緊急時対策所） 
名称 仕様等 配備数量 

酸素濃度計 

・測定範囲：0～100％ 

・測定精度：±0.5％(0～25.0％) 

±3.0％(25.1％以上) 

・電源：単3形乾電池4本 

・検知原理：ガルバニ電池式 

・管理目標：18％以上（労働安全衛生規則を準拠） 

２台※１ 

二酸化炭素濃度計 

・測定範囲：0.04％～5.0％ 

・測定精度：±10%rdg又は0.01％のうち大きいほう 

・電源：単3形乾電池4本 

・検知原理：非分散形赤外線式（ＮＤＩＲ） 

・管理目標：1.0％以下（労働安全衛生規則の許容炭酸

ガス濃度 1.5％に余裕を見た数値） 

２台※１ 

一般テレビ 

（回線，機器） 

報道や気象情報等を入手するため，一般テレビ（回線，

機器）を配備する。 
１式 

社内パソコン 

（回線，機器） 

社内情報共有に必要な資料・書類等を作成するため，社

内用パソコンを配備するとともに,必要なインフラ（社

内回線）を整備する。 

１式 

※１：予備を含む。 
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第5表 原子力災害対策活動で使用する資料（緊急時対策所） 
資 料 名 

１．発電所周辺地図 

① 発電所周辺地域地図  （1／25,000）

② 発電所周辺地域地図  （1／50,000）

２．発電所周辺航空写真パネル 

３．発電所気象観測データ 

① 統計処理データ

② 毎時観測データ

４．発電所周辺環境モニタリング関連データ 

① 空間線量モニタリング配置図

② 環境試料サンプリング位置図

③ 環境モニタリング測定データ

５．発電所周辺人口関連データ 

① 方位別人口分布図

② 集落の人口分布図

③ 市町村人口表

④ 市町村市街図

６．発電所主要系統模式図（各号炉） 

７．原子炉設置許可申請書（各号炉） 

８．系統図及びプラント配置図 

① 系統図

② プラント配置図

９．プラント関係プロセス及び放射線計測配置図（各号炉） 

10．プラント主要設備概要 

11．原子炉安全保護系ロジック一覧表（各号炉） 

12．規定類 

① 原子炉施設保安規定

② 原子力事業者防災業務計画

13．事故時操作手順書類 
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第 6表 原子力事業者間協力協定に基づき貸与される原子力防災資機材 

項  目 

表面汚染密度測定用サーベイメータ 

ＮａＩシンチレーションサーベイメータ 

電離箱サーベイメータ 

ダストサンプラ 

個人線量計（ポケット線量計） 

高線量対応防護服 

全面マスク 

タイベックスーツ 

ゴム手袋 

遮へい材 

放射能測定用車両 

Ｇｅ半導体式試料放射能測定装置 

ホールボディカウンタ 

全α測定装置 

可搬型モニタリングポスト 

原子力災害が発生した場合又は発生するおそれがある場合には，発災事業者からの要請に 

基づき，必要数量が貸与される。 
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第 7表 原子事業所災害対策支援拠点における必要な資機材，通信連絡設備の整備状

況等 

 

原子力事業所災害対策支援拠点に配備する原子力防災関連資機材は以下のとおり。

通常は，保管場所に記載されている箇所で保管しているが，原子力事業所災害対策支

援拠点を開設する際，持ち込むこととしている。 

 

○通信連絡設備 

名称 数量 保管場所 

衛星電話（携帯） 10台 本店 

 

○計測器 

名称 数量 保管場所 

表面汚染密度測定用サーベイメータ 18台 本店 

ＮａＩシンチレーションサーベイメータ １台 本店 

電離箱サーベイメータ １台 本店 

個人線量計 405台 本店 

 

○出入管理 

名称 数量 保管場所 

入退域管理用機材 １式 本店 

 

○防護具 

名称 数量 保管場所 

保護衣類 4,050組 本店 

フィルター付き防護マスク 675個 本店 

 

○その他 

名称 数量 保管場所 

可搬式発電機 ３台 本店 

発電機付き投光機 ５台 本店 

テント ４張 本店 

除染用具 １式 本店 

安定ヨウ素剤 5,000錠 本店 

原子力災害対策活動で使用する資料 １式 本店 

 

 

  

32



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 1図 重大事故等時における発電所外からの支援体制 

 

  

本店対策本部 （原災法第１０条通報の連絡） 
女川原子力発電所 

対策本部 

原子力事業所 

災害対策支援

拠点 

・出入管理 

・放射線管理（個人線量管理， 

汚染管理・除染）等 

・陸路，空路（ヘリコプター）による要員，資機材輸送等の実施 

・なお，事象発生後７日間は発電所構内に配備している資機材， 

 燃料等による事故対応が可能 

協定，覚書に基づき，速やかに要請 

 

協力会社による支援 
（環境モニタリング，資機材・要員輸送， 

燃料調達，復旧工事，消火活動の 
実施） 

 

 

原子力緊急事態支援組織による 

支援 

（遠隔操作可能な資機材の提供） 

 

プラントメーカによる支援 
（機器の詳細情報の提供， 

復旧対策案の提供） 

 

 

他の原子力事業者による支援 
（原子力災害合同対策協議会と

連携し発災事業者へ協力） 
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第 2図 防災組織全体図 

  

女川原子力発電所対策本部 

報告 支援 原子力事業所 

災害対策支援拠点 

本店対策本部 

報告 

指示・支援 

資機材，要員等 

の支援 
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第 3図 原子力事業所災害対策支援拠点 体制図 

班名 役割・機能

・支援拠点資機材管理
・他班との資機材調整

放射線管理チーム

総務・厚生チーム

資材管理チーム

現場
責任者

・放射線管理上の入退域管理
・線量，除染管理
・スクリーニング
・廃棄物の管理
・要員の入退域管理

班名

・本店，発電所との情報連絡
・各班活動総括
・社内外関係各所との通信連携
・仮設テント設営対応

・施設管理
・人員輸送管理
・通信機器・事務用品
・医療・輸送管理

原子力班

・発電所対策本部からの情報収集
・事故・被害状況の把握
・原子力事業所災害対策支援拠点
　への派遣
・原子力事業所災害対策支援拠点
　の開設・運営
・発電所への物資・要員の輸送
・輸送に付随する放射線管理及び
　入退域管理　　他

原子力事業所災害対策支援拠点

役割・機能

総括チーム

事務局
・対策本部の設営
・本部会議の事務　他

本店対策本部

情報通信班
・保安通信回線の確保　他

・復旧用資機材の調達，輸送
・輸送用機動力の調達，確保　他

資材班

電力システム班
・気象情報等の収集
・供給対策　他

土木建築班
・土木設備及び建物の被害状況の
　調査　他

人財班

・報道関係に対する情報提供

・社屋内外の警備
・土地の被害調査　他
・従業員及び家族の安否・被災状況
　の把握　他

広報班

総務班

本部長（社長）
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別紙２ 

原子力事業所災害対策支援拠点について 

石巻ヘリポート 

項 目 仕  様 

所在地 宮城県石巻市桃生町神取字土手前46－１ 

発電所からの 

方位・距離 
西北西 約27km 

敷地面積 約5,000㎡ 

非常用電源 可搬式発電機（2.8kVA×３台） 

その他 消耗品類（燃料，食料，飲料水等）は小売店より調達，社内融通等 

東北電力本店ビル 

項 目 仕  様 

所在地 宮城県仙台市青葉区本町一丁目７番１号 

発電所からの 

方位・距離 
西南西 約56km 

敷地面積 約18,000㎡ 

非常用電源 非常用ガスタービン発電設備（1,500kVA×１台） 

その他 

備蓄燃料 約8,000リットル 

備蓄食料・飲料水 ３日分以上 

不足時は小売店より調達 

女川地域総合事務所跡地 

項 目 仕  様 

所在地 宮城県牡鹿郡女川町針浜字針浜361－１ 

発電所からの 

方位・距離 
西北西 約７km 

敷地面積 約1,920㎡ 

非常用電源 可搬式発電機（2.8kVA×３台） 

その他 消耗品類（燃料，食料，飲料水等）は小売店より調達，社内融通等 
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女川地域総合事務所 

項 目 仕  様 

所在地 
宮城県牡鹿郡女川町女川浜字女川142番地 

ＳＧ－13街区１画地 

発電所からの 

方位・距離 
北西 約７km 

敷地面積 約1,130㎡ 

非常用電源 可搬式発電機（2.8kVA×３台） 

その他 消耗品類（燃料，食料，飲料水等）は小売店より調達，社内融通等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 1図 原子力事業所及び原子力事業所災害対策支援拠点の位置 

 

 

 

  

地図は地理院地図より引用 

本店ビル 

石巻ヘリポート 

女川原子力発電所 

女川地域総合事務

所 女川地域総合事務所跡地 
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大規模損壊発生時における体制の整備について 

38



 

 

・
大
規
模
損
壊
発
生
時
の
体
制
の
整
備
の
条
文
を
新
規
追
加

 

記
 載

 例
 

説
 
明
 等

 

（
大
規
模
損
壊
発
生
時
の
体
制
の
整
備
（
２
号
炉
））

 

第
１
７
条
の
８

 
２
号
炉
に
つ
い
て
，
防
災
課
長
は
，
大
規
模
な
自
然
災
害

ま
た

は
故

意
に

よ
る

大
型

航
空

機
の

衝
突

そ
の

他
の

テ
ロ

リ
ズ

ム

に
よ

る
原

子
炉

施
設

の
大

規
模

な
損

壊
が

発
生

し
た

場
合

（
以

下

「
大
規
模
損
壊
発
生
時
」
と
い
う
。
）
に
お
け
る
原
子
炉
施
設
の
保

全
の
た
め
の
活
動
を
行
う
体
制
の
整
備
と
し
て
，
次
の
各
号
を
含
む

計
画
を
策
定
し
，
所
長
の
承
認
を
得
る
。
ま
た
，
計
画
は
，
添
付
１

－
３
に
示
す
「
重
大
事
故
等
お
よ
び
大
規
模
損
壊
対
応
に
係
る
実
施

基
準
」
に
従
い
策
定
す
る
。
①

 

（
１
）
大
規
模
損
壊
発
生
時
に
お
け
る
原
子
炉
施
設
の
保
全
の
た
め
の
活
動

を
行
う
た
め
に
必
要
な
要
員
の
配
置
に
関
す
る
こ
と
②
 

（
２
）
大
規
模
損
壊
発
生
時
に
お
け
る
原
子
炉
施
設
の
保
全
の
た
め
の
活
動

を
行
う
要
員
に
対
す
る
教
育
訓
練
に
関
す
る
次
の
事
項
③
 

ａ
．
重
大
事
故
等
対
処
施
設
の
使
用
を
開
始
す
る
に
あ
た
っ
て
，
あ

ら
か
じ
め
力
量
の
付
与
の
た
め
の
教
育
訓
練
を
実
施
す
る

※
１
こ
と

 

ｂ
．
力
量
の
維
持
向
上
の
た
め
の
教
育
訓
練
を
年
１
回
以
上
実
施
す

る
こ
と
 

ｃ
．
重
大
事
故
の
発
生
お
よ
び
拡
大
の
防
止
に
必
要
な
措
置
を
実
施

す
る
た
め
に
必
要
な
技
術
的
能
力
を
満
足
す
る
こ
と
を
確
認
す
る

た
め
の
訓
練
（
以
下
，「

技
術
的
能
力
の
確
認
訓
練
」
と
い
う
。）

④
を
年
１
回
以
上
実
施
す
る
こ
と

 

ｄ
．
技
術
的
能
力
の
確
認
訓
練
の
実
施
計
画
を
作
成
し
，
原
子
炉
主

任
技
術
者
の
確
認
を
得
て
，
所
長
の
承
認
を
得
る
こ
と

 

ｅ
．
技
術
的
能
力
の
確
認
訓
練
の
結
果
を
記
録
し
，
所
長
お
よ
び
原

子
炉
主
任
技
術
者
に
報
告
す
る
こ
と

 

     ①
「
原
子
炉
施
設
の
保
全
の
た
め
の
活
動
を
行
う
体
制
の
整
備
と
し

て
，
次
の
各
号
を
含
む
計
画
を
策
定
」
と
は
，
(1
)か

ら
(3
)に

係
る

具
体
的
な
事
項
を
社
内
規
定
文
書
に
定
め
る
こ
と
を
い
う
。

 

【
添
付
－
１
参
照
】
 

②
 「

必
要
な
要
員
の
配
置
」
と
は
，
重
大
事
故
等
の
原
子
力
災
害
が
発

生
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
ま
た
は
発
生
し
た
場
合
に
，
事
故
原
因

の
除
去
，
原
子
力
災
害
の
拡
大
の
防
止
そ
の
他
の
必
要
な
活
動
を
円

滑
に
行
う
た
め
，
原
子
力
防
災
管
理
者
を
本
部
長
と
す
る
緊
急
時
対

策
本
部
体
制
を
い
う
。
 

詳
細
は
，
添
付
１
－
３
「
重
大
事
故
等
お
よ
び
大
規
模
損
壊
対
応

に
係
る
実
施
基
準
」
に
定
め
る
。

 

【
添
付
－
２
参
照
】
 

③
 「

要
員
に
対
す
る
教
育
訓
練
」
に
つ
い
て
は
，
Ｔ
Ｓ
－
２
３
に
て
説

明
。
 

④
 「

技
術
的
能
力
の
確
認
訓
練
」
に
つ
い
て
は
，
技
術
的
能
力
審
査
基

準
の
２
．
１
（
大
規
模
損
壊
時
）
可
搬
型
設
備
等
に
よ
る
対
応
の
解

釈
に
基
づ
く
大
規
模
損
壊
対
応
に
必
要
な
手
順
（
Ｓ
Ａ
の
１
．
２
～

１
．
１
４
の
手
順
）
の
技
術
的
能
力
を
満
足
す
る
こ
と
を
確
認
す
る

た
め
，
保
安
規
定
添
付
１
－
３
に
基
づ
き
，
「
大
規
模
損
壊
発
生
時

の
プ
ラ
ン
ト
状
況
の
把
握
，
情
報
収
集
，
的
確
な
対
応
操
作
の
選
択
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（
３
）
大
規
模
損
壊
発
生
時
に
お
け
る
原
子
炉
施
設
の
保
全
の
た
め
の
活
動

を
行
う
た
め
に
必
要
な
資
機
材
の
配
備
に
関
す
る
こ
と
⑤
 

２
．
２
号
炉
に
つ
い
て
，
各
課
長
は
，
大
規
模
損
壊
発
生
時
に
お
け
る
原

子
炉
施
設
の
保
全
の
た
め
の
活
動
を
行
う
た
め
に
必
要
な
次
に
掲
げ
る

事
項
に
関
す
る
手
順
を
定
め
る
。
⑥
ま
た
，
手
順
を
定
め
る
に
あ
た
っ

て
は
，
添
付
１
－
３
に
示
す
「
重
大
事
故
等
お
よ
び
大
規
模
損
壊
対
応

に
係
る
実
施
基
準
」
に
従
う
。
 

（
１
）
大
規
模
損
壊
発
生
時
に
お
け
る
大
規
模
な
火
災
が
発
生
し
た
場
合
に

お
け
る
消
火
活
動
に
関
す
る
こ
と

 

（
２
）
大
規
模
損
壊
発
生
時
に
お
け
る
炉
心
の
著
し
い
損
傷
を
緩
和
す
る
た

め
の
対
策
に
関
す
る
こ
と
 

（
３
）
大
規
模
損
壊
発
生
時
に
お
け
る
格
納
容
器
の
破
損
を
緩
和
す
る
た
め

の
対
策
に
関
す
る
こ
と
 

（
４
）
大
規
模
損
壊
発
生
時
に
お
け
る
使
用
済
燃
料
プ
ー
ル
の
水
位
を
確
保

す
る

た
め

の
対

策
お

よ
び

燃
料

体
の

著
し

い
損

傷
を

緩
和

す
る

た
め

の
対
策
に
関
す
る
こ
と
 

（
５
）
大
規
模
損
壊
発
生
時
に
お
け
る
放
射
性
物
質
の
放
出
を
低
減
す
る
た

め
の
対
策
に
関
す
る
こ
と
 

３
．
２
号
炉
に
つ
い
て
，
各
課
長
は
，
第
１
項
の
計
画
に
基
づ
き
，
大
規

模
損
壊
発
生
時
に
お
け
る
原
子
炉
施
設
の
保
全
の
た
め
の
活
動
を
実
施

す
る
と
と
も
に
，
第
１
項
（
１
）
の
要
員
に
第
２
項
の
手
順
を
遵
守
さ

せ
る
。
⑦
 

４
．
２
号
炉
に
つ
い
て
，
各
課
長
は
，
第
３
項
の
活
動
の
実
施
結
果
を
と

り
ま
と
め
，
第
１
項
に
定
め
る
事
項
に
つ
い
て
定
期
的
に
評
価
す
る
と

と
も
に
，
評
価
の
結
果
に
基
づ
き
必
要
な
措
置
を
講
じ
，
防
災
課
長
に

報
告
す
る
。
防
災
課
長
は
，
第
１
項
に
定
め
る
事
項
に
つ
い
て
定
期
的

に
評
価
を
行
う
と
と
も
に
，
評
価
の
結
果
に
基
づ
き
必
要
な
措
置
を
講

お
よ
び
指
揮
者
等
と
消
火
活
動
要
員
と
の
連
携
を
含
め
た
実
効
性
等

を
確
認
す
る
総
合
的
な
訓
練
」
を
実
施
す
る
。

 
 

⑤
「
必
要
な
資
機
材
の
配
備
」
と
は
，
重
大
事
故
等
対
策
で
配
備
す
る

資
機
材
の
基
本
的
な
考
え
方
を
基
に
，
大
規
模
損
壊
時
の
状
況
を
考

慮
し
て
配
備
し
て
い
る
も
の
を
い
う
。
【
添
付
－
３
参
照
】

 

⑥
第
２
項
の
「
次
の
各
号
の
手
順
を
定
め
る
」
と
は
，
添
付
１
－
３
に

定
め
る
手
順
，
添
付
１
－
３
の
内
容
を
満
足
す
る
よ
う
定
め
る
二
次

文
書
他
を
い
う
。
【
添
付
－
１
参
照
】

 

⑦
第
３
項
の
「
原
子
炉
施
設
の
保
全
の
た
め
の
活
動
を
行
う
た
め
に
必

要
な
体
制
の
整
備
を
実
施
」
と
は
，
第
１
項
(1
)か

ら
(3
)の

活
動
に

つ
い
て
，
具
体
的
な
事
項
を
定
め
た
社
内
規
定
文
書
に
基
づ
き
実
施

す
る
こ
と
を
い
う
。
実
施
状
況
に
つ
い
て
は
，
体
制
表
，
訓
練
結
果

お
よ
び
資
機
材
の
管
理
状
況
等
に
て
確
認
す
る
。

 

⑧
第
４
項
，
第
７
項
の
「
定
期
的
に
評
価
を
行
う
と
と
も
に
，
評
価
の

結
果
に
基
づ
き
必
要
な
措
置
を
講
じ
」
と
は
，
体
制
の
整
備
状
況
に

40



じ
る
。
⑧
 

５
．
２
号
炉
に
つ
い
て
，
原
子
力
部
長
は
，
大
規
模
損
壊
発
生
時
に
お
け

る
本
店
が
行
う
支
援
に
関
す
る
活
動
を
行
う
体
制
の
整
備
に
つ
い
て
計

画
を
策
定
す
る
。
ま
た
，
計
画
は
，
添
付
１
－
３
に
示
す
「
重
大
事
故

等
お
よ
び
大
規
模
損
壊
対
応
に
係
る
実
施
基
準
」
に
従
い
策
定
す
る
。

 

６
．
２
号
炉
に
つ
い
て
，
原
子
力
部
長
は
，
第
５
項
の
計
画
に
基
づ
き
，

本
店
が
行
う
支
援
に
関
す
る
活
動
を
行
う
た
め
に
必
要
な
体
制
の
整
備

を
実
施
す
る
。
 

７
．
２
号
炉
に
つ
い
て
，
原
子
力
部
長
は
，
第
６
項
の
実
施
内
容
を
踏
ま

え
，
第
５
項
に
定
め
る
事
項
に
つ
い
て
定
期
的
に
評
価
を
行
う
と
と
も

に
，
評
価
の
結
果
に
基
づ
き
必
要
な
措
置
を
講
じ
る
。
⑧
 

※
１
：
重
大
事
故
等
対
処
設
備
を
設
置
ま
た
は
改
造
す
る
場
合
，
重
大
事
故

等
対

処
設

備
に

係
る

運
転

上
の

制
限

が
適

用
開

始
さ

れ
る

ま
で

に

実
施
し
，
大
規
模
損
壊
対
応
で
用
い
る
大
型
化
学
高
所
放
水
車
お
よ

び
化
学
消
防
自
動
車
を
設
置
ま
た
は
改
造
す
る
場
合
，
当
該
設
備
の

使
用
を
開
始
す
る
ま
で
に
実
施
す
る
。
な
お
，
運
転
員
，
重
大
事
故

等
対
策
要
員
（
運
転
員
を
除
く
。）

ま
た
は
初
期
消
火
要
員
（
消
防
車

隊
）
を
新
た
に
認
定
す
る
場
合
は
，
第
１
２
条
第
２
項
お
よ
び
第
４

項
の
体
制
に
入
る
ま
で
に
実
施
す
る
。

 

つ
い
て
，
日
常
の
管
理
状
況
，
訓
練
の
結
果
等
を
通
じ
て
年
１
回
以

上
評
価
し
，
そ
の
結
果
に
基
づ
き
必
要
な
措
置
を
講
じ
る
こ
と
に
よ

り
適
切
な
体
制
と
な
る
よ
う
見
直
し
を
行
う
こ
と
を
い
う
。

 

【
添
付
－
１
参
照
】
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技術的能力まとめ資料 

大規模な自然災害または大型航空機の衝突その他テロリズムへの対応より一部抜粋 

 

添付資料 2.1.11 

 

 

個別戦略フローにおける対応手順書等及び設備一覧について 

 

大規模損壊発生時に初動対応フローから選択する個別戦略の決定に当たっては，要

員及び設備を含めた残存する資源から必要な手順等を確認し，有効な戦略を迅速かつ

確実に選定する必要がある。 

第１表に示す個別戦略による対応が必要と判断された場合には，個別戦略フローに

基づいて当該の手順書等を選択し，事故緩和措置を実施する。 

また，第１図に大規模損壊発生時の対応手順書等の体系図を示す。 
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 注
）
本
資
料
は
，
訓
練
等
の
実
績
に
よ
り
見
直
す
可
能
性
が
あ
り
，
使
用
設
備
，
所
要
時
間
，
必
要
人
員
等
は
最
終
的
に
各
手
順
書
に
反
映
す
る
。

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 

 

個
別
戦
略

 
手
順
書
等

 

技
術
的
能
力

に
係
る
審
査

基
準
の
該
当

項
目

 

主
要
な
使
用
設
備
（
保
管
場
所
，
仕
様
等

）
 

水
源

 
備
考

 
所
要
時
間

 
（
目
安
）

 
必
要
人
員

 
（
目
安
）

 

①
-
1,
①
-
2
 

ア
ク
セ
ス
ル
ー
ト

 
確
保
戦
略

 

○
重
大
事
故
等
対
応
要
領
書
（

EH
G
）

 

状
況
確
認

 
（

1
.0
）

 
（

2
.1
）

 
□
ブ
ル
ド
ー
ザ
（
保
管
場
所
：

O.
P.

62
m
※

1
）

 
 
台
数
：

1(
予
備

1)
 

□
バ
ッ
ク
ホ
ウ
（
保
管
場
所
：

O.
P.

62
m
）

 
 
台
数
：

1(
予
備

1)
 

□
ホ
イ
ー
ル
ロ
ー
ダ
ー
（
保
管
場
所
：

O.
P.

6
2m
）

 
 
台
数
：

1(
予
備

1)
 

□
砕
石

 
□
鉄
塔
切
断
カ
ッ
タ
ー

 

－
 

被
災
状

 
況
・
規
模

に
よ

り
所

要
時

間
は

変
動

 

40
分
以
内

 
重
大
事
故
等
対
応
要
員

 2
名

 

段
差
復
旧
・
陥
没
箇
所
復
旧

 
70

分
以
内
/
箇

所
 

重
大
事
故
等
対
応
要
員

 2
名

 

が
れ
き
撤
去

 
約

2
ｋ
ｍ
/ｈ

 
重
大
事
故
等
対
応
要
員

 2
名

 

②
 

消
火
戦
略

 
○
重
大
事
故
等
対
応
要
領
書
（

EH
G
）

 

化
学
消
防
自
動
車
に
よ
る
泡
消
火

 
（

1
.1

2）
 

（
2
.1
）

 
□
化
学
消
防
自
動
車
（
保
管
場
所
：

O.
P.

62
m
，

14
.8

m
）

 
 
台
数
：

2（
容
量
：

40
0
L/

mi
n(

1
台
当
た
り

)）
 

□
泡
原
液
搬
送
車
（
保
管
場
所
：

O.
P.

14
.8

m
）

 
 
台
数
：

1（
容
量
：

1,
0
00

L(
1
台
当
た
り

)
）
 

□
大
型
化
学
高
所
放
水
車
（
保
管
場
所
：

O.
P
.6

2m
）

 
 
台
数
：

1（
容
量
：

2,
0
00

L/
mi

n(
1
台
当
た
り

)）
 

□
泡
原
液
備
蓄
車
（
保
管
場
所
：

O.
P.

62
m
）

 
 
台
数
：

1（
容
量
：

4,
0
00

L(
1
台
当
た
り

)
）
 

□
大
容
量
送
水
ポ
ン
プ

 
タ
イ
プ
Ⅱ
（
保
管
場
所
：

O.
P.

62
m
）

 
 
台
数
：
2
(
予
備

1)
（
容
量
：
1,

8
00

㎥
/h

(1
台
当
た
り

)，
吐
出
圧
力
：
1.

2M
Pa
）
 

□
放
水
砲
（
保
管
場
所
：

O.
P.

62
m
）

 
 
台
数
：

1(
予
備

1)
 

□
ホ
ー
ス
延
長
回
収
車

(
保
管
場
所
：

O.
P
.6

2
m
，
14

.8
m
)
 

 
台
数
：

4(
予
備

1)
 

□
防
火
水
槽

 
□
耐
震
性
防
火
水
槽

 
□
ろ
過
水
タ
ン
ク

 

 
 

40
分
以
内

 
初

期
消

火
要

員
(
消

防
車

隊
)
 

3
名
 

大
型
化
学
高
所
放
水
車
に
よ
る
泡
消
火

 
□
防
火
水
槽

 
□
耐
震
性
防
火
水
槽

 
□
ろ
過
水
タ
ン
ク

 

 
 

12
0
分
以
内

 
初

期
消

火
要

員
(
消

防
車

隊
)
 

3
名
 

航
空
機
燃
料
火
災
へ
の
泡
消
火

 
□
海
水

 
 

 
37
0
分
以
内

 
重
大
事
故
等
対
策
要
員

 6
名

 

淡
水

タ
ン

ク
を

水
源

と
し

た
放

水
砲

に
よ

る
消
火

 
□
ろ
過
水
タ
ン
ク

 
□
純
水
タ
ン
ク

 
□
原
水
タ
ン
ク

 

 
 

37
0
分
以
内

 
重
大
事
故
等
対
応
要
員

 6
名

 

③
 

原
子
炉
停
止
戦
略

 

○
非
常
時
操
作
手
順
書
（
徴
候
ベ
ー
ス
）
，
非
常
時
操
作
手
順
書
（
設
備
別
）

 
ほ

う
酸

水
注

入
系

ポ
ン

プ
に

よ
る

ほ
う

酸
水

注
入

 
（

1
.1
）

 
□
ほ
う
酸
水
注
入
系
ポ
ン
プ

 
 
台
数
：
1(
予
備

1)
（
容
量
：
約

16
3L

/m
in

(1
台
当
た
り

)，
吐
出
圧
力
：
8.

43
MP

a)
 

□
ほ
う
酸
水
注
入
系
貯
蔵
タ
ン
ク

 
 
台
数
：

1（
容
量
：

18
.6

㎥
）

 

□
SL
C
タ
ン
ク

 
 

 
MC
R
操
作

 
5
分
以
内

 
MC
R
運
転
員
 
1
名

 

原
子
炉
手
動
ス
ク
ラ
ム

 
－
 

－
 

 
 

－
 

MC
R
運
転
員
 
1
名

 
代

替
制

御
棒

挿
入

機
能

に
よ

る
制

御
棒

緊
急

挿
入

 
－
 

－
 

 
 

MC
R
操
作
 1

分
以
内

 
MC
R
運
転
員
 
1
名

 

ス
ク

ラ
ム

テ
ス

ト
ス

イ
ッ

チ
に

よ
る

シ
ン

グ
ル
ロ
ッ
ド
ス
ク
ラ
ム

 
－
 

－
 

 
 

MC
R
操
作
 2
0
分
以
内

 
MC
R
運
転
員
 
1
名

 

ス
ク
ラ
ム
ソ
レ
ノ
イ
ド
ヒ
ュ
ー
ズ
引
抜
き

 
－
 

－
 

 
 

MC
R
操
作
 1
0
分
以
内

 
MC
R
運
転
員
 
1
名

 
常
駆
動
に
よ
る
制
御
棒
手
動
挿
入

 
□
制
御
棒
駆
動
水
ポ
ン
プ

 
 
台
数
：

2（
容
量
：

37
0
L/

mi
n(

1
台
当
た
り

)，
揚
程
：

1,
2
70

m
）

 
□

CS
T
 

 
 

MC
R
操
作
 1

分
以
内

 
(操

作
開
始
で
き
る
時
間

)
 

MC
R
運
転
員
 
1
名

 

選
択

制
御

棒
挿

入
機

構
に

よ
る

選
択

制
御

棒
挿
入

 
－
 

－
 

 
 

MC
R
操
作
 1

分
以
内

 
MC
R
運
転
員
 
1
名

 

ス
ク

ラ
ム

パ
イ

ロ
ッ

ト
弁

用
制

御
空

気
を

ブ
ロ
ー

(現
場

)
 

－
 

－
 

 
 

50
分
以
内

 
現
場
運
転
員

 
2
名

 

原
子
炉
水
位
低
下

 
□
電
動
機
駆
動
原
子
炉
給
水
ポ
ン
プ

 
 
台
数
：

2（
容
量
：

1,
4
40

㎥
/h

(1
台
当
た
り

)，
揚
程
：

79
7
m
）

 
□
高
圧
復
水
ポ
ン
プ

 
 
台
数
：

2(
予
備

1)
（
容
量
：

2,
70

0
㎥

/h
(
1
台
当
た
り

)
，
揚
程
：

28
5m

）
 

□
低
圧
復
水
ポ
ン
プ

 
 
台
数
：

2(
予
備

1)
（
容
量
：

2,
70

0
㎥

/h
(
1
台
当
た
り

)
，
揚
程
：

15
0m

）
 

□
復
水
器

 
 

 
MC
R
操
作
 1

分
以
内

 
MC
R
運
転
員
 
1
名

 

□
制
御
棒
駆
動
水
ポ
ン
プ

 
 
台
数
：

2（
容
量
：

37
0
L/

mi
n(

1
台
当
た
り

)，
揚
程
：

1,
2
70

m
）

 
□

CS
T
 

□
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
ポ
ン
プ

 
 
台
数
：

1（
容
量
：

96
.5

㎥
/h
，
揚
程
：

8
82

m
）

 
□
高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
ポ
ン
プ

 
 
台
数
：

1（
容
量
：
高
圧
側

32
5
㎥
/h

，
低
圧
側

1,
07

4
㎥
/h

，
 

 
 
 
 

 
 揚

程
：
高
圧
側

86
3m
，
低
圧
側

27
4m
）

 

□
CS
T
 

□
S/
P
 

原
子
炉
再
循
環
ポ
ン
プ
停
止

 
－
 

－
 

 
 

MC
R
操
作
 1

分
以
内

 
MC
R
運
転
員
 
1
名

 
自
動
減
圧
系
作
動
阻
止

 
－
 

－
 

 
 

MC
R
操
作
 1

分
以
内

 
MC
R
運
転
員
 
1
名

 
※
1
 2
0
11

 
年
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
に
伴
う
地
殻
変
動
を
考
慮
す
る
と
，
表
記
値
よ
り
一
様
に
約
１

m 
沈
下
。
以
後
保
管
場
所
の
記
載
に
つ
い
て
同
様
。

 
 

 

第
１
表
 個

別
戦
略
に
お
け
る
対
応
手
順
書
等
及
び
設
備
一
覧
（

1/
8）
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注
）
本
資
料
は
，
訓
練
等
の
実
績
に
よ
り
見
直
す
可
能
性
が
あ
り
，
使
用
設
備
，
所
要
時
間
，
必
要
人
員
等
は
最
終
的
に
各
手
順
書
に
反
映
す
る
。

 

個
別
戦
略

 
手
順
書
等

 

技
術
的
能
力

に
係
る
審
査

基
準
の
該
当

項
目

 

主
要
な
使
用
設
備
（
保
管
場
所
，
仕
様
等
）

 
水
源

 
備
考

 
所
要
時
間

 
（
目
安
）

 
必
要
人
員

 
（
目
安
）

 

④
 

原
子
炉
圧
力
容
器

 
へ
の
注
水
戦
略

 

○
非
常
時
操
作
手
順
書
（
徴
候
ベ
ー
ス
）
，
非
常
時
操
作
手
順
書
（
シ
ビ
ア
ア
ク
シ
デ
ン
ト
）
，
非
常
時
操
作
手
順
書
（
設
備
別
），

重
大
事
故
等
対
応
要
領
書
（

EH
G
）

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
ポ

ン
プ

に
よ

る
原

子
炉
注
水

 
（
1
.
2）

 
（
1
.
3）

 
（
1
.
4）

 
（
1
.
13
）

 
（
2
.
1）

 

□
高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
ポ
ン
プ

台
数
：

1（
容
量
：
高
圧
側

32
5
㎥
/h

，
低
圧
側

1,
07

4
㎥
/h

，
 揚

程
：
高
圧
側

86
3m
，
低
圧
側

27
4m
）

 

□
CS
T

□
S/
P

MC
R
操
作

 速
や
か
に

 
対
応
で
き
る

 
MC
R
運
転
員

 1
名

 

給
復
水
系
に
よ
る
原
子
炉
注
水

 
□
電
動
機
駆
動
原
子
炉
給
水
ポ
ン
プ

台
数
：

2（
容
量
：

1,
4
40

㎥
/h

(1
台
当
た
り

)，
揚
程
：

79
7
m
）

□
高
圧
復
水
ポ
ン
プ

台
数
：

2(
予
備

1)
（
容
量
：

2,
70

0
㎥

/h
(
1
台
当
た
り

)
，
揚
程
：

28
5m

）
□
低
圧
復
水
ポ
ン
プ

台
数
：

2(
予
備

1)
（
容
量
：

2,
70

0
㎥

/h
(
1
台
当
た
り

)
，
揚
程
：

15
0m

）

□
復
水
器

MC
R
操
作

 
30

分
以
内

 
MC
R
運
転
員

 1
名

 

高
圧

代
替

注
水

系
ポ

ン
プ

に
よ

る
原

子
炉

注
水
（
中
央
制
御
室
）

 
□
高
圧
代
替
注
水
系
ポ
ン
プ

台
数
：

1（
容
量
：

90
.8

㎥
/h
，
揚
程
：

8
82

m
）

□
CS
T

MC
R
操
作

 1
5
分
以
内

 
MC
R
運
転
員

 1
名

 

高
圧

代
替

注
水

系
ポ

ン
プ

に
よ

る
原

子
炉

注
水
（
現
場
）

 
35

分
以
内

 
MC
R
運
転
員

 1
名

 
現
場
運
転
員

 2
名

 

原
子

炉
隔

離
時

冷
却

系
ポ

ン
プ

に
よ

る
原

子
炉
注
水
（
中
央
制
御
室
）

 
□
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
ポ
ン
プ

台
数
：

1（
容
量
：

96
.5

㎥
/h
，
揚
程
：

8
82

m
）

□
CS
T

□
S/
P

MC
R
操
作

 速
や
か
に

 
対
応
で
き
る

 
MC
R
運
転
員

 1
名

 

原
子

炉
隔

離
時

冷
却

系
ポ

ン
プ

に
よ

る
原

子
炉
注
水
（
現
場
）

 
11
0
分
以
内

 
MC
R
運
転
員

 3
名

 
現
場
運
転
員

 2
名

 
制
御
棒
駆
動
水
ポ
ン
プ
に
よ
る
原
子
炉
注
水

 
□
制
御
棒
駆
動
水
ポ
ン
プ

台
数
：

2（
容
量
：

37
0
L/

mi
n(

1
台
当
た
り

)，
揚
程
：

1,
2
70

m
）

□
CS
T

MC
R
操
作

 2
0
分
以
内

 
MC
R
運
転
員

 1
名

 

ほ
う

酸
水

注
入

系
ポ

ン
プ

に
よ

る
ほ

う
酸

水
注
入

 
□
ほ
う
酸
水
注
入
系
ポ
ン
プ

台
数
：
1(
予
備

1
)（

容
量
：
約

16
3L

/
mi

n(
1
台
当
た
り

)，
吐
出
圧
力
：
8
.4

3M
Pa

)
□
ほ
う
酸
水
注
入
系
貯
蔵
タ
ン
ク

台
数
：

1（
容
量
：

18
.6

㎥
）

□
SL
C
タ
ン
ク

15
分
以
内

 
MC
R
運
転
員

 1
名

 

ほ
う

酸
水

注
入

系
ポ

ン
プ

に
よ

る
原

子
炉

注
水

 
□
ほ
う
酸
水
注
入
系
ポ
ン
プ

台
数
：
1(
予
備

1
)（

容
量
：
約

16
3L

/
mi

n(
1
台
当
た
り

)，
吐
出
圧
力
：
8
.4

3M
Pa

)
□
純
水
移
送
ポ
ン
プ

台
数
：

1(
予
備

1)
（
容
量
：

55
㎥
/h

(1
台
当
た
り

)，
揚
程
：

65
m
)

□
純
水
タ
ン
ク

35
分
以
内

 
MC
R
運
転
員

 1
名

 
現
場
運
転
員

 2
名

 

手
動
に
よ
る
原
子
炉
減
圧

 
□
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁

台
数
：

11
（
自
動
減
圧
機
能
：

6）
－

 
MC
R
操
作

 5
分
以
内

 
MC
R
運
転
員

 1
名

 

自
動
減
圧
機
能
に
よ
る
原
子
炉
減
圧

 
□
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
（
自
動
減
圧
機
能
）

台
数
：

6（
AM

機
能
：

2）
－

 
－

 
－

 

高
圧
窒
素
ガ
ス
供
給
系
（
非
常
用
）
に
よ
る
主

蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
作
動
窒
素
確
保

 
□
高
圧
窒
素
ガ
ス
ボ
ン
ベ
（
非
常
用
）

本
数
：
8
(予

備
8)
（
容
量
：
46

.7
l(

1
本
当
た
り

)，
充
填
圧
力
：
約

14
.7

MP
a
）
 

－
 

50
分
以
内

 
MC
R
運
転
員

 1
名

 
現
場
運
転
員

 2
名

 
(
ボ
ン
ベ
切
替
え

)
 

35
分
以
内

 
現
場
運
転
員

 2
名

 

代
替

高
圧

窒
素

ガ
ス

供
給

系
に

よ
る

主
蒸

気
逃
が
し
安
全
弁
開
放

 
□
可
搬
型
高
圧
窒
素
ガ
ス
ボ
ン
ベ

本
数
：
3
(予

備
3)
（
容
量
：
46

.7
l(

1
本
当
た
り

)，
充
填
圧
力
：
約

14
.7

MP
a
）
 

－
 

25
分
以
内

 
MC
R
運
転
員

 1
名

 
現
場
運
転
員

 2
名

 

第
１
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 注
）
本
資
料
は
，
訓
練
等
の
実
績
に
よ
り
見
直
す
可
能
性
が
あ
り
，
使
用
設
備
，
所
要
時
間
，
必
要
人
員
等
は
最
終
的
に
各
手
順
書
に
反
映
す
る
。

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 

    
 

個
別
戦
略

 
手
順
書
等

 

技
術
的
能
力

に
係
る
審
査

基
準
の
該
当

項
目

 

主
要
な
使
用
設
備
（
保
管
場
所
，
仕
様
等
）

 
水
源

 
備
考

 
所
要
時
間

 
（
目
安
）

 
必
要
人
員

 
（
目
安
）

 

④
 

原
子
炉
圧
力
容
器

 
へ
の
注
水
戦
略

 

可
搬

型
蓄

電
池

接
続

に
よ

る
主

蒸
気

逃
が

し
安
全
弁
開
放

 
（
1
.
2）

 
（
1
.
3）

 
（
1
.
4）

 
（
1
.
13
）

 
（
2
.
1）

 

□
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
用
可
搬
型
蓄
電
池

 
－

 
 
 

45
分
以
内

 
MC
R
運
転
員

 1
名

 
現
場
運
転
員

 2
名

 

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
ポ

ン
プ

に
よ

る
原

子
炉
注
水

 
□
低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
ポ
ン
プ

 
 
台
数
：

1（
容
量
：
約

1,
07

4
㎥

/h
，
揚
程
：

21
1m
）

 
□

S/
P
 

 
 

MC
R
操
作

 1
5
分
以
内

 
MC
R
運
転
員

 1
名

 

残
留
熱
除
去
系
ポ
ン
プ
に
よ
る
原
子
炉
注
水

 
□
残
留
熱
除
去
系
ポ
ン
プ

 
 
台
数
：

3（
容
量
：
約

1,
16

0
㎥

/h
，
揚
程
：

10
5m
）

 
□

S/
P
 

 
 

MC
R
操
作

 1
5
分
以
内

 
MC
R
運
転
員

 1
名

 

大
容
量
送
水
ポ
ン
プ
（
タ
イ
プ
Ⅰ
）
に
よ
る
原

子
炉
注
水

 
□
大
容
量
送
水
ポ
ン
プ

 
タ
イ
プ
Ⅰ
（
保
管
場
所
：

O.
P.

62
m
，

14
.8

m
）

 
 
台
数
：
4(
予
備

1)
（
容
量
：
1,

44
0
㎥
/h

(1
台
当
た
り

)，
吐
出
圧
力
：
1.

2
MP
a
）
 

□
淡
水
貯
水
槽

 
□
海
水

 
 
 

38
5
分
以
内

 
MC
R
運
転
員

 1
名

 
現
場
運
転
員

 2
名

 
重
大
事
故
等
対
応
要
員

 1
0
名

 
復
水
移
送
ポ
ン
プ
に
よ
る
原
子
炉
注
水

 
□
復
水
移
送
ポ
ン
プ

 
 
台
数
：

2(
予
備

1)
（
容
量
：
約

10
0
㎥

/h
(1

台
当
た
り

)
，
揚
程
：
約

85
m
）

 
□

CS
T
 

 
 

MC
R
操
作

 1
5
分
以
内

 
MC
R
運
転
員

 1
名

 

ろ
過
水
ポ
ン
プ
に
よ
る
原
子
炉
注
水

 
□
ろ
過
水
ポ
ン
プ

 
 
台
数
：

1(
予
備

2)
（
容
量
：

90
㎥
/h

(1
台
当
た
り

)，
揚
程
：

64
m
）

 
□
ろ
過
水
タ
ン
ク

 
 
 

MC
R
操
作

 2
0
分
以
内

 
MC
R
運
転
員

 1
名

 

直
流

駆
動

低
圧

注
水

系
ポ

ン
プ

に
よ

る
原

子
炉
注
水

 
□
直
流
駆
動
低
圧
注
水
系
ポ
ン
プ

 
 
台
数
：

1（
容
量
：

82
㎥
/h

(1
台
当
た
り

)
，
揚
程
：

75
m）

 
□

CS
T
 

 
 

35
分
以
内

 
MC
R
運
転
員

 1
名

 
現
場
運
転
員

 2
名

 
代
替
循
環
冷
却
ポ
ン
プ
に
よ
る
原
子
炉
注
水

 
□
代
替
循
環
冷
却
ポ
ン
プ

 
 
台
数
：

1（
容
量
：

15
0
㎥
/
h(

1
台
当
た
り

)，
揚
程
：

80
m）

 
□

S/
P
 

 
 

MC
R
操
作

 2
0
分
以
内

 
MC
R
運
転
員

 1
名

 

残
留

熱
除

去
系

ポ
ン

プ
に

よ
る

原
子

炉
停

止
時
冷
却
運
転

 
□
残
留
熱
除
去
系
ポ
ン
プ

(A
)/

(B
)
 

 
台
数
：

2（
容
量
：
約

1,
16

0
㎥

/h
(1

台
当
た
り

)
，
揚
程
：

10
5m

）
 

□
残
留
熱
除
去
系
熱
交
換
器

 
 
台
数
：

2（
熱
交
換
量
：
約

8.
80

MW
(1

基
当
た
り

)
）

 

－
 

 
 

MC
R
操
作

 3
0
分
以
内

 
MC
R
運
転
員

 1
名

 

残
留

熱
除

去
系

ポ
ン

プ
に

よ
る

原
子

炉
循

環
冷
却
運
転

 
□
残
留
熱
除
去
系
ポ
ン
プ

(A
)/

(B
)
 

 
台
数
：

2（
容
量
：
約

1,
16

0
㎥

/h
(1

台
当
た
り

)
，
揚
程
：

10
5m

）
 

□
残
留
熱
除
去
系
熱
交
換
器

 
 
台
数
：

2（
熱
交
換
量
：
約

8.
80

MW
(1

基
当
た
り

)
）

 
□
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁

 
 
台
数
：

11
（
自
動
減
圧
機
能
：

6）
 

□
S/
P
 

 
 

MC
R
操
作

 
30

分
以
内

 
MC
R
運
転
員

 1
名

 

原
子
炉
冷
却
材
浄
化
系
に
よ
る
原
子
炉
除
熱

 
□
原
子
炉
冷
却
材
浄
化
系
ポ
ン
プ

(A
)/

(B
)
 

 
台
数
：

2（
容
量
：
約

72
㎥

/h
(1

台
当
た
り

)，
揚
程
：

12
0
m
）

 
－

 
 
 

MC
R
操
作

 3
5
分
以
内

 
MC
R
運
転
員

 1
名

 

大
容
量
送
水
ポ
ン
プ
（
タ
イ
プ
Ⅰ
）
を
接
続
口

に
直
接
接
続
し
た
低
圧
代
替
注
水

 
□
大
容
量
送
水
ポ
ン
プ

 
タ
イ
プ
Ⅰ
（
保
管
場
所
：

O.
P.

62
m
，

14
.8

m
）

 
 
台
数
：
4(
予
備

1)
（
容
量
：
1,

44
0
㎥
/h

(1
台
当
た
り

)，
吐
出
圧
力
：
1.

2
MP
a
）
 

□
淡
水
貯
水
槽

 
□
海
水

 
 
 

38
5
分
以
内

 
MC
R
運
転
員

 1
名

 
重
大
事
故
等
対
応
要
員

 9
名

 
⑤
 

水
素
爆
発
防
止

 
戦
略

 

○
非
常
時
操
作
手
順
書
（
シ
ビ
ア
ア
ク
シ
デ
ン
ト
），

非
常
時
操
作
手
順
書
（
設
備
別
）
，
重
大
事
故
等
対
応
要
領
書
（

EH
G
）

 
可

搬
型

窒
素

ガ
ス

供
給

装
置

に
よ

る
窒

素
封

入
 

（
1
.
7）

 
（
1
.
9）

 
（
1
.
10
）

 
（
1
.
13
）

 

□
可
搬
型
窒
素
ガ
ス
供
給
装
置
（
保
管
場
所
：

O.
P.

62
m
）

 
 
台
数
：

2
 

－
 

 
 

17
0
分
以
内

 
MC
R
運
転
員

 1
名

 
現
場
運
転
員

 2
名

 
重
大
事
故
等
対
応
要
員

 5
名

 
原
子
炉
格
納
容
器
フ
ィ
ル
タ
ベ
ン
ト

 
□
FC

V
S
設
備

 
－

 
S/
C
側
 

D/
W
側
 

MC
R
操
作

 2
0
分
以
内

 
MC
R
運
転
員

 1
名

 

S/
C
側
 

D/
W
側
 

現
場
系
統
構
成

 
75

分
以
内

 
MC
R
運
転
員

 1
名

 
現
場
運
転
員

 2
名

 
現
場
ベ
ン
ト
操
作

 
11
5
分
以
内

 

フ
ィ
ル
タ
装
置
へ
の
水
補
給

 
□
大
容
量
送
水
ポ
ン
プ

 
タ
イ
プ
Ⅰ
（
保
管
場
所
：

O.
P.

62
m
，

14
.8

m
）

 
 
台
数
：
4(
予
備

1)
（
容
量
：
1,

44
0
㎥
/h

(1
台
当
た
り

)，
吐
出
圧
力
：
1.

2
MP
a
）
 

□
淡
水
貯
水
槽

 
 
 

38
0
分
以
内

 
MC
R
運
転
員

 1
名

 
現
場
運
転
員

 2
名

 
重
大
事
故
等
対
応
要
員

 9
名

 
フ
ィ
ル
タ
装
置
へ
の
薬
液
補
給

 
□
薬
液
補
給
装
置

 
－

 
 
 

23
0
分
以
内

 
MC
R
運
転
員

 1
名

 
現
場
運
転
員

 2
名

 
重
大
事
故
等
対
応
要
員

 2
名

 
原
子
炉
建
屋
ベ
ン
ト

 
□
原
子
炉
建
屋
ベ
ン
ト
設
備

 
□
R/

B
大
物
搬
入
口

 
－

 
 
 

60
分
以
内

 
MC
R
運
転
員

 1
名

 
現
場
運
転
員

 2
名

 
大
容
量
送
水
ポ
ン
プ
（
タ
イ
プ
Ⅰ
）
に
よ
る
原

子
炉
ウ
ェ
ル
注
水

 
□
大
容
量
送
水
ポ
ン
プ

 
タ
イ
プ
Ⅰ
（
保
管
場
所
：

O.
P.

62
m
，

14
.8

m
）

 
 
台
数
：
4(
予
備

1)
（
容
量
：
1,

44
0
㎥
/h

(1
台
当
た
り

)，
吐
出
圧
力
：
1.

2
MP
a
）
 

□
淡
水
貯
水
槽

 
□
海
水

 
 
 

38
0
分
以
内

 
MC
R
運
転
員

 1
名

 
重
大
事
故
等
対
応
要
員

 9
名

 
燃

料
プ

ー
ル

補
給

水
ポ

ン
プ

に
よ

る
原

子
炉

ウ
ェ
ル
注
水

 
□
燃
料
プ
ー
ル
補
給
水
ポ
ン
プ

 
 
台
数
：

1（
容
量
：

30
㎥
/h

，
揚
程
：

50
m
）
 

□
CS
T
 

 
 

MC
R
操
作

 1
5
分
以
内

 
MC
R
運
転
員

 1
名
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注
）
本
資
料
は
，
訓
練
等
の
実
績
に
よ
り
見
直
す
可
能
性
が
あ
り
，
使
用
設
備
，
所
要
時
間
，
必
要
人
員
等
は
最
終
的
に
各
手
順
書
に
反
映
す
る
。

 

個
別
戦
略

 
手
順
書
等

 

技
術
的
能
力

に
係
る
審
査

基
準
の
該
当

項
目

 

主
要
な
使
用
設
備
（
保
管
場
所
，
仕
様
等
）

 
水
源

 
備
考

 
所
要
時
間

 
（
目
安
）

 
必
要
人
員

 
（
目
安
）

 

⑥
-
1

格
納
容
器
機
能

 
維
持
戦
略

 

○
非
常
時
操
作
手
順
書
（
徴
候
ベ
ー
ス
）
，
非
常
時
操
作
手
順
書
（
設
備
別
），

重
大
事
故
等
対
応
要
領
書
（

EH
G
）

原
子

炉
補

機
代

替
冷

却
水

系
に

よ
る

補
機

冷
却
水
確
保

 
（
1
.
5）

 
（
1
.
6）

 
（
1
.
13
）

 
（
2
.
1）

 

□
原

子
炉

補
機

代
替

冷
却

水
系

熱
交

換
器

ユ
ニ

ッ
ト

（
保

管
場

所
：

O.
P.

62
m
，

1
4.

8
m）

 
台
数
：

2(
予
備

1)
（
容
量
：

20
.0

M
W
）

□
大
容
量
送
水
ポ
ン
プ

 
タ
イ
プ
Ⅰ
（
保
管
場
所
：

O.
P.

62
m
，

14
.8

m
）

台
数
：
4(
予
備

1)
（
容
量
：
1,

44
0
㎥
/h

(1
台
当
た
り

)，
吐
出
圧
力
：
1.

2
MP
a
）
 

－
 

(
取
水
口
か
ら
取
水

 
す
る
場
合

)
 

53
5
分
以
内

 

MC
R
運
転
員

 1
名

 
現
場
運
転
員

 2
名

 
重
大
事
故
等
対
応
要
員

 6
名

 
(
海

水
ポ

ン
プ

室
か

ら
取

水
す
る
場
合

)
 

48
5
分
以
内

 

MC
R
運
転
員

 1
名

 
現
場
運
転
員

 2
名

 
重
大
事
故
等
対
応
要
員

 6
名

 
原
子
炉
格
納
容
器
フ
ィ
ル
タ
ベ
ン
ト

 
□
FC

V
S
設
備

－
 

S/
C
側
 

D/
W
側
 

MC
R
操
作

 2
0
分
以
内

 
MC
R
運
転
員

 1
名

 

S/
C
側
 

D/
W
側
 

現
場
系
統
構
成

 
75

分
以
内

 
MC
R
運
転
員

 1
名

 
現
場
運
転
員

 2
名

 
現
場
ベ
ン
ト
操
作

 
95

分
以
内

 
フ
ィ
ル
タ
装
置
へ
の
水
補
給

 
□
大
容
量
送
水
ポ
ン
プ

 
タ
イ
プ
Ⅰ
（
保
管
場
所
：

O.
P.

62
m
，

14
.8

m
）

台
数
：
4(
予
備

1)
（
容
量
：
1,

44
0
㎥
/h

(1
台
当
た
り

)，
吐
出
圧
力
：
1.

2
MP
a
）
 

□
淡
水
貯
水
槽

38
0
分
以
内

 
MC
R
運
転
員

 1
名

 
現
場
運
転
員

 2
名

 
重
大
事
故
等
対
応
要
員

 9
名

 
フ
ィ
ル
タ
装
置
へ
の
薬
液
補
給

 
□
薬
液
補
給
装
置

－
 

23
0
分
以
内

 
MC
R
運
転
員

 1
名

 
現
場
運
転
員

 2
名

 
重
大
事
故
等
対
応
要
員

 2
名

 
耐
圧
強
化
ベ
ン
ト

 
－
 

－
 

S/
C
側
 

D/
W
側
 

MC
R
操
作

 2
0
分
以
内

 
MC
R
運
転
員

 1
名

 

S/
C
側
 

D/
W
側
 

現
場
系
統
構
成

 
80

分
以
内

 
MC
R
運
転
員

 1
名

 
現
場
運
転
員

 2
名

 
現
場
ベ
ン
ト
操
作

 
95

分
以
内

 
残

留
熱

除
去

系
ポ

ン
プ

に
よ

る
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン
プ
ー
ル
水
冷
却

 
□
残
留
熱
除
去
系
ポ
ン
プ

(A
)/

(B
)

台
数
：

2（
容
量
：
約

1,
16

0
㎥

/h
(1

台
当
た
り

)
，
揚
程
：

10
5m

）
□
残
留
熱
除
去
系
熱
交
換
器

台
数
：

2（
熱
交
換
量
：
約

8.
80

MW
(1

基
当
た
り

)
）

□
S/
P

MC
R
操
作

 2
0
分
以
内

 
MC
R
運
転
員

 1
名

 

残
留

熱
除

去
系

ポ
ン

プ
に

よ
る

格
納

容
器

ス
プ
レ
イ

 
MC
R
操
作

 1
5
分
以
内

 
MC
R
運
転
員

 1
名

 

大
容
量
送
水
ポ
ン
プ
（
タ
イ
プ
Ⅰ
）
に
よ
る
ド

ラ
イ
ウ
ェ
ル
代
替
ス
プ
レ
イ

 
□
大
容
量
送
水
ポ
ン
プ

 
タ
イ
プ
Ⅰ
（
保
管
場
所
：

O.
P.

62
m
，

14
.8

m
）

台
数
：
4(
予
備

1)
（
容
量
：
1,

44
0
㎥
/h

(1
台
当
た
り

)，
吐
出
圧
力
：
1.

2
MP
a
）
 

□
淡
水
貯
水
槽

□
海
水

38
5
分
以
内

 
MC
R
運
転
員

 1
名

 
現
場
運
転
員

 2
名

 
重
大
事
故
等
対
応
要
員

 1
0
名

 
復

水
移

送
ポ

ン
プ

に
よ

る
ド

ラ
イ

ウ
ェ

ル
代

替
ス
プ
レ
イ

 
□
復
水
移
送
ポ
ン
プ

台
数
：

2(
予
備

1)
（
容
量
：
約

10
0
㎥

/h
(1

台
当
た
り

)
，
揚
程
：
約

85
m
）

□
CS
T

MC
R
操
作

 2
0
分
以
内

 
MC
R
運
転
員

 1
名

 

ろ
過

水
ポ

ン
プ

に
よ

る
ド

ラ
イ

ウ
ェ

ル
代

替
ス
プ
レ
イ

 
□
ろ
過
水
ポ
ン
プ

台
数
：

1(
予
備

2)
（
容
量
：

90
㎥
/h

(1
台
当
た
り

)，
揚
程
：

64
m
）

□
ろ
過
水
タ
ン
ク

MC
R
操
作

 2
0
分
以
内

 
MC
R
運
転
員

 1
名

 

大
容
量
送
水
ポ
ン
プ
（
タ
イ
プ
Ⅰ
）
に
よ
る
補

機
冷
却
水
確
保

 
□
大
容
量
送
水
ポ
ン
プ

 
タ
イ
プ
Ⅰ
（
保
管
場
所
：

O.
P.

62
m
，

14
.8

m
）

台
数
：
4(
予
備

1)
（
容
量
：
1,

44
0
㎥
/h

(1
台
当
た
り

)，
吐
出
圧
力
：
1.

2
MP
a
）
 

□
淡
水
貯
水
槽

□
海
水

57
5
分
以
内

 
MC
R
運
転
員

 1
名

 
現
場
運
転
員

 2
名

 
重
大
事
故
等
対
応
要
員

 6
名

 
大
容
量
送
水
ポ
ン
プ
（
タ
イ
プ
Ⅰ
）
を
接
続
口

に
直
接
接
続
し
た
原
子
炉
格
納
容
器

 
代
替
ス
プ
レ
イ

 

□
大
容
量
送
水
ポ
ン
プ

 
タ
イ
プ
Ⅰ
（
保
管
場
所
：

O.
P.

62
m
，

14
.8

m
）

台
数
：
4(
予
備

1)
（
容
量
：
1,

44
0
㎥
/h

(1
台
当
た
り

)，
吐
出
圧
力
：
1.

2
MP
a
）
 

□
淡
水
貯
水
槽

□
海
水

38
5
分
以
内

 
MC
R
運
転
員

 1
名

 
重
大
事
故
等
対
応
要
員

 9
名

 

第
１
表
 個

別
戦
略
に
お
け
る
対
応
手
順
書
等
及
び
設
備
一
覧
（

4/
8）
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注
）
本
資
料
は
，
訓
練
等
の
実
績
に
よ
り
見
直
す
可
能
性
が
あ
り
，
使
用
設
備
，
所
要
時
間
，
必
要
人
員
等
は
最
終
的
に
各
手
順
書
に
反
映
す
る
。

 

個
別
戦
略

 
手
順
書
等

 

技
術
的
能
力

に
係
る
審
査

基
準
の
該
当

項
目

 

主
要
な
使
用
設
備
（
保
管
場
所
，
仕
様
等
）

 
水
源

 
備
考

 
所
要
時
間

 
（
目
安
）

 
必
要
人
員

 
（
目
安
）

 

⑥
-
2

格
納
容
器
機
能

 
維
持
戦
略

 

○
非
常
時
操
作
手
順
書
（
シ
ビ
ア
ア
ク
シ
デ
ン
ト
），

非
常
時
操
作
手
順
書
（
設
備
別
）
，
重
大
事
故
等
対
応
要
領
書
（

EH
G
）

原
子

炉
補

機
代

替
冷

却
水

系
に

よ
る

補
機

冷
却
水
確
保

 
（
1
.
6）

 
（
1
.
7）

 
（
1
.
8）

 
（
1
.
13
）

 
（
2
.
1）

 

□
原

子
炉

補
機

代
替

冷
却

水
系

熱
交

換
器

ユ
ニ

ッ
ト

（
保

管
場

所
：

O.
P.

62
m
，

1
4.

8
m）

 
台
数
：

2(
予
備

1)
（
容
量
：

20
.0

M
W
）

□
大
容
量
送
水
ポ
ン
プ

 
タ
イ
プ
Ⅰ
（
保
管
場
所
：

O.
P.

62
m
，

14
.8

m
）

台
数
：
4(
予
備

1)
（
容
量
：
1,

44
0
㎥
/h

(1
台
当
た
り

)，
吐
出
圧
力
：
1.

2
MP
a
）
 

－
 

(
取
水
口
か
ら
取
水

 
す
る
場
合

)
 

54
0
分
以
内

 

MC
R
運
転
員

 1
名

 
現
場
運
転
員

 2
名

 
重
大
事
故
等
対
応
要
員

 6
名

 

(
海

水
ポ

ン
プ

室
か

ら
取

水
す
る
場
合

)
 

48
5
分
以
内

 

MC
R
運
転
員

 1
名

 
現
場
運
転
員

 2
名

 
重
大
事
故
等
対
応
要
員

 6
名

 

原
子
炉
格
納
容
器
フ
ィ
ル
タ
ベ
ン
ト

 
□
FC

V
S
設
備

－
 

S/
C
側
 

D/
W
側
 

MC
R
操
作

 2
0
分
以
内

 
MC
R
運
転
員

 1
名

 

S/
C
側
 

D/
W
側
 

現
場
系
統
構
成

 
75

分
以
内

 
MC
R
運
転
員

 1
名

 
現
場
運
転
員

 2
名

 

現
場
ベ
ン
ト
操
作

 
11
5
分
以
内

 
フ
ィ
ル
タ
装
置
へ
の
水
補
給

 
□
大
容
量
送
水
ポ
ン
プ

 
タ
イ
プ
Ⅰ
（
保
管
場
所
：

O.
P.

62
m
，

14
.8

m
）

台
数
：
4(
予
備

1)
（
容
量
：
1,

44
0
㎥
/h

(1
台
当
た
り

)，
吐
出
圧
力
：
1.

2
MP
a
）
 

□
淡
水
貯
水
槽

38
0
分
以
内

 
MC
R
運
転
員

 1
名

 
現
場
運
転
員

 2
名

 
重
大
事
故
等
対
応
要
員

 9
名

 
フ
ィ
ル
タ
装
置
へ
の
薬
液
補
給

 
□
薬
液
補
給
装
置

－
 

23
0
分
以
内

 
MC
R
運
転
員

 1
名

 
現
場
運
転
員

 2
名

 
重
大
事
故
等
対
応
要
員

 2
名

 
残

留
熱

除
去

系
ポ

ン
プ

に
よ

る
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン
プ
ー
ル
水
冷
却

 
□
残
留
熱
除
去
系
ポ
ン
プ

(A
)/

(B
)

台
数
：

2（
容
量
：
約

1,
16

0
㎥

/h
(1

台
当
た
り

)
，
揚
程
：

10
5m

）
□
残
留
熱
除
去
系
熱
交
換
器

台
数
：

2（
熱
交
換
量
：
約

8.
80

MW
(1

基
当
た
り

)
）

□
S/
P

MC
R
操
作

 2
0
分
以
内

 
MC
R
運
転
員

 1
名

 

代
替

循
環

冷
却

ポ
ン

プ
に

よ
る

原
子

炉
注

水
及
び
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
ス
プ
レ
イ

 
□
代
替
循
環
冷
却
ポ
ン
プ

台
数
：

1（
容
量
：

15
0
㎥
/
h(

1
台
当
た
り

)，
揚
程
：

80
m）

□
残
留
熱
除
去
系
熱
交
換
器

台
数
：

1（
熱
交
換
量
：
約

8.
80

MW
(1

基
当
た
り

)
）

□
S/
P

MC
R
操
作

 3
0
分
以
内

 
MC
R
運
転
員

 1
名

 

大
容
量
送
水
ポ
ン
プ
（
タ
イ
プ
Ⅰ
）
に
よ
る
ド

ラ
イ
ウ
ェ
ル
代
替
ス
プ
レ
イ

 
□
大
容
量
送
水
ポ
ン
プ

 
タ
イ
プ
Ⅰ
（
保
管
場
所
：

O.
P.

62
m
，

14
.8

m
）

台
数
：
4(
予
備

1)
（
容
量
：
1,

44
0
㎥
/h

(1
台
当
た
り

)，
吐
出
圧
力
：
1.

2
MP
a
）
 

□
淡
水
貯
水
槽

□
海
水

38
5
分
以
内

 
MC
R
運
転
員

 1
名

 
現
場
運
転
員

 2
名

 
重
大
事
故
等
対
応
要
員

 1
0
名

 
復

水
移

送
ポ

ン
プ

に
よ

る
ド

ラ
イ

ウ
ェ

ル
代

替
ス
プ
レ
イ

 
□
復
水
移
送
ポ
ン
プ

台
数
：

2(
予
備

1)
（
容
量
：
約

10
0
㎥

/h
(1

台
当
た
り

)
，
揚
程
：
約

85
m
）

□
CS
T

MC
R
操
作

 2
0
分
以
内

 
MC
R
運
転
員

 1
名

 

ろ
過

水
ポ

ン
プ

に
よ

る
ド

ラ
イ

ウ
ェ

ル
代

替
ス
プ
レ
イ

 
□
ろ
過
水
ポ
ン
プ

台
数
：

1(
予
備

2)
（
容
量
：

90
㎥
/h

(1
台
当
た
り

)，
揚
程
：

64
m
）

□
ろ
過
水
タ
ン
ク

MC
R
操
作

 2
0
分
以
内

 
MC
R
運
転
員

 1
名

 

格
納
容
器
内
ｐ
Ｈ
調
整

 
□
格
納
容
器

pH
調
整
ポ
ン
プ

□
格
納
容
器

pH
調
整
タ
ン
ク

□
pH

調
整
タ
ン
ク

MC
R
操
作

 2
0
分
以
内

 
MC
R
運
転
員

 1
名

 

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

冷
却

系
に

よ
る

格
納

容
器

除
熱
 

□
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
冷
却
系
下
部
送
風
機

台
数
：
下
部

3
－

 
MC
R
操
作

 6
5
分
以
内

 
MC
R
運
転
員

 1
名

 

大
容
量
送
水
ポ
ン
プ
（
タ
イ
プ
Ⅰ
）
に
よ
る
格

納
容
器
下
部
注
水

 
□
大
容
量
送
水
ポ
ン
プ

 
タ
イ
プ
Ⅰ
（
保
管
場
所
：

O.
P.

62
m
，

14
.8

m
）

台
数
：
4(
予
備

1)
（
容
量
：
1,

44
0
㎥
/h

(1
台
当
た
り

)，
吐
出
圧
力
：
1.

2
MP
a
）
 

□
淡
水
貯
水
槽

□
海
水

38
5
分
以
内

 
MC
R
運
転
員

 1
名

 
現
場
運
転
員

 2
名

 
重
大
事
故
等
対
応
要
員

 1
0
名

 
復

水
移

送
ポ

ン
プ

に
よ

る
格

納
容

器
下

部
注

水
 

□
復
水
移
送
ポ
ン
プ

台
数
：

2(
予
備

1)
（
容
量
：
約

10
0
㎥

/h
(1

台
当
た
り

)
，
揚
程
：
約

85
m
）

□
CS
T

MC
R
操
作

 1
5
分
以
内

 
MC
R
運
転
員

 1
名

 

ろ
過
水
ポ
ン
プ
に
よ
る
格
納
容
器
下
部
注
水

 
□
ろ
過
水
ポ
ン
プ

台
数
：

1(
予
備

2)
（
容
量
：

90
㎥
/h

(1
台
当
た
り

)，
揚
程
：

64
m
）

□
ろ
過
水
タ
ン
ク

MC
R
操
作

 2
0
分
以
内

 
MC
R
運
転
員

 1
名

 

代
替

循
環

冷
却

ポ
ン

プ
に

よ
る

格
納

容
器

下
部
注
水

 
□
代
替
循
環
冷
却
ポ
ン
プ

台
数
：

1（
容
量
：

15
0
㎥
/
h(

1
台
当
た
り

)，
揚
程
：

80
m）

□
S/
P

MC
R
操
作

 2
0
分
以
内

 
MC
R
運
転
員

 1
名

 

代
替

循
環

冷
却

ポ
ン

プ
に

よ
る

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル
ス
プ
レ
イ

 
□
代
替
循
環
冷
却
ポ
ン
プ

台
数
：

1（
容
量
：

15
0
㎥
/
h(

1
台
当
た
り

)，
揚
程
：

80
m）

□
S/
P

MC
R
操
作

 2
0
分
以
内

 
MC
R
運
転
員

 1
名

 

大
容
量
送
水
ポ
ン
プ
（
タ
イ
プ
Ⅰ
）
を
接
続
口

に
直
接
接
続
し
た
原
子
炉
格
納
容
器

 
代
替
ス
プ
レ
イ

 

□
大
容
量
送
水
ポ
ン
プ

 
タ
イ
プ
Ⅰ
（
保
管
場
所
：

O.
P.

62
m
，

14
.8

m
）

台
数
：
4(
予
備

1)
（
容
量
：
1,

44
0
㎥
/h

(1
台
当
た
り

)，
吐
出
圧
力
：
1.

2
MP
a
）
 

□
淡
水
貯
水
槽

□
海
水

38
5
分
以
内

 
MC
R
運
転
員

 1
名

 
重
大
事
故
等
対
応
要
員

 9
名

 

大
容
量
送
水
ポ
ン
プ
（
タ
イ
プ
Ⅰ
）
を
接
続
口

に
直
接
接
続
し
た
原
子
炉
格
納
容
器

 
下
部
注
水

 

□
大
容
量
送
水
ポ
ン
プ

 
タ
イ
プ
Ⅰ
（
保
管
場
所
：

O.
P.

62
m
，

14
.8

m
）

台
数
：
4(
予
備

1)
（
容
量
：
1,

44
0
㎥
/h

(1
台
当
た
り

)，
吐
出
圧
力
：
1.

2
MP
a
）
 

□
淡
水
貯
水
槽

□
海
水

38
5
分
以
内

 
MC
R
運
転
員

 1
名

 
重
大
事
故
等
対
応
要
員

 9
名

 

第
１
表
 個

別
戦
略
に
お
け
る
対
応
手
順
書
等
及
び
設
備
一
覧
（

5/
8）
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 注
）
本
資
料
は
，
訓
練
等
の
実
績
に
よ
り
見
直
す
可
能
性
が
あ
り
，
使
用
設
備
，
所
要
時
間
，
必
要
人
員
等
は
最
終
的
に
各
手
順
書
に
反
映
す
る
。

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 

 

個
別
戦
略

 
手
順
書
等

 

技
術
的
能
力

に
係
る
審
査

基
準
の
該
当

項
目

 

主
要
な
使
用
設
備
（
保
管
場
所
，
仕
様
等
）

 
水
源

 
備
考

 
所
要
時
間

 
（
目
安
）

 
必
要
人
員

 
（
目
安
）

 

⑦
 

使
用
済
燃
料

 
プ
ー
ル
注
水
戦
略

 

○
非
常
時
操
作
手
順
書
（
徴
候
ベ
ー
ス
）
，
非
常
時
操
作
手
順
書
（
設
備
別
），

重
大
事
故
等
対
応
要
領
書
（

EH
G
）

 
大

容
量

送
水

ポ
ン

プ
(
タ

イ
プ

Ⅰ
)
に

よ
る

使
用
済
燃
料
プ
ー
ル
注
水

(
可
搬
型
)
 

（
1
.1

1）
 

（
1
.1

3）
 

（
2
.1
）

 

□
大
容
量
送
水
ポ
ン
プ

 
タ
イ
プ
Ⅰ
（
保
管
場
所
：

O.
P.

62
m
，
14

.8
m
）

 
 
台
数
：

4(
予
備

1)
（
容
量
：

1,
44

0
㎥

/h
(
1
台
当
た
り

)
，
吐
出
圧
力
：

1
.2

MP
a
）
 

□
ホ
ー
ス
（
保
管
場
所
：
原
子
炉
建
屋
原
子
炉
棟
内
）

 

□
淡
水
貯
水
槽

 
□
海
水

 
 
 

38
0
分
以
内

 
MC
R
運
転
員
 
1
名

 
現
場
運
転
員

 
2
名

 
重
大
事
故
等
対
応
要
員

 1
0
名

 
大

容
量

送
水

ポ
ン

プ
(
タ

イ
プ

Ⅰ
)
に

よ
る

使
用
済
燃
料
プ
ー
ル
注
水

(
常
設
配
管

)
 

□
大
容
量
送
水
ポ
ン
プ

 
タ
イ
プ
Ⅰ
（
保
管
場
所
：

O.
P.

62
m
，
14

.8
m
）

 
 
台
数
：

4(
予
備

1)
（
容
量
：

1,
44

0
㎥

/h
(
1
台
当
た
り

)
，
吐
出
圧
力
：

1
.2

MP
a
）
 

 
 

38
0
分
以
内

 
MC
R
運
転
員
 
1
名

 
現
場
運
転
員

 
2
名

 
重
大
事
故
等
対
応
要
員

 1
0
名

 
ろ

過
水

ポ
ン

プ
に

よ
る

使
用

済
燃

料
プ

ー
ル

注
水
(残

留
熱
除
去
系
ラ
イ
ン

)
 

□
ろ
過
水
ポ
ン
プ

 
 
台
数
：

1(
予
備

2)
（
容
量
：

90
㎥
/h

(1
台
当
た
り

)，
揚
程
：

64
m
）

 
□
ろ
過
水
タ
ン
ク

 
 
 

45
分
以
内

 
MC
R
運
転
員
 
1
名

 
現
場
運
転
員

 
2
名

 
大

容
量

送
水

ポ
ン

プ
(
タ

イ
プ

Ⅰ
)
に

よ
る

使
用
済
燃
料
プ
ー
ル
ス
プ
レ
イ

(可
搬
型

)
 

□
大
容
量
送
水
ポ
ン
プ

 
タ
イ
プ
Ⅰ
（
保
管
場
所
：

O.
P.

62
m
，
14

.8
m
）

 
 
台
数
：

4(
予
備

1)
（
容
量
：

1,
44

0
㎥

/h
(
1
台
当
た
り

)
，
吐
出
圧
力
：

1
.2

MP
a
）
 

□
ス
プ
レ
イ
ノ
ズ
ル
（
保
管
場
所
：
原
子
炉
建
屋
原
子
炉
棟
内
）

 
 
台
数
：

6(
予
備

1)
 

□
ホ
ー
ス
（
保
管
場
所
：
原
子
炉
建
屋
原
子
炉
棟
内
）

 

□
淡
水
貯
水
槽

 
□
海
水

 
 
 

38
0
分
以
内

 
MC
R
運
転
員
 
1
名

 
現
場
運
転
員

 
2
名

 
重
大
事
故
等
対
応
要
員

 1
0
名

 

大
容

量
送

水
ポ

ン
プ

(
タ

イ
プ

Ⅰ
)
に

よ
る

使
用
済
燃
料
プ
ー
ル
ス
プ
レ
イ

(常
設
配
管

)
 

□
大
容
量
送
水
ポ
ン
プ

 
タ
イ
プ
Ⅰ
（
保
管
場
所
：

O.
P.

62
m
，
14

.8
m
）

 
 
台
数
：

4(
予
備

1)
（
容
量
：

1,
44

0
㎥

/h
(
1
台
当
た
り

)
，
吐
出
圧
力
：

1
.2

MP
a
）
 

 
 

38
0
分
以
内

 
MC
R
運
転
員
 
1
名

 
現
場
運
転
員

 
2
名

 
重
大
事
故
等
対
応
要
員

 1
0
名

 
資
機
材
を
利
用
し
た
漏
え
い
抑
制

 
□
ス
テ
ン
レ
ス
鋼
板

 
（
保
管
場
所
：
原
子
炉
建
屋

 3
階

）
 

 
シ
ー
ル
材

 
 

 
 
（
保
管
場
所
：
原
子
炉
建
屋

 3
階

）
 

 
接
着
剤

 
 
 

 
 
（
保
管
場
所
：
原
子
炉
建
屋

 3
階

）
 

 
吊
り
下
ろ
し
ロ
ー
プ
（
保
管
場
所
：
原
子
炉
建
屋

 3
階

）
 

－
 

 
 

18
0
分
以
内

 
MC
R
運
転
員
 
1
名

 
保
修
班
員

 2
名

 

大
容

量
送

水
ポ

ン
プ

(
タ

イ
プ

Ⅰ
)
に

よ
る

使
用
済
燃
料
プ
ー
ル
直
接
注
水

(可
搬
型

)
 

□
大
容
量
送
水
ポ
ン
プ

 
タ
イ
プ
Ⅰ
（
保
管
場
所
：

O.
P.

62
m
，
14

.8
m
）

 
 
台
数
：

4(
予
備

1)
（
容
量
：

1,
44

0
㎥

/h
(
1
台
当
た
り

)
，
吐
出
圧
力
：

1
.2

MP
a
）
 

□
ホ
ー
ス
（
保
管
場
所
：
原
子
炉
建
屋
原
子
炉
棟
内
）

 

□
淡
水
貯
水
槽

 
□
海
水

 
 
 

38
5
分
以
内

 
MC
R
運
転
員
 
1
名

 
現
場
運
転
員

 
2
名

 
重
大
事
故
等
対
応
要
員

 1
0
名

 
大

容
量

送
水

ポ
ン

プ
(
タ

イ
プ

Ⅰ
)
を

接
続

口
に
直
接
接
続
し
た
使
用
済
燃
料
プ
ー
ル

 
代
替
注
水

(常
設
配
管

)
 

□
大
容
量
送
水
ポ
ン
プ

 
タ
イ
プ
Ⅰ
（
保
管
場
所
：

O.
P.

62
m
，
14

.8
m
）

 
 
台
数
：

4(
予
備

1)
（
容
量
：

1,
44

0
㎥

/h
(
1
台
当
た
り

)
，
吐
出
圧
力
：

1
.2

MP
a
）
 

□
淡
水
貯
水
槽

 
□
海
水

 
 
 

38
5
分
以
内

 
MC
R
運
転
員
 
1
名

 
現
場
運
転
員

 
2
名

 
重
大
事
故
等
対
応
要
員

 1
0
名

 
大

容
量

送
水

ポ
ン

プ
(
タ

イ
プ

Ⅰ
)
に

よ
る

使
用
済
燃
料
プ
ー
ル
直
接
ス
プ
レ
イ

(可
搬
型

)
 

□
大
容
量
送
水
ポ
ン
プ

 
タ
イ
プ
Ⅰ
（
保
管
場
所
：

O.
P.

62
m
，
14

.8
m
）

 
 
台
数
：

4(
予
備

1)
（
容
量
：

1,
44

0
㎥

/h
(
1
台
当
た
り

)
，
吐
出
圧
力
：

1
.2

MP
a
）
 

□
ス
プ
レ
イ
ノ
ズ
ル
（
保
管
場
所
：
原
子
炉
建
屋
原
子
炉
棟
内
）

 
 
台
数
：

6(
予
備

1)
 

□
ホ
ー
ス
（
保
管
場
所
：
原
子
炉
建
屋
原
子
炉
棟
内
）

 

□
淡
水
貯
水
槽

 
□
海
水

 
 
 

38
5
分
以
内

 
MC
R
運
転
員
 
1
名

 
現
場
運
転
員

 
2
名

 
重
大
事
故
等
対
応
要
員

 1
0
名

 

大
容

量
送

水
ポ

ン
プ

(
タ

イ
プ

Ⅰ
)
を

接
続

口
に
直
接
接
続
し
た
使
用
済
燃
料
プ
ー
ル

 
ス
プ
レ
イ

(常
設
配
管

)
 

□
大
容
量
送
水
ポ
ン
プ

 
タ
イ
プ
Ⅰ
（
保
管
場
所
：

O.
P.

62
m
，
14

.8
m
）

 
 
台
数
：

4(
予
備

1)
（
容
量
：

1,
44

0
㎥

/h
(
1
台
当
た
り

)
，
吐
出
圧
力
：

1
.2

MP
a
）
 

□
淡
水
貯
水
槽

 
□
海
水

 
 
 

38
5
分
以
内

 
MC
R
運
転
員
 
1
名

 
重
大
事
故
等
対
応
要
員

 9
名

 

化
学

消
防

自
動

車
及

び
大

型
化

学
高

所
放

水
車
に
よ
る
使
用
済
燃
料
プ
ー
ル

 
ス
プ
レ
イ
（
常
設
配
管
）

 

□
化
学
消
防
自
動
車
（
保
管
場
所
：

O.
P.

62
m
，

14
.8

m
）

 
 
台
数
：

2（
容
量
：

40
0
L/

mi
n(

1
台
当
た
り

)）
 

□
大
型
化
学
高
所
放
水
車
（
保
管
場
所
：

O.
P
.6

2m
）

 
 
台
数
：

1（
容
量
：

2,
0
00

L/
mi

n(
1
台
当
た
り

)）
 

□
ろ
過
水
タ
ン
ク

 
□
純
水
タ
ン
ク

 
□
原
水
タ
ン
ク

 

 
 

12
5
分
以
内

 
MC
R
運
転
員
 
1
名

 
初

期
消

火
要

員
(
消

防
車

隊
)
 

6
名
 

⑧
 

使
用
燃
料

 
プ
ー
ル
除
熱
戦
略

 

○
非
常
時
操
作
手
順
書
（
徴
候
ベ
ー
ス
）
，
非
常
時
操
作
手
順
書
（
設
備
別
）

 
燃

料
プ

ー
ル

冷
却

浄
化

系
に

よ
る

使
用

済
燃

料
プ
ー
ル
の
冷
却

 
（

1
.1

1）
 

□
燃
料
プ
ー
ル
冷
却
浄
化
系
ポ
ン
プ

 
 
台
数
：

1(
予
備

1)
（
容
量
：

16
0
㎥

/h
(1

台
当
た
り

)，
揚
程
：

80
m
）

 
□
燃
料
プ
ー
ル
冷
却
浄
化
系
熱
交
換
器

 
 
台
数
：

1(
予
備

1)
（
1.

26
M
W(

1
基
当
た
り

)
）

 
□
原
子
炉
補
機
代
替
冷
却
水
系
熱
交
換
器
ユ
ニ
ッ
ト
（
保
管
場
所
：
O.

P.
62

m
，
14

.8
m
）
 

 
 台

数
：

2(
予
備

1)
（
容
量
：

20
.0

M
W
）

 

－
 

 
 

MC
R
操
作
 2
0
分
以
内

 
MC
R
運
転
員
 
1
名

 

⑨
 

放
射
性
物
質
拡
散

 
抑
制
戦
略

 

○
重
大
事
故
等
対
応
要
領
書
（

EH
G
）

 
放

射
性

物
質

吸
着

材
に

よ
る

海
洋

へ
の

拡
散

抑
制

 
（

1
.1

1）
 

（
1
.1

2）
 

（
2
.1
）

 

□
放
射
性
物
質
吸
着
材
（
保
管
場
所
：

O.
P.

6
2m
）

 
－

 
 
 

19
0
分
以
内

 
放
射
性
物
質
拡
散
抑
制

 
対
応
要
員

 4
名

 
シ

ル
ト

フ
ェ

ン
ス

に
よ

る
海

洋
へ

の
拡

散
抑

制
 

□
シ
ル
ト
フ
ェ
ン
ス
（
保
管
場
所
：

O.
P.

62
m
）

 
 
組
数
：
北
側
排
水
路
排
水
桝
用

 2
(予

備
1
)
，
南
側
排
水
路
排
水
桝
用

 2
(予

備
1
)，

 
 
 
 
 

タ
ー
ビ
ン
補
機
放
水
ピ
ッ
ト
用

 2
(
予
備

1)
，
取
水
口
用

 
2(
予
備

1)
 

－
 

 
 

19
0
分
以
内

 
放
射
性
物
質
拡
散
抑
制

 
対
応
要
員

 1
0
名

 

放
水
設
備
に
よ
る
大
気
へ
の
拡
散
抑
制

 
□
大
容
量
送
水
ポ
ン
プ

 
タ
イ
プ
Ⅱ
（
保
管
場
所
：

O.
P.

62
m
）

 
 
台
数
：

2(
予
備

1)
（
容
量
：

18
00

㎥
/
h(

1
台
当
た
り

)
，
吐
出
圧
力
：

1
.2

MP
a
）

 
□
放
水
砲
（
保
管
場
所
：

O.
P.

62
m
）

 
 
台
数
：

1(
予
備

1)
 

□
海
水

 
 
 

(
取
水
口
か
ら
取
水
す
る

 
場
合

)3
95

分
以
内

 
放
射
性
物
質
拡
散
抑
制

 
対
応
要
員

 6
名

 
(
海

水
ポ

ン
プ

室
か

ら
取

水
す
る
場
合

)2
80

分
以
内

 
放
射
性
物
質
拡
散
抑
制

 
対
応
要
員

 6
名

 
□
ガ
ン
マ
カ
メ
ラ

 
□
サ
ー
モ
カ
メ
ラ

 
－

 
 
 

60
分
以
内

 
放
射
性
物
質
拡
散
抑
制

 
対
応
要
員

 2
名

 
注
水
用
ヘ
ッ
ダ
を
活
用
し
た
放
水

 
□
放
水
砲
（
保
管
場
所
：

O.
P.

62
m
）

 
 
台
数
：

1(
予
備

1)
 

－
 

 
 

12
0
分
以
内

 
放
射
性
物
質
拡
散
抑
制

 
対
応
要
員

 3
名

 
大
容
量
送
水
ポ
ン
プ
（
タ
イ
プ
Ⅰ
）
を
放
水
砲

に
直
接
接
続
し
た
放
水
砲
に
よ
る
放
水

 
□
大
容
量
送
水
ポ
ン
プ

 
タ
イ
プ
Ⅰ
（
保
管
場
所
：

O.
P.

62
m
，
14

.8
m
）

 
 
台
数
：

4(
予
備

1)
（
容
量
：

1,
44

0
㎥

/h
(
1
台
当
た
り

)
，
吐
出
圧
力
：

1
.2

MP
a
）
 

□
放
水
砲
（
保
管
場
所
：

O.
P.

62
m
）

 
 
台
数
：

1(
予
備

1)
 

□
淡
水
貯
水
槽

 
□
海
水

 
 
 

38
5
分
以
内

 
重
大
事
故
等
対
応
要
員

 9
名

 

 

第
１
表
 個

別
戦
略
に
お
け
る
対
応
手
順
書
等
及
び
設
備
一
覧
（

6/
8）

 

48



注
）
本
資
料
は
，
訓
練
等
の
実
績
に
よ
り
見
直
す
可
能
性
が
あ
り
，
使
用
設
備
，
所
要
時
間
，
必
要
人
員
等
は
最
終
的
に
各
手
順
書
に
反
映
す
る
。

 

個
別
戦
略

 
手
順
書
等

 

技
術
的
能
力

に
係
る
審
査

基
準
の
該
当

項
目

 

主
要
な
使
用
設
備
（
保
管
場
所
，
仕
様
等
）

 
水
源

 
備
考

 
所
要
時
間

 
（
目
安
）

 
必
要
人
員

 
（
目
安
）

 

⑩
 

電
源
確
保
戦
略

 
○
非
常
時
操
作
手
順
書
（
徴
候
ベ
ー
ス
）
，
非
常
時
操
作
手
順
書
（
設
備
別
）
，
重
大
事
故
等
対
応
要
領
書
（

EH
G）

12
5V

蓄
電
池

2A
(
2B
)
の
不
要
負
荷
切
離
し

 
（

全
交

流
電

源
喪

失
時

の
直

流
給

電
可

能
時

間
確
保
）

 

（
1
.1

4）
 

－
 

－
 

5
分

以
内

(1
時

間
負
荷

切
離
し

)
 

60
分
以
内

(8
時
間
負
荷
切

離
し

)
 

MC
R
運
転
員
 
1
名

 
現
場
運
転
員

 
2
名

 

12
5V

代
替
蓄
電
池
に
よ
る

1
2
5V

直
流
主
母
線

盤
2
A-
1(
2B

-1
)へ

の
給
電

 
（
直

流
電
源

切
替
盤

負
荷
切

替
 
12
5V

不
要

直
流
負
荷
切
離
し
）

 

□
12

5
V
代
替
蓄
電
池

－
 

50
分
以

内
(1
25
V

代
替

蓄
電
池
の
給
電
切
替
え

)
 

5
分
以
内
(
25
0V

蓄
電
池
か

ら
不

要
な

直
流

負
荷

切
離

し
)
 

15
分
以

内
(1
25
V

代
替

蓄
電

池
か

ら
不

要
な

直
流

負
荷
切
離
し

)
 

MC
R
運
転
員
 
1
名

 
現
場
運
転
員

 
2
名

 

25
0V

蓄
電
池
に
よ
る

2
50
V
直
流
主
母
線
盤
へ

の
給
電

 
（
25
0V

不
要
直
流
負
荷
切
離
し
）

 

□
25

0
V
蓄
電
池

－
 

電
源

車
に

よ
る

1
25
V

代
替

充
電

器
お

よ
び

25
0V

充
電
器
へ
の
給
電

 
（
G
母
線
接
続
）

 

□
電
源
車
（
保
管
場
所
：

O.
P.

62
m
，
14

.
8m

）
台
数
：

5(
予
備

1)
（
容
量
：

40
0k

V
A(

1
台
当
た
り

)
）

□
12

5
V
代
替
充
電
器

－
 

13
0
分
以
内

 
MC
R
運
転
員
 
1
名

 
現
場
運
転
員

 
2
名

 
重
大
事
故
等
対
応
要
員

 3
名

 
電
源
車
に
よ
る

1
25
V
代
替
充
電
器
へ
の
給
電

 
（
12
5V

代
替
直
流
電
源
切
替
盤
接
続
）

 
－

 
14
0
分
以
内

 
MC
R
運
転
員
 
1
名

 
現
場
運
転
員

 
2
名

 
重
大
事
故
等
対
応
要
員

 3
名

 
M/

C 
C(
D
)
母
線
受
電

 
（

非
常

用
デ

ィ
ー

ゼ
ル

発
電

機
2A
(2
B
)
⇒

M/
C 
6-

2C
(
D)
母
線
受
電
）

 

□
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機

台
数
：

2（
容
量
：

7,
6
25

kV
A(

1
台
当
た
り

)）
－

 
MC
R
操
作

 
速
や
か
に
対
応
で
き
る

 
MC
R
運
転
員
 
1
名

 

M/
C 
H
母
線
受
電

 
（

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
デ

ィ
ー

ゼ
ル

発
電

機
⇒
M/
C
 
6
-
2H

母
線
受
電
）

 

□
高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機

台
数
：

1（
容
量
：

3,
7
50

kV
A(

1
台
当
た
り

)）
－

 
MC
R
操
作

 
速
や
か
に
対
応
で
き
る

 
MC
R
運
転
員
 
1
名

 

HP
CS
 D
G
か
ら

M/
C
 C
(D
)
母
線
へ
の
給
電

 
（

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
デ

ィ
ー

ゼ
ル

発
電

機
⇒
M/
C
 
6
-
2C
(
D
)
母
線
受
電
）

 

□
高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機

台
数
：

1（
容
量
：

37
5
0k

VA
(1

台
当
た
り

)
）

－
 

80
分
以
内

 
MC
R
運
転
員
 
2
名

 
現
場
運
転
員

 
2
名

 

M/
C 
C(
D
)
母
線
受
電

 
（
GT
G⇒

F
母
線
⇒

6
-2

C(
D)
母
線
）

 
□
ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
発
電
機
（
設
置
場
所
：

O.
P
.6

2.
9m
）

台
数
：

2（
容
量
：

4,
5
00

kV
A(

1
台
当
た
り

)）
□
緊
急
用
高
圧
母
線
（

M/
C 

6
-2

F
-1

,2
）

□
緊
急
用
高
圧
母
線
（

M/
C 

6
-2

G
）

□
交
流
電
源
切
替
盤

－
 

MC
R
操
作
 1
5
分
以
内

 
MC
R
運
転
員
 
2
名

 

交
流
電
源
切
替
盤
負
荷
切
替

 
（
GT
G⇒

F
母
線
⇒

G
母
線
）

 
MC
R
運
転
員
 
1
名

 

M/
C 
C(
D
)
母
線
受
電

 
（

6
-3
C
(D

)
母

線
⇒

F
母

線
経

由
⇒

6
-2
C(
D
)

母
線
）

 

□
3
号
機

 非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機

台
数
：

2（
容
量
：

7,
6
25

kV
A(

1
台
当
た
り

)）
□
3
号
機

 高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機

台
数
：

1（
容
量
：

3,
7
50

kV
A(

1
台
当
た
り

)）
□
緊
急
用
高
圧
母
線
（

M/
C 

6
-2

F
-1

,2
）

□
緊
急
用
高
圧
母
線
（

M/
C 

6
-2

G
）

□
交
流
電
源
切
替
盤

－
 

30
分
以
内

 
2
号
機

MC
R
運
転
員

 2
名

 
3
号
機

MC
R
運
転
員

 1
名

 

交
流
電
源
切
替
盤
負
荷
切
替

 
（
6-
3C
(
D
)
母
線
⇒

F
母
線
経
由
⇒

G
母
線
）

 
30

分
以
内

 
2
号
機

MC
R
運
転
員

 2
名

 
3
号
機

MC
R
運
転
員

 2
名

 

M/
C 
C(
D
)
母
線
受
電

 
（
6-
3C
(
D)

母
線
可
搬
型
ケ
ー
ブ
ル
⇒

G
母

線
経
由
⇒

6-
2C
(
D)

母
線
）

 

□
3
号
機

 非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機

台
数
：

2（
容
量
：

7,
6
25

kV
A(

1
台
当
た
り

)）
□
緊
急
用
高
圧
母
線
（

M/
C 

6
-2

G
）

□
交
流
電
源
切
替
盤

□
号
炉
間
電
力
融
通
ケ
ー
ブ
ル

(
可
搬
型

)
（
保
管
場
所
：

O.
P.

62
m
）

本
数
：

1
セ
ッ
ト

－
 

22
5
分
以
内

 
2
号
機

MC
R
運
転
員

 2
名

 
3
号
機

MC
R
運
転
員

 1
名

 
3
号
機
現
場
運
転
員

 2
名

 
重
大
事
故
等
対
応
要
員

 3
名

 

交
流
電
源
切
替
盤
負
荷
切
替

 
（

6
-3

C(
D)

母
線

可
搬

型
ケ

ー
ブ

ル
⇒

G
母

線
）

 

2
号
機

MC
R
運
転
員

 1
名

 
3
号
機

MC
R
運
転
員

 1
名

 
3
号
機
現
場
運
転
員

 2
名

 
重
大
事
故
等
対
応
要
員

 3
名

 

M/
C 
C(
D
)
母
線
受
電

 
（
電
源
車
接
続
口
⇒

G
母
線
経
由
⇒

6
-2
C(
D
)

母
線
）

 

□
電
源
車
（
保
管
場
所
：

O.
P.

62
m
，
14

.
8m

）
台
数
：

5(
予
備

1)
（
容
量
：

40
0k

V
A(

1
台
当
た
り

)
）

□
緊
急
用
高
圧
母
線
（

M/
C 

6
-2

G
）

□
交
流
電
源
切
替
盤

－
 

12
5
分
以
内

 
MC
R
運
転
員
 
2
名

 
現
場
運
転
員

 
2
名

 
重
大
事
故
等
対
応
要
員

 3
名

 
交
流
電
源
切
替
盤
負
荷
切
替

 
（
電
源
車
接
続
口
⇒

G
母
線
）

 
MC
R
運
転
員
 
1
名

 
現
場
運
転
員

 
2
名

 
重
大
事
故
等
対
応
要
員

 3
名

 

M/
C 
C(
D
)
母
線
受
電

 
（

6
-3
C
(D

)
母

線
⇒

E
母

線
経

由
⇒

6
-2
C(
D
)

母
線
）

 

□
3
号
機

 非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機

台
数
：

2（
容
量
：

7,
6
25

kV
A(

1
台
当
た
り

)）
□
非
常
用
高
圧
母
線
（

M/
C 

6
-E

）
□
常
用
高
圧
母
線
（

M/
C 

6
-3
SA

,
SB

,6
-2

SA
,
SB

,6
-2

A,
B
）

－
 

40
分
以
内

 
2
号
機

MC
R
運
転
員

 1
名

 
3
号
機

MC
R
運
転
員

 1
名

 

第
１
表
 個

別
戦
略
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お
け
る
対
応
手
順
書
等
及
び
設
備
一
覧
（

7/
8）

 

49



注
）
本
資
料
は
，
訓
練
等
の
実
績
に
よ
り
見
直
す
可
能
性
が
あ
り
，
使
用
設
備
，
所
要
時
間
，
必
要
人
員
等
は
最
終
的
に
各
手
順
書
に
反
映
す
る
。

 

個
別
戦
略

 
手
順
書
等

 

技
術
的
能
力

に
係
る
審
査

基
準
の
該
当

項
目

 

主
要
な
使
用
設
備
（
保
管
場
所
，
仕
様
等
）

 
水
源

 
備
考

 
所
要
時
間

 
（
目
安
）

 
必
要
人
員

 
（
目
安
）

 

水
源
確
保

 
○
重
大
事
故
等
対
応
要
領
書
（

EH
G
）

淡
水

貯
水

槽
か

ら
復

水
貯

蔵
タ

ン
ク

へ
の

補
給
 

（
1
.
13
）

 
（
2
.
1）

 
□
大
容
量
送
水
ポ
ン
プ

 
タ
イ
プ
Ⅰ
（
保
管
場
所
：

O.
P.

62
m
，
14

.8
m
）

台
数
：

4(
予
備

1)
（
容
量
：

1,
44

0
㎥

/h
(
1
台
当
た
り

)
，
吐
出
圧
力
：

1
.2
MP
a
）
 

□
淡
水
貯
水
槽

接
続
マ
ン
ホ
ー
ル

 
38
0
分
以
内

 
MC
R
運
転
員

 1
名

 
重
大
事
故
等
対
応
要
員

 9
名

 

CS
T
接
続
口

 
38
0
分
以
内

 
MC
R
運
転
員

 1
名

 
重
大
事
故
等
対
応
要
員

 9
名

 
淡

水
タ

ン
ク

か
ら

復
水

貯
蔵

タ
ン

ク
へ

の
補

給
 

□
大
容
量
送
水
ポ
ン
プ

 
タ
イ
プ
Ⅰ
（
保
管
場
所
：

O.
P.

62
m
，
14

.8
m
）

台
数
：

4(
予
備

1)
（
容
量
：

1,
44

0
㎥

/h
(
1
台
当
た
り

)
，
吐
出
圧
力
：

1
.2
MP
a
）
 

□
ろ
過
水
タ
ン
ク

□
純
水
タ
ン
ク

□
原
水
タ
ン
ク

接
続
マ
ン
ホ
ー
ル

 
38
0
分
以
内

 
MC
R
運
転
員

 1
名

 
重
大
事
故
等
対
応
要
員

 9
名

 
CS
T
接
続
口

 
38
0
分
以
内

 
MC
R
運
転
員

 1
名

 
重
大
事
故
等
対
応
要
員

 9
名

 
海
（
海
水
ポ
ン
プ
室
）
か
ら
復
水
貯
蔵
タ
ン
ク

へ
の
補
給

 
□
大
容
量
送
水
ポ
ン
プ

 
タ
イ
プ
Ⅰ
（
保
管
場
所
：

O.
P.

62
m
，
14

.8
m
）

台
数
：

4(
予
備

1)
（
容
量
：

1,
44

0
㎥

/h
(
1
台
当
た
り

)
，
吐
出
圧
力
：

1
.2
MP
a
）
 

□
海
水

接
続
マ
ン
ホ
ー
ル

 
37
0
分
以
内

 
MC
R
運
転
員

 1
名

 
重
大
事
故
等
対
応
要
員

 9
名

 
CS
T
接
続
口

 
37
0
分
以
内

 
MC
R
運
転
員

 1
名

 
重
大
事
故
等
対
応
要
員

 9
名

 
海
（
取
水
口
）
か
ら
復
水
貯
蔵
タ
ン
ク
へ
の
補

給
 

□
大
容
量
送
水
ポ
ン
プ

 
タ
イ
プ
Ⅰ
（
保
管
場
所
：

O.
P.

62
m
，
14

.8
m
）

台
数
：

4(
予
備

1)
（
容
量
：

1,
44

0
㎥

/h
(
1
台
当
た
り

)
，
吐
出
圧
力
：

1
.2
MP
a
）
 

□
海
水

接
続
マ
ン
ホ
ー
ル

 
38
0
分
以
内

 
MC
R
運
転
員

 1
名

 
重
大
事
故
等
対
応
要
員

 9
名

 
CS
T
接
続
口

 
38
0
分
以
内

 
MC
R
運
転
員

 1
名

 
重
大
事
故
等
対
応
要
員

 9
名

 
耐

震
性

防
火

水
槽

か
ら

復
水

貯
蔵

タ
ン

ク
へ

の
補
給

 
□
化
学
消
防
自
動
車
（
保
管
場
所
：

O.
P.

62
m
，
14

.8
m
）

台
数
：

2（
容
量
：

40
0
L/

mi
n(

1
台
当
た
り

)）
□

耐
震

性
防

火
水

槽
 

65
分
以
内

 
MC
R
運
転
員

 1
名

 
初

期
消

火
要

員
(
消

防
車

隊
)
 

3
名
 

海
（
海
水
ポ
ン
プ
室
）
か
ら
淡
水
貯
水
槽
へ
の

補
給

 
□
大
容
量
送
水
ポ
ン
プ

 
タ
イ
プ
Ⅱ
（
保
管
場
所
：

O.
P.

62
m
）

台
数
：

2(
予
備

1)
（
容
量
：

1,
80

0
㎥

/h
(
1
台
当
た
り

)
，
吐
出
圧
力
：

1
.2
MP
a
）
 

□
海
水

29
5
分
以
内

 
重
大
事
故
等
対
応
要
員

 9
名

 

海
（
取
水
口
）
か
ら
淡
水
貯
水
槽
へ
の
補
給

 
□
大
容
量
送
水
ポ
ン
プ

 
タ
イ
プ
Ⅱ
（
保
管
場
所
：

O.
P.

62
m
）

台
数
：

2(
予
備

1)
（
容
量
：

1,
80

0
㎥

/h
(
1
台
当
た
り

)
，
吐
出
圧
力
：

1
.2
MP
a
）
 

□
海
水

27
0
分
以
内

 
重
大
事
故
等
対
応
要
員

 9
名

 

大
容
量
送
水
ポ
ン
プ
（
タ
イ
プ
Ⅰ
）
を
接
続
口

に
直
接
接
続
し
た
復
水
貯
蔵
タ
ン
ク

 
補
給

 

□
大
容
量
送
水
ポ
ン
プ

 
タ
イ
プ
Ⅰ
（
保
管
場
所
：

O.
P.

62
m
，
14

.8
m
）

台
数
：

4(
予
備

1)
（
容
量
：

1,
44

0
㎥

/h
(
1
台
当
た
り

)
，
吐
出
圧
力
：

1
.2
MP
a
）
 

□
淡
水
貯
水
槽

□
海
水

38
5
分
以
内

 
MC
R
運
転
員

 1
名

 
重
大
事
故
等
対
応
要
員

 9
名

 

燃
料
確
保

 
○
重
大
事
故
等
対
応
要
領
書
（

EH
G
）

2
号

機
軽

油
タ

ン
ク

か
ら

タ
ン

ク
ロ

ー
リ

へ
の
補
給

 
（
1
.
14
）

 
□

2
号
機
軽
油
タ
ン
ク

(A
)(

B)
(C

)(
D)

(E
)(

F
)(

G)
台
数
：

7（
容
量
：

11
0
kL

((
A)

～
(F

)1
基
当
た
り

),
17

0k
L(

G)
）

□
タ
ン
ク
ロ
ー
リ
（
保
管
場
所
：

O.
P.

62
m
，

14
.8

m）
台
数
：

2(
予
備

1)
（
容
量
：

4k
L(

1
台
当
た
り

)）

－
 

14
0
分
以
内

 
重
大
事
故
等
対
応
要
員

 2
名

 

ガ
ス

タ
ー

ビ
ン

発
電

設
備

軽
油

タ
ン

ク
か

ら
タ
ン
ク
ロ
ー
リ
へ
の
補
給

 
□
ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
発
電
設
備
軽
油
タ
ン
ク

(A
)
(B

)(
C)

台
数
：

3（
容
量
：

11
0
kL

(1
基
当
た
り

)
）

□
タ
ン
ク
ロ
ー
リ
（
保
管
場
所
：

O.
P.

62
m
，

14
.8

m）
台
数
：

2(
予
備

1)
（
容
量
：

4k
L(

1
台
当
た
り

)）

－
 

14
0
分
以
内

 
重
大
事
故
等
対
応
要
員

 2
名

 

タ
ン
ク
ロ
ー
リ
か
ら
各
機
器
へ
の
給
油

 
□
タ
ン
ク
ロ
ー
リ
（
保
管
場
所
：

O.
P.

62
m
，

14
.8

m）
台
数
：

2(
予
備

1)
（
容
量
：

4k
L(

1
台
当
た
り

)）
－
 

45
分
以
内
(1

台
当
た
り

)
 

55
分
以
内

(G
T
G
へ
補
給
の

場
合

)
 

重
大
事
故
等
対
応
要
員

 2
名

 

パ
ラ
メ
ー
タ
計
測

 
○
重
大
事
故
等
対
応
要
領
書
（

EH
G
）

可
搬
型
計
測
器
に
よ
る
パ
ラ
メ
ー
タ
監
視

 
(1

.
15

)
 

□
可
搬
型
計
測
器
（
保
管
場
所
：
制
御
建
屋
，
緊
急
時
対
策
建
屋
）

個
数
：

26
(予

備
26

)
－
 

5
分
以
内

 
(1

測
定
点
当
た
り

)
 

MC
R
運
転
員

 1
名

 

重
要
パ
ラ
メ
ー
タ
の
推
定

 
－

 
－
 

－
 

MC
R
運
転
員

 1
名

 
重
大
事
故
等
対
策
要
員

 1
名

 

第
１
表
 個

別
戦
略
に
お
け
る
対
応
手
順
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１．女川原子力発電所手順書体系大規模損壊関連体系図 

大規模損壊発生時に必要となる手順書類について，発電所のＱＭＳ文書体系上

の位置づけを第１図に示す。 
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（
今
後
の
検
討
に
よ
り
内
容
が
変
更
と
な
る
可
能
性
が
あ
る
。）

 

第
１
図
 Ｑ

Ｍ
Ｓ
文
書
体
系
上
の
手
順
書
の
位
置
づ
け

 

警
報
処
置
運
転
手
順
書

 

非
常
時
操
作
手
順
書
（
イ
ベ
ン
ト
ベ
ー
ス
）

 

非
常
時
操
作
手
順
書
（
徴
候
ベ
ー
ス
）

 

非
常
時
操
作
手
順
書
（
プ
ラ
ン
ト
停
止
中
）

 

非
常
時
操
作
手
順
書
（
設
備
別
）

 

発
電
所
対
策
本
部
運
営
要
領
書

 

非
常
時
操
作
手
順
書
（
シ
ビ
ア
ア
ク
シ
デ
ン
ト
）

 

ア
ク
シ
デ
ン
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
ガ
イ
ド

 

重
大
事
故
等
対
応
要
領
書

 

重
大
事
故
等
対
策
要
員
の
力
量
，
教
育
・
訓
練
お
よ
び
認
識
に
関
す
る
管
理
要
領

 

原
子
力
Ｑ
Ｍ
Ｓ
 

運
転
業
務
要
領
 

女
川
原
子
力
発
電
所
 

原
子
炉
施
設
保
安
規
定
 

原
子
力
品
質
保
証
規
程
 

原
子
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２．大規模損壊発生時の対応手順書体系図 

 発電所対策本部で使用する対応フローに従った措置を講じるため，以下の手順書

を用いて対応を行う。また，対応手順書の機能体系を第２図に，手順書のリストを

第２表に示す。 

(1) 発電所対策本部用手順書 

① 発電所対策本部運営要領書

重大事故，大規模損壊等が発生した場合又はそのおそれがある場合に，緊急

事態に関する発電所対策本部の責任と権限及び実施事項を定めた要領で発電所

対策本部が使用する。 

 また，発電所対策本部の運営及び各機能班が実施する事項については，本要

領書に定める。 

② アクシデントマネジメントガイド（ＡＭＧ）

炉心損傷後に想定されるプラント状態の判断や事故の進展防止及び影響緩和

のために実施すべき操作の技術的根拠となる情報を定めたガイドで，運転員に

対する支援活動の参考として，技術支援組織が使用する。 

③ 重大事故等対応要領書（ＥＨＧ）

自然現象や大規模損壊等により，多数の恒設の電源設備・注水設備等が使用

できない場合に，運転員の事故対応に必要な支援を行うための可搬型設備等に

よる事故対応操作内容を定めた要領書で，重大事故等対策要員及び初期消火要

員（消防車隊）が使用する。 

(2) 運転操作手順書 

① 警報処置運転手順書

中央制御室及び現場制御盤に警報が発生した際に，警報発生原因の除去ある

いはプラントを安全な状態に維持するために必要な対応操作を定めた手順書。 

② 非常時操作手順書（イベントベース）（ＡＯＰ）

単一の故障等で発生する可能性のあるあらかじめ想定された異常事象又は事

故が発生した際に，事故の進展を防止するために必要な対応操作を定めた手順

書。 

③ 非常時操作手順書（徴候ベース）（ＥＯＰ）

事故の起因事象を問わず，ＡＯＰでは対処できない複数の設備の故障等によ

る異常又は事故が発生した際に，重大事故への進展を防止するために必要な対

応操作を定めた手順書。 

④非常時操作手順書（シビアアクシデント）（ＳＯＰ）

ＥＯＰで対応する状態から更に事象が進展し炉心損傷に至った際に，事故の拡大

を防止し影響を緩和するために必要な対応操作を定めた手順書。 

⑤ 非常時操作手順書（プラント停止中）

発電用原子炉が停止中の場合において，プラントの異常状態を検知する対
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応，異常状態発生の防止に関する対応及び異常事象が発生した場合の対応操作

に関する事項を定めた手順書。 

⑥ 非常時操作手順書（設備別） 

自然現象や大規模損壊等により，多数の恒設の電源設備・注水設備等が使用

できない場合の事故対応操作内容を定めた手順書で，運転員が使用する。 

 

 

 

 

第２図 大規模損壊発生時の対応手順書機能体系の概要図 
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第２表 大規模損壊時の対応手順書リスト(1/4) 

発電所対策本部運営要領 

情報班実施事項 

総務班実施事項 

広報班実施事項 

技術班実施事項 

放射線管理班実施事項 

保修班実施事項 

発電管理班実施事項 

アクシデントマネジメントガイド（ＡＭＧ） 

(a)確認ガイド 

［確認ガイド-１］ ： 炉心損傷確認ガイド 

［確認ガイド-２］ ： 損傷炉心の冷却性確認ガイド 

［確認ガイド-３］ ： 原子炉圧力容器破損の確認ガイド 

［確認ガイド-４］ ： 格納容器モニタ 

（格納容器内パラメータの監視､格納容器健全性確認ガイド） 

(b) 操作ガイド 

［操作ガイド-１］ ： 損傷炉心への注水操作ガイド 

［操作ガイド-２］ ： 原子炉減圧操作ガイド（注水手段がある場合） 

［操作ガイド-３］ ： 原子炉減圧操作ガイド（注水手段がない場合） 

［操作ガイド-４］ ： 機器復旧後の切り替え操作ガイド 

［操作ガイド-５］ ： （原子炉圧力容器破損後の）原子炉への注水操作ガイド 

［操作ガイド-６］ ： ペデスタルへの注水操作ガイド 

［操作ガイド-７］ ： 格納容器からの除熱操作ガイド 

［操作ガイド-８］ ： 格納容器ベント操作ガイド 

［操作ガイド-９］ ： 長期冷却操作ガイド 

［操作ガイド-10］ ： 可燃性ガス濃度制御系（ＦＣＳ）操作ガイド 

［操作ガイド-11］ ： 原子炉ウェルへの注水操作ガイド 

［操作ガイド-12］ ： 原子炉建屋可燃性ガス濃度制御操作ガイド 
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第２表 大規模損壊時の対応手順書リスト(2/4) 

 

重大事故等対応要領書（ＥＨＧ） 

炉心冷却手順 

使用済燃料冷却手順 

格納容器機能維持手順 

建屋機能維持手順 

電源確保手順 

アクセスルート確保手順 

放射性物質拡散抑制手順 

消火手順 

水源確保手順 

燃料補給手順 

モニタリング手順 

アシスト手順 

 

 

 

 

 

 

警報処置手順書 

警報処置運転手順書 
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第２表 大規模損壊時の対応手順書リスト(3/4) 

非常時操作手順書（イベントベース）（ＡＯＰ） 

原子炉スクラム 

冷却材喪失 

配管破断 

給水喪失 

原子炉再循環系故障 

燃料破損 

タービン系故障 

電気系故障 

その他系統故障 

火災 

非常時操作手順書（徴候ベース）（ＥＯＰ） 

原子炉制御 

格納容器制御 

原子炉建屋制御 

燃料プール制御 

不測事態 

電源回復 

非常時操作手順書（シビアアクシデント）（ＳＯＰ） 

注水ストラテジ－１ 「損傷炉心への注水」 

注水ストラテジ－２ 「長期の損傷炉心への注水」 

注水ストラテジ－３ａ「ＲＰＶ破損前のペデスタル初期注水」 

注水ストラテジ－３ｂ「ＲＰＶ破損後のペデスタル注水」 

注水ストラテジ－４ 「長期のＲＰＶ破損後の注水」 

除熱ストラテジ－１ 「損傷炉心冷却後の除熱」 

除熱ストラテジ－２ 「ＲＰＶ破損後の除熱」 

ベントストラテジ  「ＰＣＶ破損防止」 

水素制御ストラテジ 「原子炉建屋水素制御」 
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第２表 大規模損壊時の対応手順書リスト(4/4) 

 

非常時操作手順書（プラント停止中） 

崩壊熱除去機能喪失 

原子炉冷却材喪失 

燃料プール冷却機能喪失 

燃料プール冷却材喪失 

外部電源喪失 

臨界事象発生 

 

 

非常時操作手順書（設備別） 

反応度制御 

炉心冷却 

使用済燃料冷却 

格納容器機能維持 

建屋機能維持 

電源確保 

アシスト 

 

 

 

 

 

 

58



内部溢水，重大事故等及び大規模損壊が発生した後の措置について 
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内部溢水，重大事故等及び大規模損壊が発生した後の措置について 

 

実用炉規則及び保安規定審査基準の改正により，内部溢水，重大事故等及び大規

模損壊発生時における原子炉施設の保全のための活動を行う体制の整備について新

たに要求され，この要求は，実用炉規則第 92 条第１項第 15 号「非常の場合に講ず

べき処置」とは別に，第 16 号「設計想定事象、重大事故等又は大規模損壊に係る発

電用原子炉施設の保全に関する措置」として追加された。 

この要求を踏まえた保安規定の変更については，第９章（緊急時の措置）ではな

く，第４章（運転管理）第１７条の２，第１７条の７及び第１７条の８に体制の整

備に係る計画を策定し，実施し，評価し，継続的に改善していく管理の枠組みとし

て規定することとした。即ち，本条文は原災法第１０条または第１５条に相当する

事象が発生した後の措置を規定したものではなく，内部溢水，重大事故等及び大規

模損壊発生時における原子炉施設の保全のための活動を行うために必要な体制の整

備（備え）を規定したものである。 

なお，内部溢水，重大事故等及び大規模損壊の発生（原子力災害に至るおそれが

発生した場合（＝特定事象の発生））以降については，原子力災害の未然防止を目的

とする原子炉等規制法体系の保安規定の範囲を超えているため，防災に係る法令，

特に原災法のもと公衆の安全を守るために講ずべき措置について原子力事業者防災

業務計画に定め，それに従い実施することとなっている。これは，保安規定審査基

準の第 15号「非常の場合に講ずべき処置」の要求とも整合している。 

よって，内部溢水，重大事故等及び大規模損壊が発生した後の措置に関する事項

については，保安規定審査基準の第 15号「非常の場合に講ずべき処置」の要求とし

て，第９章（緊急時の措置）に整理する。 

 

以 上 

 

保安規定審査基準 抜粋 

実用炉規則第９２条第１項第１５号 非常の場合に講ずべき処置 

１． 緊急時に備え、平常時から緊急時に実施すべき事項が定められていること。 

２． 緊急時における運転に関する組織内規程類を作成することが定められている

こと。 

３． 緊急事態発生時は定められた通報経路に従い、関係機関に通報することが定

められていること。 

４． 緊急事態の発生をもってその後の措置は、原子力災害対策特別措置法（平成

１１年法律第１５６号）第７条第１項の原子力事業者防災業務計画によることが

定められていること。 

５． 緊急事態が発生した場合は、緊急時体制を発令し、応急措置及び緊急時にお

ける活動を実施することが定められていること。 

８． 事象が収束した場合は、緊急時体制を解除することが定められていること。 

９． 防災訓練の実施頻度について定められていること。 

 

 

60



 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
重大事故等および大規模損壊対応に係る実施基準（添付１－３）におけ

る資機材配備の記載の考え方について 
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重大事故等および大規模損壊対応に係る実施基準（添付１－３）における資機材配

備の記載の考え方について 

 重大事故等及び大規模損壊対応における資機材配備の記載については，以下の考

え方で記載を行う。 

ａ．重大事故等対策 

重大事故等発生時の対応に必要な資機材について，重大事故の発生及び拡大の

防止に必要な措置（表１～表 19），アクセスルートの確保，復旧作業及び支援等に

記載する資機材を配備することを記載する。 

ｂ．大規模損壊時の対応 

大規模損壊発生時の対応に必要な資機材について，重大事故等対策で配備する

資機材の基本的な考え方を基に，高線量の環境，大規模な火災の発生及び外部支

援が受けられない状況を想定し配備することを記載する。 

また，そのような状況においても使用を期待できるよう，原子炉建屋及び制御

建屋から 100m以上離隔をとった場所に分散して配備することを記載する。 

○配備する資機材の概要

（１）全交流動力電源喪失が発生する環境で対応するために必要な照明機能を

有する資機材 

（２）炉心損傷及び原子炉格納容器破損による高線量の環境下において事故対

応するために着用するマスク，高線量対応防護服及び線量計等の必要な

資機材 

（３）地震及び津波のような大規模な自然災害による油タンク火災または故意

による大型航空機の衝突に伴う大規模な航空機燃料火災の発生におい

て，必要な消火活動を実施するために着用する防護具，消火薬剤等の資

機材及び大容量送水ポンプ（タイプⅡ）や放水砲等の消火設備 

（４）大規模な自然災害により外部支援が受けられない場合も事故対応を行う

ための防護具，線量計，食料等の資機材 

（５）大規模損壊の発生時において，指揮者と現場間，発電所外等との連絡に

必要な通信連絡設備を確保するための，多様な複数の通信連絡設備 

また，通常の通信連絡設備が使用不能な場合を想定した通信連絡設備

として，衛星電話設備，無線連絡設備，携行型通話装置及び統合原子力

防災ネットワークを用いた通信連絡設備 

添付資料：重大事故等および大規模損壊の対処に必要な設備・資機材一覧表（案）

参照 

以 上 
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添付資料2.1.18 

 

大規模損壊の発生に備えて配備する資機材について 

 

大規模損壊発生時に想定される以下のa.～c.の環境下等において，重大事故等

対策要員等が事故対応を行うために必要な資機材を第１表に示すとおり配備す

る。 

d.の資機材については，中央制御室及び緊急時対策建屋において必要数を配備

することとしており，詳細を第２表に示す。 

e.の資機材については，詳細を第３表に，f.の資機材については，詳細を第４

表に示す。 

 

a. 全交流動力電源喪失が発生する環境で対応するために必要な照明機能を

有する資機材を配備する。 

b. 地震及び津波のような大規模な自然災害による油タンク火災，又は故意

による大型航空機の衝突に伴う大規模な航空機燃料火災の発生に備え，必

要な消火活動を実施するために着用する防護具，消火薬剤等の資機材及び

消火設備を配備する。 

c. 炉心損傷及び原子炉格納容器破損による高線量の環境下において，事故

対応のために着用する全面マスク，汚染防護服（タイベック）及び個人線

量計等の必要な資機材を配備する。 

d. 大規模な自然災害により外部支援が受けられない場合も事故対応を行う

ための防護具，線量計，食糧等の資機材を確保する。 

e. 大規模損壊発生時において，指揮者と現場間，発電所外等との連絡に必

要な通信連絡設備を確保するため，多様な複数の通信連絡設備を整備す

る。また，通常の通信連絡設備（自主対策設備）が使用不能な場合を想定

した通信連絡設備（重大事故等対処設備）として，衛星電話設備，無線連

絡設備，携行型通話装置及び統合原子力防災ネットワークを用いた通信連

絡設備を配備する。 

f. 大規模損壊に特化した手順に使用する資機材を配備する。 
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第１表 重大事故等及び大規模損壊の発生に備えた資機材リスト 

品目 保管場所 規定類※ 

ａ．全交流電源喪失発生時の環境で対応するために必要な照明機能を有する資機材 

ヘッドライト 中央制御室 

中央制御室待避所 

緊急時対策所 

重大事故等対応要領書 
ランタン 中央制御室 

中央制御室待避所 

緊急時対策所 

懐中電灯 中央制御室 

ｂ．大規模火災時に消火活動を実施するために着用する防護具及び消火剤等の資機材 

耐熱服 第３保管エリア 

第４保管エリア 

事務本館 

重大事故等対応要領書 

防火服 事務本館 

出入管理所 

1号制御建屋更衣室 

3号サービス建屋更衣室 

1号中央制御室 

2号中央制御室 

3号中央制御室 

事務建屋 

泡消火薬剤 第３保管エリア 

第４保管エリア 

ｃ．高線量の環境下において事故対応するために着用するマスク及び線量計等の資機材 

第２表 に記載。 重大事故等対応要領書 

※ 記載する社内規定類については今後の運用を踏まえた検討により変更となる可能性がある。 
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第２表 外部支援が受けられないことを想定した事故対応を行うための 

防護具，線量計及び食糧等の資機材(1/7) 

 

(1)緊急時対策建屋に保管する放射線管理用資機材及びチェンジングエリア用資機材

等 

a．防護具 

品名 保管数※ 考え方 

タイベック 2,100着 60名（本部要員 38名＋余裕）×7日及び現場要員 40名×6回／日×7日 

下着（上下セット） 2,100着 60名（本部要員 38名＋余裕）×7日及び現場要員 40名×6回／日×7日 

帽子 2,100個 60名（本部要員 38名＋余裕）×7日及び現場要員 40名×6回／日×7日 

靴下 2,100足 60名（本部要員 38名＋余裕）×7日及び現場要員 40名×6回／日×7日 

綿手袋 2,100双 60名（本部要員 38名＋余裕）×7日及び現場要員 40名×6回／日×7日 

ゴム手袋 4,200双 2,100双×2 

全面マスク 900個 
60名（本部要員 38名＋余裕）×3日及び現場要員 40 名×6回／日×3日

（除染による再使用を考慮） 

マスク用チャコール 

フィルタ（2個／セット） 

2,100 

セット 
60名（本部要員 38名＋余裕）×7日及び現場要員 40名×6回／日×7日 

EVAスーツ（上下セット） 
1,050 

セット 

（60 名（本部要員 38 名＋余裕）×7 日及び現場要員 40 名×6 回／日×7

日）×50％（年間降水日数を考慮） 

汚染区域用靴 40足 現場要員 20名（放射性雲通過直後の現場要員）×2 

タングステンベスト 20着 現場要員 20名（放射性雲通過直後の現場要員） 

※ 予備を含む（今後，訓練等で見直しを行う。） 
 

b．計測器（被ばく管理，汚染管理） 

品名 保管数※ 考え方 

個人線量計 

（電子式線量計） 
200台 100 名（本部要員 38 名＋現場要員 40 名＋余裕）×2 

個人線量計 

（ガラスバッジ） 
200台 100 名（本部要員 38 名＋現場要員 40 名＋余裕）×2 

表面汚染密度測定用 

サーベイメータ 
8台 

チェンジングエリア用 4 台（身体サーベイを行う放射線管理班員 2 名分

＋余裕）＋緊急時対策建屋内及び屋外用 4 台（屋外等のモニタリングを

行う放射線管理班員 2 名分＋余裕） 

 
ガンマ線測定用 
サーベイメータ 

8台 

チェンジングエリア用 4 台（チェンジングエリアのモニタリングを行う

放射線管理班員 2 名分＋余裕）＋緊急時対策建屋内及び屋外用 4 台（屋

外等のモニタリングを行う放射線管理班員 2 名分＋余裕） 

可搬型エリアモニタ 4台 
緊急時対策所内 2 台（1 台＋余裕）＋緊急時対策建屋内 2 台（1 台＋余 

裕） 

※ 予備を含む（今後，訓練等で見直しを行う。） 
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第２表 外部支援が受けられないことを想定した事故対応を行うための 

防護具，線量計及び食糧等の資機材(2/7) 

c．チェンジングエリア用資機材 

品名 保管数※8 考え方 

養生シート（床用） 8巻※1 

チェンジングエリア設営 

及び補修に必要な数量 

養生シート（壁用） 12巻※2 

バリア 9個※3 

フェンス 24枚※4 

積層シート 3枚 

棚 2台 

ヘルメット掛け 1台 

ゴミ箱 7個 

ポリ袋 100枚 

テープ 5巻 

ウエス 2箱 

ウェットティッシュ 50個 

はさみ 3個 

カッター 3個 

マジック 3本 

除染エリア用ハウス 1式※5 

簡易シャワー 1台※6 

簡易タンク 1台※7 

トレイ 1個 

バケツ 2個 

乾電池内蔵型照明 6台（予備 1台） 
※１ 仕様 1,800mm×50m／巻 

※２ 仕様 2,100mm×25m／巻 

※３ 仕様 900mm×240mm×235mm／個（アルミ製） 

※４ 仕様 1,200mm×900mm×25mm／枚（アルミ製） 

※５ 仕様 1,100mm×1,100mm×1,950mm／式（折りたたみ式，布製） 

※６ 仕様 タンク容量 7.5 リットル（手動ポンプ式） 

※７ 仕様 タンク容量 20 リットル（ポリタンク） 

※８ 予備を含む（今後，訓練等で見直しを行う。） 
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第２表 外部支援が受けられないことを想定した事故対応を行うための 

防護具，線量計及び食糧等の資機材(3/7) 
 

d．食糧等 

品名 保管数※ 考え方 

食糧 2,100食 100名（本部要員 38名＋現場要員 40名＋余裕）×7日×3食 

飲料水（1.5 ﾘｯﾄﾙ） 1,400本 
100名（本部要員 38名＋現場要員 40名＋余裕）×7日×2本（1.5 ﾘｯﾄﾙ

／本） 

簡易トイレ 4,900個 
100名（本部要員 38名＋現場要員 40名＋余裕）×（7回／1日×7日） 

＝4,900 個 

ヨウ素剤 800錠 
100名（本部要員38名＋現場要員40名＋余裕）×（初日2錠＋2日目以降1 

錠／1日×6日）＝800錠 

※ 予備を含む（今後，訓練等で見直しを行う。） 
 

e．その他資機材 

品名 保管数※ 考え方 

酸素濃度計 2台 
1台（故障時及び保守点検による待機除外時のバックアップ用として予

備 1台を保有する。） 

二酸化炭素濃度計 2台 
1台（故障時及び保守点検による待機除外時のバックアップ用として予

備 1台を保有する。） 

一般テレビ 
（回線，機器） 

1式 報道や気象情報等を入手するため 

社内パソコン 
（回線，機器） 

1式 社内情報共有必要な資料・書類等を作成するため 

※ 予備を含む（今後，訓練等で見直しを行う。） 
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第２表 外部支援が受けられないことを想定した事故対応を行うための 

防護具，線量計及び食糧等の資機材(4/7) 

 

(2)緊急時対策所に配備する原子力災害対策活動で使用する主な資料 

資 料 名 

１．発電所周辺地図 

① 発電所周辺地域地図 （1／25,000） 

② 発電所周辺地域地図 （1／50,000） 

２．発電所周辺航空写真パネル 

３．発電所気象観測データ 

① 統計処理データ 

② 毎時観測データ 

４．発電所周辺環境モニタリング関連データ 

① 空間線量モニタリング配置図 

② 環境試料サンプリング位置図 

③ 環境モニタリング測定データ 

５．発電所周辺人口関連データ 

① 方位別人口分布図 

② 集落の人口分布図 

③ 市町村人口表 

④ 市町村市街図 

６．発電所主要系統模式図（各号炉） 

７．原子炉設置許可申請書（各号炉） 

８．系統図及びプラント配置図 

① 系統図 

② プラント配置図 

９．プラント関係プロセス及び放射線計測配置図（各号炉） 

１０．プラント主要設備概要 

１１．原子炉安全保護系ロジック一覧表（各号炉） 

１２．規定類 

① 原子炉施設保安規定 

② 原子力事業者防災業務計画 

１３．事故時操作手順書類 
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第２表 外部支援が受けられないことを想定した事故対応を行うための 

防護具，線量計及び食糧等の資機材(5/7) 

 

(3)中央制御室に保管する放射線管理用資機材及びチェンジングエリア用資機材等 

a．防護具 

品名 保管数※ 考え方 

タイベック 147着 2 号炉運転員 7 名×3 回／日×7 日 

下着（上下セット） 147着 2 号炉運転員 7 名×3 回／日×7 日 

帽子 147個 2 号炉運転員 7 名×3 回／日×7 日 

靴下 147足 2 号炉運転員 7 名×3 回／日×7 日 

綿手袋 147双 2 号炉運転員 7 名×3 回／日×7 日 

ゴム手袋 294双 147双×2 

全面マスク 42個 2 号炉運転員 7 名×6 日 

電動ファン付き全面マスク 7個 2 号炉運転員 7 名×1 日 

電動ファン付き 

全面マスクバッテリー 
35個 2 号炉運転員 7 名×5 個／日×1 日 

マスク用チャコール 

フィルタ（2個／セット） 

147 

セット 
2 号炉運転員 7 名×3 回／日×7 日 

EVAスーツ（上下セット） 
74 

セット 
2 号炉運転員 7 名×3 回／日×7 日×50％ 

汚染区域用靴 8足 2 号炉運転員のうち現場要員 2 名×2 班×2 

自給式呼吸器 4セット 
炉心損傷後における原子炉格納容器フィルタベント系による格納容器徐 

熱（現場操作）対応者２名＋予備２ 

耐熱服 3セット インターフェイスシステム LOCA 対応者 2 名＋予備 1 

タングステンベスト 4着 2 号炉運転員のうち現場要員 2 名×2 班 

※ 予備を含む（今後，訓練等で見直しを行う。） 
 

b．計測器（被ばく管理，汚染管理） 

品名 保管数※ 考え方 

個人線量計 

（電子式線量計） 
14台 2 号炉運転員 7 名×2 

個人線量計 

（ガラスバッジ） 
14台 2 号炉運転員 7 名×2 

表面汚染密度測定用 

サーベイメータ 
4台 

チェンジングエリア用 2台（身体サーベイを行う放射線管理班員 1名分＋

余裕）＋中央制御室内外用 2 台（モニタリングを行う放射線管理班員 1 

名分＋余裕） 

ガンマ線測定用 
サーベイメータ 

4台 

チェンジングエリア用 2台（モニタリングを行う放射線管理班員 1名分＋

余裕）＋中央制御室内外用 2 台（モニタリングを行う放射線管理班員 1 

名分＋余裕） 

 
可搬型エリアモニタ 4台 中央制御室内 2 台（1 台＋余裕）＋待避所内 2 台（1 台＋余裕） 

※ 予備を含む（今後，訓練等で見直しを行う。） 
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第２表 外部支援が受けられないことを想定した事故対応を行うための 

防護具，線量計及び食糧等の資機材(6/7) 

 

c．チェンジングエリア用資機材 

品名 保管数※8 考え方 
養生シート（床用） 2巻※1 

チェンジングエリ 
ア設営及び補修に 
必要な数量 

養生シート（壁用） 12巻※2 
テープ 20巻 
積層シート 6枚 
ゴミ箱 7個 
ポリ袋 100枚 
ウエス 2箱 
ウェットティッシュ 50個 
はさみ 3丁 
カッター 3本 
マジック 3本 
バリア 8個※3 
フェンス 12枚※4 
ヘルメット掛け 2台 
棚 2台 
除染エリア用ハウス 1式※5 
簡易シャワー 1台※6 
ポリタンク 1台※7 
トレイ 1個 
バケツ 2個 
可搬型空気浄化設備 1台（予備 1台） 

可搬型空気浄化設備用ダクト 1式 

乾電池内蔵型照明 4台（予備 1台） 
※１ 仕様 1,800mm×50m／巻 

※２ 仕様 2,100mm×25m／巻 

※３ 仕様 900mm×240mm×235mm／個（アルミ製） 

※４ 仕様 1,200mm×900mm×25mm／枚（アルミ製） 

※５ 仕様 1,100mm×1,100mm×1,950mm／式（折りたたみ式，布製） 

※６ 仕様 タンク容量 7.5 リットル（手動ポンプ式） 

※７ 仕様 タンク容量 20 リットル（ポリタンク） 

※８ 予備を含む（今後，訓練等で見直しを行う。） 
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第２表 外部支援が受けられないことを想定した事故対応を行うための 

防護具，線量計及び食糧等の資機材(7/7) 

d．食糧等 

品名 保管数※ 考え方 

食糧 147食 7 名（2 号炉運転員）×7 日×3 食 

飲料水（1.5 ﾘｯﾄﾙ） 98本 7 名（2 号炉運転員）×7 日×2 本 

簡易トイレ 30個 
7 名（2 号炉運転員）×（3回／10時間（放射性雲通過中））＋余裕

＝30 個 

ヨウ素剤 56錠 7名（2号炉運転員）×（初日2錠＋2日目以降1錠／1日×6日）＝56錠 

※ 予備を含む（今後，訓練等で見直しを行う。）

e．その他資機材 

品名 保管数※ 考え方 

酸素濃度計 2台 
1 台（故障時及び保守点検による待機除外時のバックアップ用として 

予備 1 台を保有する。） 

二酸化炭素濃度計 2台 
1 台（故障時及び保守点検による待機除外時のバックアップ用として 

予備 1 台を保有する。） 

可搬型照明（SA） 10個 2 号炉運転員 7 名分＋予備 3 個 

可搬型照明（ヘッドライト） 10個 2 号炉運転員 7 名分＋予備 3 個 

可搬型照明（ランタン） 4個 発電課長 1 個＋発電副長 1 個＋運転員 1 個＋予備 1 

可搬型照明（懐中電灯） 10個 2 号炉運転員 7 名分＋予備 3 個 

※ 予備を含む（今後，訓練等で見直しを行う。） 
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第３表 通信連絡設備の確保 

※1 重大事故等対処設備 

※2 中央制御室の機能喪失時は，緊急時対策建屋に保管している携行型通話装置及び中継用ケーブルを使用し，緊急時対策 

所から現場（屋内）までケーブルを直引きして通信連絡を行う。 

通信種別 主要設備 通信連絡の場所 

発電所内 

携行型通話装置※1 ・中央制御室－現場（屋内） 

携行型通話装置（中継用ケーブルドラム含む。） ・緊急時対策所－現場（屋内）※2 

送受話器（ページング） 

（警報装置を含む。） 
ハンドセット・スピーカ 

・緊急時対策所－中央制御室 

・緊急時対策所－現場（屋外） 

・緊急時対策所－現場（屋内） 

・中央制御室－現場（屋内） 

・中央制御室－現場（屋外） 

・現場（屋外）－現場（屋外） 

移動無線設備 
移動無線設備（固定型） 

・緊急時対策所－現場（屋外） 
移動無線設備（車載型） 

無線連絡設備 

無線連絡設備（固定型）※1 ・緊急時対策所－中央制御室 

・緊急時対策所－現場（屋外） 

・中央制御室－現場（屋外） 

・現場（屋外）－現場（屋外） 無線連絡設備（携帯型）※1 

発電所内外 

電力保安通信用 

電話設備 

固定電話機 

・緊急時対策所－中央制御室 

・緊急時対策所－現場（屋内） 

・中央制御室－現場（屋内） 

PHS 端末 

・緊急時対策所－中央制御室 

・緊急時対策所－現場（屋外） 

・緊急時対策所－現場（屋内） 

・中央制御室－現場（屋内） 

・中央制御室－現場（屋外） 

・現場（屋外）－現場（屋外） 

FAX ・緊急時対策所－中央制御室 

衛星電話設備 
衛星電話設備（固定型）※1 ・緊急時対策所－中央制御室 

・緊急時対策所－現場（屋外） 
衛星電話設備（携帯型）※1 

安全パラメータ表示 

システム（SPDS） 

データ収集装置※1 ・プロセス計算機室 

SPDS 伝送装置※1 ・緊急時対策所 

SPDS 表示装置※1 ・緊急時対策所 

発電所外 

統合原子力防災ネットワーク 

を用いた通信連絡設備 

テレビ会議システム※1 

（有線系，衛星系） 

・緊急時対策所－発電所外 

IP 電話※1 

（有線系，衛星系） 

IP-FAX※1 

（有線系，衛星系） 

局線加入電話設備 

加入電話機 

加入 FAX 

電力保安通信用電話設備 衛星保安電話（固定型） 

社内テレビ会議システム 

専用電話設備 
専用電話設備（地方公共団体向ホ 

ットライン） 

データ伝送設備 SPDS 伝送装置※1 
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第４表 大規模損壊に特化した手順に使用する資機材 

品目 保管場所 保管数※１ 規定類※２ 

冶具 

第２保管エリア １個 

重大事故等対応要領書 第３保管エリア １個 

第４保管エリア １個 

※1 今後，訓練等で見直しを行う。 

※2 記載する社内規定類については今後の運用を踏まえた検討により変更となる

可能性がある。 
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重大事故等対処設備の固縛解除の運用について 
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重大事故等対処設備の固縛解除の運用について 

 

 

屋外保管の重大事故等対処設備を事故時に使用する場合の固縛解除の運用につい

て整理する。 

 

１． 固縛理由 

（１）竜巻発生時の浮き上がり及び横滑り防止 

（２）地震発生時の転倒及び落下等の防止 

 

２． 使用時の運用 

屋外保管の固縛を実施している重大事故等対処設備を重大事故等発生時に使

用する場合は，アクセスルートを選定し使用する設備を決定後，使用する設備

の固縛解除を行う。 

基本的には使用しない設備の固縛解除は行わない。但し，発電所の状況とし

て，重大事故等を収束させる観点から，異なるアクセスルートを用いて同時に

複数の重大事故等対処設備を運ぶことが適切である場合には，固縛解除も可能

とする。 

 

３． 保安規定への反映 

上記の運用については，アクセスルートの選定から重大事故等対処設備を設

置するまでの一連の活動の中のひとつであり，具体的な実施内容となることか

ら保安規定に記載せず，下部規程（品質マネジメント文書）に記載する。な

お，アクセスルートの確保等については，保安規定（添付１－３）に定めるこ

ととしている。 

 

以上 
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添付資料 

 

重大事故等対処設備使用時の固縛解除対象設備 

№ 設備名称 配置場所 

1 

電源車 第２保管エリア 

第３保管エリア 

第４保管エリア 

2 
小型船舶 第１保管エリア 

第４保管エリア 

3 

タンクローリ 第２保管エリア 

第３保管エリア 

第４保管エリア 

4 

大容量送水ポンプ（タイプⅠ） 第１保管エリア 

第２保管エリア 

第３保管エリア 

第４保管エリア 

5 

大容量送水ポンプ（タイプⅡ） 第１保管エリア 

第２保管エリア 

第４保管エリア 

6 

原子炉補機代替冷却水系熱交換器ユニット 第１保管エリア 

第３保管エリア 

第４保管エリア 

7 
可搬型窒素ガス供給装置 第１保管エリア 

第４保管エリア 

8 電源車（緊急時対策所用） 緊急時対策建屋 

9 

ホース延長回収車 第２保管エリア 

第３保管エリア 

第４保管エリア 

10 

取水用ホース 第１保管エリア 

第２保管エリア 

第３保管エリア 

第４保管エリア 

11 

送水用ホース 第１保管エリア 

第２保管エリア 

第３保管エリア 

第４保管エリア 

12 

送水用ヘッダ 第２保管エリア 

第３保管エリア 

第４保管エリア 

13 

耐熱ホース 第１保管エリア 

第３保管エリア 

第４保管エリア 
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14 
ブルドーザ 第１保管エリア 

第４保管エリア 

15 
バックホウ 第１保管エリア 

第４保管エリア 

16 

注水用ヘッダ 第２保管エリア 

第３保管エリア 

第４保管エリア 

17 
放水砲 第１保管エリア 

第４保管エリア 

18 
泡消火薬剤混合装置 第１保管エリア 

第４保管エリア 

19 
シルトフェンス 第１保管エリア 

第４保管エリア 
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【
技
術
的
能
力

1.
2】

対
応
資
機
材
一
覧
表

分
類
 

対
応
手
段
 

手
順
書

 
対
処
設
備
／
資
機
材
 

サ
ポ

ー
ト

系

故
障
時

 

原
子

炉
隔

離
時

冷
却

系
の

現
場

操
作

に
よ

る
発

電

用
原
子
炉
の
冷
却
 

・
非
常
時
操
作
手
順
書
（
徴
候
ベ
ー
ス
）「

水
位
確
保
」
等

 

・
非
常
時
操
作
手
順
書
（
設
備
別
）「

原
子
炉
隔
離
時
冷
却

系
ポ
ン
プ
に
よ
る
原
子
炉
注
水
（
現
場
）」

 

自
主
対
策
設
備

 
・
排
水
ポ
ン
プ
 

・
排
水
ホ
ー
ス
 

・
仮
設
発
電
機
 

サ
ポ

ー
ト

系

故
障
時

 

代
替

交
流

電
源

設
備

に
よ

る
原

子
炉

隔
離

時
冷

却

系
へ
の
給
電
 

・
非
常
時
操
作
手
順
書
（
徴
候
ベ
ー
ス
）「

電
源
回
復
」

 

・
非
常
時
操
作
手
順
書
（
設
備
別
）「

M/
C 

C（
D
)母

線
受

電
」
等
 

・
重
大
事
故
等
対
応
要
領
書
「

M/
C 
C（

D）
母
線
受
電
」
 

重
大

事
故

等
対

処
設
備
 

・
常
設
代
替
交
流
電
源
設
備

 ※
1  

・
可
搬
型
代
替
交
流
電
源
設
備

※
1  

サ
ポ

ー
ト

系

故
障
時

 

可
搬

型
代

替
直

流
電

源
設

備
に

よ
る

原
子

炉
隔

離

時
冷
却
系
へ
の
給
電
 

・
非
常
時
操
作
手
順
書
（
徴
候
ベ
ー
ス
）「

電
源
回
復
」

 

・
非
常
時
操
作
手
順
書
（
設
備
別
）「

12
5V
 
代
替
蓄
電
池

に
よ
る

1
25
V 

直
流
主
母
線
盤

2
A-
1（

2B
-1
)へ

の
給

電
」
 

・
重
大
事
故
等
対
応
要
領
書
「
電
源
車
に
よ
る

1
25
V 

代

替
充
電
器
及
び

 
2
50
V
 
充
電
器
へ
の
給
電
（

G 
母
線
接

続
）」

 

重
大

事
故

等
対

処
設
備
 

・
可
搬
型
代
替
直
流
電
源
設
備

※
1  

サ
ポ

ー
ト

系

故
障
時

 

１
２

５
Ｖ

代
替

充
電

器
用

電
源

車
接

続
設

備
に

よ

る
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
へ
の
給
電

 

・
非
常
時
操
作
手
順
書
（
徴
候
ベ
ー
ス
）「

電
源
回
復
」

 

・
非
常
時
操
作
手
順
書
（
設
備
別
）「

12
5V
 
代
替
蓄
電
池

に
よ
る

1
25
V 
直
流
主
母

 線
盤

2
A-
1（

2
B-
1）

へ
の
給

電
」
 

・
重
大
事
故
等
対
応
要
領
書
「
電
源
車
に
よ
る

1
25
V 

代

替
充
電
器
へ
の
給
電
（
1
25
V 
代
替
直
流
電
源
切
替
盤
接

続
）」

 

自
主
対
策
設
備

 
・

12
5V
 代

替
充
電
器
用
電
源
車
接
続
設
備

※
1  

監
視

及
び

制

御
 

高
圧

代
替

注
水

系
の

現
場

操
作

に
よ

る
発

電
用

原

子
炉
の
冷
却
 

・
非
常
時
操
作
手
順
書
（
徴
候
ベ
ー
ス
）「

水
位
確
保
」
等

 

・
非
常
時
操
作
手
順
書
（
設
備
別
）「

高
圧
代
替
注
水
系
ポ

ン
プ
に
よ
る
原
子
炉
注
水
（
現
場
）」

 

重
大

事
故

等
対

処
設
備
 

・
可
搬
型
計
測
器
 

監
視

及
び

制
原

子
炉

隔
離

時
冷

却
系

の
現

場
操

作
に

よ
る

発
電

・
非
常
時
操
作
手
順
書
（
徴
候
ベ
ー
ス
）「

水
位
確
保
」
等

 
重

大
事

故
等

対
・
可
搬
型
計
測
器
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【
技
術
的
能
力

1.
2】

対
応
資
機
材
一
覧
表

 

分
類
 

対
応
手
段
 

手
順
書

 
対
処
設
備
／
資
機
材
 

御
 

用
原
子
炉
の
冷
却
 

・
非
常
時
操
作
手
順
書
（
設
備
別
）「

原
子
炉
隔
離
時
冷
却

系
ポ
ン
プ
に
よ
る
原
子
炉
注
水
（
現
場
）」

 

処
設
備
 

重
大

事
故

等

の
進
展
抑
制

 

ほ
う
酸
水
注
入
系
に
よ
る
進
展
抑
制
（
ほ
う
酸
水
注

入
）
 

・
非
常
時
操
作
手
順
書
（
徴
候
ベ
ー
ス
）「

水
位
確
保
」
等

 

・
非
常
時
操
作
手
順
書
（
設
備
別
）「

ほ
う
酸
水
注
入
系
ポ

ン
プ
に
よ
る
ほ
う
酸
水
注
入
」

 

・
非
常
時
操
作
手
順
書
（
設
備
別
）「

ほ
う
酸
水
注
入
系
ポ

ン
プ
に
よ
る
原
子
炉
注
水
」

 

重
大

事
故

等
対

処
設
備
 

・
常
設
代
替
交
流
電
源
設
備

 ※
1  

・
可
搬
型
代
替
交
流
電
源
設
備

※
1  

重
大

事
故

等

の
進
展
抑
制

 

ほ
う
酸
水
注
入
系
に
よ
る
進
展
抑
制
（
注
水
）

 
・
非
常
時
操
作
手
順
書
（
徴
候
ベ
ー
ス
）「

水
位
確
保
」
等

 

・
非
常
時
操
作
手
順
書
（
設
備
別
）「

ほ
う
酸
水
注
入
系
ポ

ン
プ
に
よ
る
ほ
う
酸
水
注
入
」

 

・
非
常
時
操
作
手
順
書
（
設
備
別
）「

ほ
う
酸
水
注
入
系
ポ

ン
プ
に
よ
る
原
子
炉
注
水
」

 

自
主
対
策
設
備

 
・
常
設
代
替
交
流
電
源
設
備

 ※
1  

・
可
搬
型
代
替
交
流
電
源
設
備

※
1  

重
大

事
故

等

の
進
展
抑
制

 

制
御
棒
駆
動
水
圧
系
に
よ
る
進
展
抑
制

 
・
非
常
時
操
作
手
順
書
（
徴
候
ベ
ー
ス
）「

水
位
確
保
」

 

・
非
常
時
操
作
手
順
書
（
設
備
別
）「

制
御
棒
駆
動
水
ポ
ン

プ
に
よ
る
原
子
炉
注
水
」

 

自
主
対
策
設
備

 
・
常
設
代
替
交
流
電
源
設
備

※
1  

※
1：

手
順
は
「
1
.1
4 
電
源
の
確
保
に
関
す
る
手
順
等
」
に
て
整
備
す
る
。
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【
技
術
的
能
力

1.
3】

対
応
資
機
材
一
覧
表

分
類
 

対
応
手
段
 

手
順
書

 
対
処
設
備
／
資
機
材
 

フ
ロ

ン
ト

ラ

イ
ン

系
故

障

時
 

手
動
操
作
に
よ
る
減
圧

 （
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
） 

・
非
常
時
操
作
手
順
書
（
徴
候
ベ
ー
ス
）「

減
圧
冷
却
」
等

 

・
非
常
時
操
作
手
順
書
（
シ
ビ
ア
ア
ク
シ
デ
ン
ト
）「

注
水

ス
ト
ラ
テ
ジ

-１
」
 

・
非
常
時
操
作
手
順
書
（
設
備
別
）「

手
動
に
よ
る
原
子
炉

減
圧
」
 

重
大

事
故

等
対

処
設
備
 

・
可
搬
型
代
替
直
流
電
源
設
備

※
1  

・
常
設
代
替
交
流
電
源
設
備

※
1  

・
可
搬
型
代
替
交
流
電
源
設
備

※
1  

サ
ポ

ー
ト

系

故
障
時

 

可
搬

型
代

替
直

流
電

源
設

備
に

よ
る

主
蒸

気
逃

が

し
安
全
弁
機
能
回
復
 

・
非
常
時
操
作
手
順
書
（
徴
候
ベ
ー
ス
）「

急
速
減
圧
」
等

 

・
非
常
時
操
作
手
順
書
（
設
備
別
）「

手
動
に
よ
る
原
子
炉

減
圧
」
 

・
重
大
事
故
等
対
応
要
領
書
「
電
源
車
に
よ
る

1
25
V
代
替

充
電
器
へ
の
給
電
（
G
母
線
接
続
）」

 

重
大

事
故

等
対

処
設
備
 

・
可
搬
型
代
替
直
流
電
源
設
備

※
1  

サ
ポ

ー
ト

系

故
障
時

 

主
蒸

気
逃

が
し

安
全

弁
用

可
搬

型
蓄

電
池

に
よ

る

主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
機
能
回
復

 

・
非
常
時
操
作
手
順
書
（
徴
候
ベ
ー
ス
）「

急
速
減
圧
」
等

 

・
非
常
時
操
作
手
順
書
（
設
備
別
）「

主
蒸
気
逃
が
し
安
全

弁
用
可
搬
型
蓄
電
池
に
よ
る
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
開

放
」
 

重
大

事
故

等
対

処
設
備
 

・
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
用
可
搬
型
蓄
電
池

 

サ
ポ

ー
ト

系

故
障
時

 

高
圧

窒
素

ガ
ス

供
給

系
(
非

常
用

)
に

よ
る

窒
素

確

保
 

・
非
常
時
操
作
手
順
書
（
設
備
別
）「

高
圧
窒
素
ガ
ス
供
給

系
（
非
常
用
）
に
よ
る
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
作
動
窒

素
ガ
ス
確
保
」
 

重
大

事
故

等
対

処
設
備
 

・
常
設
代
替
交
流
電
源
設
備

※
1  

・
可
搬
型
代
替
交
流
電
源
設
備

※
1  

サ
ポ

ー
ト

系

故
障
時

 

代
替
高
圧
窒
素
ガ
ス
供
給
系
に
よ
る
原
子
炉
減
圧

 
・
非
常
時
操
作
手
順
書
（
設
備
別
）「

代
替
高
圧
窒
素
ガ
ス

供
給
系
に
よ
る
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
開
放
」

 

重
大

事
故

等
対

処
設
備
 

・
ホ
ー
ス
 

・
常
設
代
替
交
流
電
源
設
備

※
1  

・
可
搬
型
代
替
交
流
電
源
設
備

※
1  

サ
ポ

ー
ト

系

故
障
時

 

代
替

高
圧

窒
素

ガ
ス

供
給

系
に

よ
る

主
蒸

気
逃

が

し
安
全
弁
の
背
圧
対
策
 

・
非
常
時
操
作
手
順
書
（
シ
ビ
ア
ア
ク
シ
デ
ン
ト
）「

注
水

ス
ト
ラ
テ
ジ

-１
」
 

・
非
常
時
操
作
手
順
書
（
設
備
別
）「

代
替
高
圧
窒
素
ガ
ス

供
給
系
に
よ
る
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
開
放
」

 

重
大

事
故

等
対

処
設
備
 

・
ホ
ー
ス
 

・
常
設
代
替
交
流
電
源
設
備

※
1  

・
可
搬
型
代
替
交
流
電
源
設
備

※
1  

サ
ポ

ー
ト

系
代
替
直
流
電
源
設
備
に
よ
る
復
旧

 
・
非
常
時
操
作
手
順
書
（
徴
候
ベ
ー
ス
）「

電
源
回
復
」

 
重

大
事

故
等

対
・
可
搬
型
代
替
直
流
電
源
設
備

※
1  
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【
技
術
的
能
力

1.
3】

対
応
資
機
材
一
覧
表

分
類
 

対
応
手
段
 

手
順
書

 
対
処
設
備
／
資
機
材
 

故
障
時

 
・
非
常
時
操
作
手
順
書
（
設
備
別
）「

12
5V

代
替
蓄
電
池
に

よ
る

1
25
V
直
流
主
母
線
盤

2A
-1
(2
B
-1
)へ

の
給
電
」
 

・
重
大
事
故
等
対
応
要
領
書
「
電
源
車
に
よ
る

1
25
V
代
替

充
電
器
及
び

2
50
V
充
電
器
へ
の
給
電
（

G
母
線
接
続
）
」 

処
設
備
 

サ
ポ

ー
ト

系

故
障
時

 

代
替
直
流
電
源
設
備
に
よ
る
復
旧

 
・
非
常
時
操
作
手
順
書
（
徴
候
ベ
ー
ス
）「

電
源
回
復
」

 

・
非
常
時
操
作
手
順
書
（
設
備
別
）「

12
5V

代
替
蓄
電
池
に

よ
る

1
25
V
直
流
主
母
線
盤

2A
-1
(2
B
-1
)へ

の
給
電
」
 

・
重
大
事
故
等
対
応
要
領
書
「
電
源
車
に
よ
る

1
25
V
代
替

充
電

器
へ

の
給

電
（

12
5V

代
替

直
流

電
源

切
替

盤
接

続
）」

 

自
主
対
策
設
備

 
・

12
5V

代
替
充
電
器
用
電
源
車
接
続
設
備

※
1  

サ
ポ

ー
ト

系

故
障
時

 

代
替
交
流
電
源
設
備
に
よ
る
復
旧

 
・
非
常
時
操
作
手
順
書
（
徴
候
ベ
ー
ス
）「

電
源
回
復
」

 

・
非
常
時
操
作
手
順
書
（
設
備
別
）
｢
M
/C
 C
(
D)
母
線
受
電
｣ 

・
重
大
事
故
等
対
応
要
領
書
｢M

/C
 C
(
D)
母
線
受
電
」
 

重
大

事
故

等
対

処
設
備
 

・
常
設
代
替
交
流
電
源
設
備

※
1  

・
可
搬
型
代
替
交
流
電
源
設
備

※
1  

※
1：

手
順
は
「
1
.1
4 
電
源
の
確
保
に
関
す
る
手
順
等
」
に
て
整
備
す
る
。
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【
技
術
的
能
力

1.
4】

対
応
資
機
材
一
覧
表

 

分
類
 

対
応
手
段
 

手
順
書

 
対
処
設
備
／
資
機
材
 

フ
ロ

ン
ト

ラ

イ
ン
系
故
障

 

低
圧

代
替

注
水

系
(
常

設
)
(
復

水
移

送
ポ

ン
プ

)
に

よ
る
発
電
用
原
子
炉
の
冷
却
 

・
非
常
時
操
作
手
順
書
（
徴
候
ベ
ー
ス
）「

水
位
確
保
」
等
 

・
非
常
時
操
作
手
順
書
（
設
備
別
）「

復
水
移
送
ポ
ン
プ
に

よ
る
原
子
炉
注
水
」
 

重
大

事
故

等
対

処
設
備
 

・
常
設
代
替
交
流
電
源
設
備

※
1  

・
可
搬
型
代
替
交
流
電
源
設
備

※
1  

フ
ロ

ン
ト

ラ

イ
ン
系
故
障

 

低
圧
代
替
注
水
系

(
常
設

)
(
直
流
駆
動
低
圧
注
水
系

ポ
ン
プ

)に
よ
る
発
電
用
原
子
炉
の
冷
却

 

・
非
常
時
操
作
手
順
書
（
徴
候
ベ
ー
ス
）「

水
位
確
保
」
等
 

・
非
常
時
操
作
手
順
書
（
設
備
別
）「

直
流
駆
動
低
圧
注
水

系
ポ
ン
プ
に
よ
る
原
子
炉
注
水
」

 

重
大

事
故

等
対

処
設
備
 

・
常
設
代
替
交
流
電
源
設
備

※
1  

・
可
搬
型
代
替
交
流
電
源
設
備

※
1  

フ
ロ

ン
ト

ラ

イ
ン
系
故
障

 

低
圧

代
替

注
水

系
(
可

搬
型

)
に

よ
る

発
電

用
原

子

炉
の
冷
却
 

・
非
常
時
操
作
手
順
書
（
徴
候
ベ
ー
ス
）「

水
位
確
保
」
等
 

・
重
大
事
故
等
対
応
要
領
書
「
大
容
量
送
水
ポ
ン
プ
（
タ

イ
プ
Ⅰ
）
に
よ
る
原
子
炉
注
水
」「

大
容
量
送
水
ポ
ン
プ

に
よ
る
送
水
」

※
2  

重
大

事
故

等
対

処
設
備
 

・
大
容
量
送
水
ポ
ン
プ
（
タ
イ
プ
Ⅰ
）

※
2  

・
ホ
ー
ス
延
長
回
収
車

※
2  

・
ホ
ー
ス
・
注
水
用
ヘ
ッ
ダ
・
接
続
口

※
2  

・
常
設
代
替
交
流
電
源
設
備

※
1  

・
可
搬
型
代
替
交
流
電
源
設
備

※
1  

・
燃
料
補
給
設
備

※
1  

フ
ロ

ン
ト

ラ

イ
ン
系
故
障

 

代
替
循
環
冷
却
系
に
よ
る
発
電
用
原
子
炉
の
冷
却

 
・
非
常
時
操
作
手
順
書
（
徴
候
ベ
ー
ス
）「

水
位
確
保
」
等
 

・
非
常
時
操
作
手
順
書
（
設
備
別
）「

代
替
循
環
冷
却
ポ
ン

プ
に
よ
る
原
子
炉
注
水
」

 

自
主
対
策
設
備

 
・
原
子
炉
補
機
代
替
冷
却
水
系

※
3  

・
常
設
代
替
交
流
電
源
設
備

※
1  

フ
ロ

ン
ト

ラ

イ
ン
系
故
障

 

ろ
過
水
ポ
ン
プ
に
よ
る
発
電
用
原
子
炉
の
冷
却

 
・
非
常
時
操
作
手
順
書
（
徴
候
ベ
ー
ス
）「

水
位
確
保
」
等
 

・
非
常
時
操
作
手
順
書
（
設
備
別
）「

ろ
過
水
ポ
ン
プ
に
よ

る
原
子
炉
注
水
」
 

自
主
対
策
設
備

 
・
常
設
代
替
交
流
電
源
設
備

※
1  

サ
ポ

ー
ト

系

故
障
時

 

常
設

代
替

交
流

電
源

設
備

に
よ

る
残

留
熱

除
去

系

(
低
圧
注
水
モ
ー
ド
)の

復
旧
 

・
非
常
時
操
作
手
順
書
（
徴
候
ベ
ー
ス
）「

水
位
確
保
」
等
 

・
非
常
時
操
作
手
順
書
（
設
備
別
）「

残
留
熱
除
去
系
ポ
ン

プ
に
よ
る
原
子
炉
注
水
」

 

重
大

事
故

等
対

処
設
備
 

・
原
子
炉
補
機
代
替
冷
却
水
系

※
3  

・
常
設
代
替
交
流
電
源
設
備

※
1  

サ
ポ

ー
ト

系

故
障
時

 

常
設

代
替

交
流

電
源

設
備

に
よ

る
低

圧
炉

心
ス

プ

レ
イ
系
の
復
旧
 

・
非
常
時
操
作
手
順
書
（
徴
候
ベ
ー
ス
）「

水
位
確
保
」
等
 

・
非
常
時
操
作
手
順
書
（
設
備
別
）「

低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ

系
ポ
ン
プ
に
よ
る
原
子
炉
注
水
」

 

重
大

事
故

等
対

処
設
備
 

・
原
子
炉
補
機
代
替
冷
却
水
系

※
3  

・
常
設
代
替
交
流
電
源
設
備

※
1  

溶
融

炉
心

が
低

圧
代

替
注

水
系

(
常

設
)
(
復

水
移

送
ポ

ン
プ

)
に

・
非
常
時
操
作
手
順
書
（
シ
ビ
ア
ア
ク
シ
デ
ン
ト
）「

注
水

重
大

事
故

等
対

・
常
設
代
替
交
流
電
源
設
備

※
1  
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【
技
術
的
能
力

1.
4】

対
応
資
機
材
一
覧
表

 

分
類
 

対
応
手
段
 

手
順
書

 
対
処
設
備
／
資
機
材
 

原
子

炉
圧

力

容
器

内
に

残

存
す
る
場
合

 

よ
る
残
存
溶
融
炉
心
の
冷
却
 

ス
ト
ラ
テ
ジ

-4
」
 

・
非
常
時
操
作
手
順
書
（
設
備
別
）「

復
水
移
送
ポ
ン
プ
に

よ
る
原
子
炉
注
水
」
 

処
設
備
 

溶
融

炉
心

が

原
子

炉
圧

力

容
器

内
に

残

存
す
る
場
合

 

低
圧

代
替

注
水

系
(
可

搬
型

)
に

よ
る

残
存

溶
融

炉

心
の
冷
却
 

・
非
常
時
操
作
手
順
書
（
シ
ビ
ア
ア
ク
シ
デ
ン
ト
）「

注
水

ス
ト
ラ
テ
ジ

-4
」
 

・
重
大
事
故
等
対
応
要
領
書
「
大
容
量
送
水
ポ
ン
プ
（
タ

イ
プ
Ⅰ
）
に
よ
る
原
子
炉
注
水
」「

大
容
量
送
水
ポ
ン
プ

に
よ
る
送
水
」

※
2  

重
大

事
故

等
対

処
設
備
 

・
大
容
量
送
水
ポ
ン
プ
（
タ
イ
プ
Ⅰ
）

※
2  

・
ホ
ー
ス
延
長
回
収
車

※
2  

・
ホ
ー
ス
・
注
水
用
ヘ
ッ
ダ
・
接
続
口

※
2  

・
常
設
代
替
交
流
電
源
設
備

※
1  

・
可
搬
型
代
替
交
流
電
源
設
備

※
1  

・
燃
料
補
給
設
備

※
1  

溶
融

炉
心

が

原
子

炉
圧

力

容
器

内
に

残

存
す
る
場
合

 

代
替
循
環
冷
却
系
に
よ
る
残
存
溶
融
炉
心
の
冷
却

 
・
非
常
時
操
作
手
順
書
（
シ
ビ
ア
ア
ク
シ
デ
ン
ト
）「

注
水

ス
ト
ラ
テ
ジ

-4
」
 

・
非
常
時
操
作
手
順
書
（
設
備
別
）「

代
替
循
環
冷
却
ポ
ン

プ
に
よ
る
原
子
炉
注
水
」

 

重
大

事
故

等
対

処
設
備
 

・
原
子
炉
補
機
代
替
冷
却
水
系

※
3  

・
常
設
代
替
交
流
電
源
設
備

※
1  

溶
融

炉
心

が

原
子

炉
圧

力

容
器

内
に

残

存
す
る
場
合

 

ろ
過
水
ポ
ン
プ
に
よ
る
残
存
溶
融
炉
心
の
冷
却

 
・
非
常
時
操
作
手
順
書
（
シ
ビ
ア
ア
ク
シ
デ
ン
ト
）「

注
水

ス
ト
ラ
テ
ジ

-4
」
 

・
非
常
時
操
作
手
順
書
（
設
備
別
）「

ろ
過
水
ポ
ン
プ
に
よ

る
原
子
炉
注
水
」
 

自
主
対
策
設
備

 
・
常
設
代
替
交
流
電
源
設
備

※
1  

フ
ロ

ン
ト

ラ

イ
ン
系
故
障

 

低
圧

代
替

注
水

系
(
常

設
)
(
復

水
移

送
ポ

ン
プ

)
に

よ
る
発
電
用
原
子
炉
の
冷
却
 

・
非
常
時
操
作
手
順
書
（
プ
ラ
ン
ト
停
止
中
）「

崩
壊
熱
除

去
機
能
喪
失
」
等
 

・
非
常
時
操
作
手
順
書
（
設
備
別
）「

復
水
移
送
ポ
ン
プ
に

よ
る
原
子
炉
注
水
」
 

重
大

事
故

等
対

処
設
備
 

・
常
設
代
替
交
流
電
源
設
備

※
1  

・
可
搬
型
代
替
交
流
電
源
設
備

※
1  

フ
ロ

ン
ト

ラ

イ
ン
系
故
障

 

低
圧

代
替

注
水

系
(
可

搬
型

)
に

よ
る

発
電

用
原

子

炉
の
冷
却
 

・
非
常
時
操
作
手
順
書
（
プ
ラ
ン
ト
停
止
中
）「

崩
壊
熱
除

去
機
能
喪
失
」
等
 

・
重
大
事
故
等
対
応
要
領
書
「
大
容
量
送
水
ポ
ン
プ
（
タ

イ
プ
Ⅰ
）
に
よ
る
原
子
炉
注
水
」「

大
容
量
送
水
ポ
ン
プ

重
大

事
故

等
対

処
設
備
 

・
大
容
量
送
水
ポ
ン
プ
（
タ
イ
プ
Ⅰ
）

※
2  

・
ホ
ー
ス
延
長
回
収
車

※
2  

・
ホ
ー
ス
・
注
水
用
ヘ
ッ
ダ
・
接
続
口

※
2  

・
常
設
代
替
交
流
電
源
設
備

※
1  
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【
技
術
的
能
力

1.
4】

対
応
資
機
材
一
覧
表

分
類
 

対
応
手
段
 

手
順
書

 
対
処
設
備
／
資
機
材
 

に
よ
る
送
水
」

※
2  

・
可
搬
型
代
替
交
流
電
源
設
備

※
1  

・
燃
料
補
給
設
備

※
1  

フ
ロ

ン
ト

ラ

イ
ン
系
故
障

 

代
替
循
環
冷
却
系
に
よ
る
発
電
用
原
子
炉
の
冷
却

 
・
非
常
時
操
作
手
順
書
（
プ
ラ
ン
ト
停
止
中
）「

崩
壊
熱
除

去
機
能
喪
失
」
等
 

・
非
常
時
操
作
手
順
書
（
設
備
別
）「

代
替
循
環
冷
却
ポ
ン

プ
に
よ
る
原
子
炉
注
水
」

 

自
主
対
策
設
備

 
・
原
子
炉
補
機
代
替
冷
却
水
系

※
3  

・
常
設
代
替
交
流
電
源
設
備

※
1  

フ
ロ

ン
ト

ラ

イ
ン
系
故
障

 

ろ
過
水
ポ
ン
プ
に
よ
る
発
電
用
原
子
炉
の
冷
却

 
・
非
常
時
操
作
手
順
書
（
プ
ラ
ン
ト
停
止
中
）「

崩
壊
熱
除

去
機
能
喪
失
」
等
 

・
非
常
時
操
作
手
順
書
（
設
備
別
）「

ろ
過
水
ポ
ン
プ
に
よ

る
原
子
炉
注
水
」
 

自
主
対
策
設
備

 
・
常
設
代
替
交
流
電
源
設
備

※
1  

フ
ロ

ン
ト

ラ

イ
ン
系
故
障

 

原
子

炉
冷

却
材

浄
化

系
に

よ
る

発
電

用
原

子
炉

か

ら
の
除
熱
 

・
非
常
時
操
作
手
順
書
（
プ
ラ
ン
ト
停
止
中
）「

崩
壊
熱
除

去
機
能
喪
失
」
 

・
非
常
時
操
作
手
順
書
（
設
備
別
）「

原
子
炉
冷
却
材
浄
化

系
に
よ
る
原
子
炉
除
熱
」

 

自
主
対
策
設
備

 
・
常
設
代
替
交
流
電
源
設
備

※
1  

サ
ポ

ー
ト

系

故
障
時

 

常
設

代
替

交
流

電
源

設
備

に
よ

る
残

留
熱

除
去

系

(
原
子
炉
停
止
時
冷
却
モ
ー
ド
)の

復
旧

 

・
非
常
時
操
作
手
順
書
（
プ
ラ
ン
ト
停
止
中
）「

崩
壊
熱
除

去
機
能
喪
失
」
等
 

・
非
常
時
操
作
手
順
書
（
設
備
別
）「

残
留
熱
除
去
系
ポ
ン

プ
に
よ
る
原
子
炉
停
止
時
冷
却
運
転
」

 

重
大

事
故

等
対

処
設
備
 

・
原
子
炉
補
機
代
替
冷
却
水
系

※
3  

・
常
設
代
替
交
流
電
源
設
備

※
1  

※
1：

手
順
は
「
1
.1
4 
電
源
の
確
保
に
関
す
る
手
順
等
」
に
て
整
備
す
る
。

 

※
2：

手
順
は
「
1
.1
3 
重
大
事
故
等
の
収
束
に
必
要
と
な
る
水
の
供
給
手
順
等
」
に
て
整
備
す
る
。

 

※
3：

手
順
は
「
1
.5
 最

終
ヒ
ー
ト
シ
ン
ク
へ
熱
を
輸
送
す
る
た
め
の
手
順
等
」
に
て
整
備
す
る
。
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【
技
術
的
能
力

1.
5】

対
応
資
機
材
一
覧
表

 

分
類
 

対
応
手
段
 

手
順
書

 
対
処
設
備
／
資
機
材
 

フ
ロ

ン
ト

ラ

イ
ン
系
故
障

 

原
子

炉
格

納
容

器
フ

ィ
ル

タ
ベ

ン
ト

系
に

よ
る

原

子
炉
格
納
容
器
内
の
減
圧
及
び
除
熱

(
現
場
操
作
含

む
。

) 

・
非
常
時
操
作
手
順
書
（
徴
候
ベ
ー
ス
）「

PC
V 
圧
力
制
御
」 

・
重
大
事
故
等
対
応
要
領
書
「
原
子
炉
格
納
容
器
フ
ィ
ル

タ
ベ
ン
ト
」，
「
大
容
量
送
水
ポ
ン
プ
に
よ
る
送
水
」

※
1  

自
主
対
策
設
備

 
・
薬
液
補
給
装
置
 

・
排
水
設
備
 

フ
ロ

ン
ト

ラ

イ
ン
系
故
障

 

耐
圧

強
化

ベ
ン

ト
系

に
よ

る
原

子
炉

格
納

容
器

内

の
減
圧
及
び
除
熱

(現
場
操
作
含
む
。

) 

・
非
常
時
操
作
手
順
書
（
徴
候
ベ
ー
ス
）「

PC
V 
圧
力
制
御
」 

・
重
大
事
故
等
対
応
要
領
書
「
耐
圧
強
化
ベ
ン
ト
」

 

重
大

事
故

等
対

処
設
備
 

・
常
設
代
替
交
流
電
源
設
備

※
2  

・
可
搬
型
代
替
交
流
電
源
設
備

※
2  

・
可
搬
型
代
替
直
流
電
源
設
備

※
2  

サ
ポ

ー
ト

系

故
障
時

 

原
子
炉
補
機
代
替
冷
却
水
系
に
よ
る
除
熱

 
・
非
常
時
操
作
手
順
書
（
徴
候
ベ
ー
ス
）「

S/
P 
温
度
制
御
」

等
 

・
重
大
事
故
等
対
応
要
領
書
「
原
子
炉
補
機
代
替
冷
却
水

系
に
よ
る
補
機
冷
却
水
確
保
」

 

重
大

事
故

等
対

処
設
備
 

・
熱
交
換
器
ユ
ニ
ッ
ト
 

・
大
容
量
送
水
ポ
ン
プ
（
タ
イ
プ
Ⅰ
）
 

・
ホ
ー
ス
延
長
回
収
車
 

・
ホ
ー
ス
・
除
熱
用
ヘ
ッ
ダ
・
接
続
口
 

・
常
設
代
替
交
流
電
源
設
備

※
2  

・
燃
料
補
給
設
備

※
2  

サ
ポ

ー
ト

系

故
障
時

 

大
容
量
送
水
ポ
ン
プ
（
タ
イ
プ
Ⅰ
）
に
よ
る
除
熱

 
・
非
常
時
操
作
手
順
書
（
徴
候
ベ
ー
ス
）「

S/
P 
温
度
制
御
」

等
 

・
重
大
事
故
等
対
応
要
領
書
「
大
容
量
送
水
ポ
ン
プ
（
タ

イ
プ
Ⅰ
）
に
よ
る
補
機
冷
却
水
確
保
」

 

自
主
対
策
設
備

 
・
大
容
量
送
水
ポ
ン
プ
（
タ
イ
プ
Ⅰ
）
 

・
ホ
ー
ス
延
長
回
収
車
 

・
ホ
ー
ス
・
除
熱
用
ヘ
ッ
ダ
・
接
続
口
 

・
常
設
代
替
交
流
電
源
設
備

※
2  

・
燃
料
補
給
設
備

※
2  

※
1：

手
順
は
「
1
.1
3 
重
大
事
故
等
の
収
束
に
必
要
と
な
る
水
の
供
給
手
順
等
」
に
て
整
備
す
る
。

 

※
2：

手
順
は
「
1
.1
4 
電
源
の
確
保
に
関
す
る
手
順
等
」
に
て
整
備
す
る
。
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【
技
術
的
能
力

1.
6】

対
応
資
機
材
一
覧
表

分
類
 

対
応
手
段
 

手
順
書

 
対
処
設
備
／
資
機
材
 

フ
ロ

ン
ト

ラ

イ
ン
系
故
障

 

原
子

炉
格

納
容

器
代

替
ス

プ
レ

イ
冷

却
系

(
常

設
)

に
よ
る
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
冷
却

 

・
非
常
時
操
作
手
順
書
（
徴
候
ベ
ー
ス
）「

PC
V 
圧
力
制
御
」

等
 

・
非
常
時
操
作
手
順
書
（
設
備
別
）「

復
水
移
送
ポ
ン
プ
に

よ
る
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
代
替
ス
プ
レ
イ
」

 

重
大

事
故

等
対

処
設
備
 

・
常
設
代
替
交
流
電
源
設
備

※
1  

・
可
搬
型
代
替
交
流
電
源
設
備

※
1  

フ
ロ

ン
ト

ラ

イ
ン
系
故
障

 

ろ
過

水
ポ

ン
プ

に
よ

る
原

子
炉

格
納

容
器

内
の

冷

却
 

・
非
常
時
操
作
手
順
書
（
徴
候
ベ
ー
ス
）「

PC
V 
圧
力
制
御
」

等
 

・
非
常
時
操
作
手
順
書
（
設
備
別
）「

ろ
過
水
ポ
ン
プ
に
よ

る
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
代
替
ス
プ
レ
イ
」「

ろ
過
水
ポ
ン
プ
に

よ
る
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
代
替
ス
プ
レ
イ
」

 

自
主
対
策
設
備

 
・
常
設
代
替
交
流
電
源
設
備

※
1  

フ
ロ

ン
ト

ラ

イ
ン
系
故
障

 

原
子

炉
格

納
容

器
代

替
ス

プ
レ

イ
冷

却
系

(
可

搬

型
)に

よ
る
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
冷
却

 

・
非
常
時
操
作
手
順
書
（
徴
候
ベ
ー
ス
）「

PC
V 
圧
力
制
御
」

等
 

・
重
大
事
故
等
対
応
要
領
書
「
大
容
量
送
水
ポ
ン
プ
（
タ

イ
プ
Ⅰ
）
に
よ
る
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
代
替
ス
プ
レ
イ
」「

大

容
量
送
水
ポ
ン
プ
に
よ
る
送
水
」
※

3 

重
大

事
故

等
対

処
設
備
 

・
大
容
量
送
水
ポ
ン
プ
（
タ
イ
プ
Ⅰ
）

※
2  

・
ホ
ー
ス
延
長
回
収
車

※
2  

・
ホ
ー
ス
・
注
水
用
ヘ
ッ
ダ
・
接
続
口

※
2  

・
常
設
代
替
交
流
電
源
設
備

※
1  

・
可
搬
型
代
替
交
流
電
源
設
備

※
1  

・
燃
料
補
給
設
備

※
1  

サ
ポ

ー
ト

系

故
障
時

 

常
設

代
替

交
流

電
源

設
備

に
よ

る
残

留
熱

除
去

系

(
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
冷
却
モ
ー
ド

)
の
復
旧
 

・
非
常
時
操
作
手
順
書
（
徴
候
ベ
ー
ス
）「

PC
V 
圧
力
制
御
」

等
 

・
非
常
時
操
作
手
順
書
（
設
備
別
）「

残
留
熱
除
去
系
ポ
ン

プ
に
よ
る
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
」

 

重
大

事
故

等
対

処
設
備
 

・
原
子
炉
補
機
代
替
冷
却
水
系

※
3  

・
常
設
代
替
交
流
電
源
設
備

※
1  

サ
ポ

ー
ト

系

故
障
時

 

常
設

代
替

交
流

電
源

設
備

に
よ

る
残

留
熱

除
去

系

(
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

プ
ー

ル
水

冷
却

モ
ー

ド
)
の

復

旧
 

・
非
常
時
操
作
手
順
書
（
徴
候
ベ
ー
ス
）「

S/
P 
温
度
制
御
」

等
 

・
非
常
時
操
作
手
順
書
（
設
備
別
）「

残
留
熱
除
去
系
ポ
ン

プ
に
よ
る
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
プ
ー

 

ル
水
冷
却
」
 

重
大

事
故

等
対

処
設
備
 

・
原
子
炉
補
機
代
替
冷
却
水
系

※
3  

・
常
設
代
替
交
流
電
源
設
備

※
1  

フ
ロ

ン
ト

ラ
原

子
炉

格
納

容
器

代
替

ス
プ

レ
イ

冷
却

系
(
常

設
)

・
非
常
時
操
作
手
順
書
（
シ
ビ
ア
ア
ク
シ
デ
ン
ト
）

 
重

大
事

故
等

対
・
常
設
代
替
交
流
電
源
設
備

※
1  
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【
技
術
的
能
力

1.
6】

対
応
資
機
材
一
覧
表

 

分
類
 

対
応
手
段
 

手
順
書

 
対
処
設
備
／
資
機
材
 

イ
ン
系
故
障

 
に
よ
る
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
冷
却

 
「
除
熱
ス
ト
ラ
テ
ジ

-1
」
等

 

・
非
常
時
操
作
手
順
書
（
設
備
別
）「

復
水
移
送
ポ
ン
プ
に

よ
る
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
代
替
ス
プ
レ
イ
」

 

処
設
備
 

・
可
搬
型
代
替
交
流
電
源
設
備

※
1  

フ
ロ

ン
ト

ラ

イ
ン
系
故
障

 

ろ
過

水
ポ

ン
プ

に
よ

る
原

子
炉

格
納

容
器

内
の

冷

却
 

・
非
常
時
操
作
手
順
書
（
シ
ビ
ア
ア
ク
シ
デ
ン
ト
）「

除
熱

ス
ト
ラ
テ
ジ

-1
」「

除
熱
ス
ト
ラ
テ
ジ

-2
」
 

・
非
常
時
操
作
手
順
書
（
設
備
別
）「

ろ
過
水
ポ
ン
プ
に
よ

る
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
代
替
ス
プ
レ
イ
」

 

自
主
対
策
設
備

 
・
常
設
代
替
交
流
電
源
設
備

※
1  

フ
ロ

ン
ト

ラ

イ
ン
系
故
障

 

原
子

炉
格

納
容

器
代

替
ス

プ
レ

イ
冷

却
系

(
可

搬

型
)に

よ
る
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
冷
却

 

・
非
常
時
操
作
手
順
書
（
シ
ビ
ア
ア
ク
シ
デ
ン
ト
）「

除
熱

ス
ト
ラ
テ
ジ

-1
」「

除
熱
ス
ト
ラ
テ
ジ

-2
」
 

・
重
大
事
故
等
対
応
要
領
書
「
大
容
量
送
水
ポ
ン
プ
（
タ

イ
プ
Ⅰ
）
に
よ
る
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
代
替
ス
プ
レ
イ
」「

大

容
量
送
水
ポ
ン
プ
に
よ
る
送
水
」

※
4  

重
大

事
故

等
対

処
設
備
 

・
大
容
量
送
水
ポ
ン
プ
（
タ
イ
プ
Ⅰ
）

※
2  

・
ホ
ー
ス
延
長
回
収
車

※
2  

・
ホ
ー
ス
・
注
水
用
ヘ
ッ
ダ
・
接
続
口

※
2  

・
常
設
代
替
交
流
電
源
設
備

※
1  

・
可
搬
型
代
替
交
流
電
源
設
備

※
1 

・
燃
料
補
給
設
備

※
1  

フ
ロ

ン
ト

ラ

イ
ン
系
故
障

 

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

冷
却

系
に

よ
る

原
子

炉
格

納
容

器

内
の
除
熱
 

・
非
常
時
操
作
手
順
書
（
シ
ビ
ア
ア
ク
シ
デ
ン
ト
）「

除
熱

ス
ト
ラ
テ
ジ

-1
」「

除
熱
ス
ト
ラ
テ
ジ

-2
」
 

・
非
常
時
操
作
手
順
書
（
設
備
別
）「

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
冷
却

系
に
よ
る
格
納
容
器
除
熱
」

 

自
主
対
策
設
備

 
・
常
設
代
替
交
流
電
源
設
備

※
1  

サ
ポ

ー
ト

系

故
障
時

 

常
設

代
替

交
流

電
源

設
備

に
よ

る
残

留
熱

除
去

系

(
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
冷
却
モ
ー
ド

)
の
復
旧
 

・
非
常
時
操
作
手
順
書
（
シ
ビ
ア
ア
ク
シ
デ
ン
ト
）「

除
熱

ス
ト
ラ
テ
ジ

-1
」「

除
熱
ス
ト
ラ
テ
ジ

-2
」
 

・
非
常
時
操
作
手
順
書
（
設
備
別
）「

残
留
熱
除
去
系
ポ
ン

プ
に
よ
る
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
」

 

重
大

事
故

等
対

処
設
備
 

・
原
子
炉
補
機
代
替
冷
却
水
系

※
3  

・
常
設
代
替
交
流
電
源
設
備

※
1  

サ
ポ

ー
ト

系

故
障
時

 

常
設

代
替

交
流

電
源

設
備

に
よ

る
残

留
熱

除
去

系

(
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

プ
ー

ル
水

冷
却

モ
ー

ド
)
の

復

旧
 

・
非
常
時
操
作
手
順
書
（
シ
ビ
ア
ア
ク
シ
デ
ン
ト
）「

除
熱

ス
ト
ラ
テ
ジ

-1
」「

除
熱
ス
ト
ラ
テ
ジ

-2
」
 

・
非
常
時
操
作
手
順
書
（
設
備
別
）「

残
留
熱
除
去
系
ポ
ン

プ
に
よ
る
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
プ
ー
ル
水
冷
却
」

 

重
大

事
故

等
対

処
設
備
 

・
原
子
炉
補
機
代
替
冷
却
水
系

※
3  

・
常
設
代
替
交
流
電
源
設
備

※
1  
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※
1：

手
順
は
「
1
.1
4 
電
源
の
確
保
に
関
す
る
手
順
等
」
に
て
整
備
す
る
。

 

※
2：

手
順
は
「
1
.1
3 
重
大
事
故
等
の
収
束
に
必
要
と
な
る
水
の
供
給
手
順
等
」
に
て
整
備
す
る
。

 

※
3：

手
順
は
「
1
.5
 最

終
ヒ
ー
ト
シ
ン
ク
へ
熱
を
輸
送
す
る
た
め
の
手
順
等
」
に
て
整
備
す
る
。

 

※
4：

手
順
は
「
1
.1
3 
重
大
事
故
等
の
収
束
に
必
要
と
な
る
水
の
供
給
手
順
等
」
に
て
整
備
す
る
。
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【
技
術
的
能
力

1.
7】

対
応
資
機
材
一
覧
表

分
類
 

対
応
手
段
 

手
順
書

 
対
処
設
備
／
資
機
材
 

原
子

炉
格

納

容
器

の
過

圧

破
損
防
止

 

代
替

循
環

冷
却

系
に

よ
る

原
子

炉
格

納
容

器
内

の

減
圧
及
び
除
熱
 

・
非
常
時
操
作
手
順
書
（
シ
ビ
ア
ア
ク
シ
デ
ン
ト
）「

除
熱

ス
ト
ラ
テ
ジ

-1
」
等
 

・
非
常
時
操
作
手
順
書
（
設
備
別
）「

代
替
循
環
冷
却
ポ
ン

プ
に

よ
る

原
子

炉
注

水
及

び
ド

ラ
イ

ウ
ェ

ル
ス

プ
レ

イ
」
 

重
大

事
故

等
対

処
設
備
 

・
原
子
炉
補
機
代
替
冷
却
水
系

※
1  

・
大
容
量
送
水
ポ
ン
プ
（
タ
イ
プ
Ⅰ
）

※
2  

・
常
設
代
替
交
流
電
源
設
備

※
3  

・
燃
料
補
給
設
備

※
3  

原
子

炉
格

納

容
器

の
過

圧

破
損
防
止

 

原
子

炉
格

納
容

器
フ

ィ
ル

タ
ベ

ン
ト

系
に

よ
る

原

子
炉
格
納
容
器
内
の
減
圧
及
び
除
熱

(
現
場
操
作
含

む
。

) 

・
非
常
時
操
作
手
順
書
（
シ
ビ
ア
ア
ク
シ
デ
ン
ト
）「

ベ
ン

ト
ス
ト
ラ
テ
ジ
」
 

・
重
大
事
故
等
対
応
要
領
書
「
原
子
炉
格
納
容
器
フ
ィ
ル

タ
ベ
ン
ト
」
「
大
容
量
送
水
ポ
ン
プ
に
よ
る
送
水
」

 ※

3
 

重
大

事
故

等
対

処
設
備
 

・
ホ
ー
ス
延
長
回
収
車

※
2  

・
可
搬
型
窒
素
ガ
ス
供
給
装
置
 

・
ホ
ー
ス
・
窒
素
供
給
用
ヘ
ッ
ダ
・
接
続
口

 

・
ホ
ー
ス
・
注
水
用
ヘ
ッ
ダ
・
接
続
口

※
2  

・
大
容
量
送
水
ポ
ン
プ
（
タ
イ
プ
Ⅰ
）

※
2  

・
可
搬
型
代
替
直
流
電
源
設
備

※
3  

・
燃
料
補
給
設
備

※
3  

自
主
対
策
設
備

 
・
薬
液
補
給
装
置
 

原
子

炉
格

納

容
器

の
過

圧

破
損
防
止

 

不
活
性
ガ
ス

(窒
素
）
に
よ
る
系
統
内
の
置
換

 
・
非
常
時
操
作
手
順
書
（
シ
ビ
ア
ア
ク
シ
デ
ン
ト
）「

ベ
ン

ト
ス
ト
ラ
テ
ジ
」
 

・
重
大
事
故
等
対
応
要
領
書
「
可
搬
型
窒
素
ガ
ス
供
給
装

置
に
よ
る
窒
素
封
入
」
 

重
大

事
故

等
対

処
設
備
 

・
可
搬
型
窒
素
ガ
ス
供
給
装
置
 

・
ホ
ー
ス
・
窒
素
供
給
用
ヘ
ッ
ダ
・
接
続
口

 

・
常
設
代
替
交
流
電
源
設
備

※
3  

・
燃
料
補
給
設
備

※
3  

原
子

炉
格

納

容
器

の
過

圧

破
損
防
止

 

原
子
炉
格
納
容
器
内
ｐ
Ｈ
調
整
 

・
非
常
時
操
作
手
順
書
（
シ
ビ
ア
ア
ク
シ
デ
ン
ト
）「

ベ
ン

ト
ス
ト
ラ
テ
ジ
」
 

・
重
大
事
故
等
対
応
要
領
書
「
格
納
容
器
内

p
H 
調
整
」
 

自
主
対
策
設
備

 
・
常
設
代
替
交
流
電
源
設
備

※
3  

※
1：

手
順
は
「
1
.5
 最

終
ヒ
ー
ト
シ
ン
ク
へ
熱
を
輸
送
す
る
た
め
の
手
順
等
」
に
て
整
備
す
る
。

 

※
2：

手
順
は
「
1
.1
3 
重
大
事
故
等
の
収
束
に
必
要
と
な
る
水
の
供
給
手
順
等
」
に
て
整
備
す
る
。

 

※
3：

手
順
は
「
1
.1
4 
電
源
の
確
保
に
関
す
る
手
順
等
」
に
て
整
備
す
る
。
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【
技
術
的
能
力

1.
8】

対
応
資
機
材
一
覧
表

 

分
類
 

対
応
手
段
 

手
順
書

 
対
処
設
備
／
資
機
材
 

原
子

炉
格

納

容
器

下
部

に

落
下

し
た

溶

融
炉

心
の

冷

却
 

原
子
炉
格
納
容
器
下
部
注
水
系

(
常
設

)(
復
水
移
送

ポ
ン
プ

)に
よ
る
原
子
炉
格
納
容
器
下
部
へ
の
注
水

 

・
非
常
時
操
作
手
順
書
（
シ
ビ
ア
ア
ク
シ
デ
ン
ト
）「

注
水

ス
ト
ラ
テ
ジ
‐

3a
」
等
 

・
非
常
時
操
作
手
順
書
（
設
備
別
）「

復
水
移
送
ポ
ン
プ
に

よ
る
格
納
容
器
下
部
注
水
」

 

重
大

事
故

等
対

処
設
備
 

・
常
設
代
替
交
流
電
源
設
備

※
1  

・
可
搬
型
代
替
交
流
電
源
設
備

※
1  

原
子

炉
格

納

容
器

下
部

に

落
下

し
た

溶

融
炉

心
の

冷

却
 

原
子
炉
格
納
容
器
下
部
注
水
系

(
常
設

)(
代
替
循
環

冷
却
ポ
ン
プ

)
に
よ
る
原
子
炉
格
納
容
器
下
部
へ
の

注
水
 

・
非
常
時
操
作
手
順
書
（
シ
ビ
ア
ア
ク
シ
デ
ン
ト
）

 

「
注
水
ス
ト
ラ
テ
ジ
‐

3a
」
等

 

・
非
常
時
操
作
手
順
書
（
設
備
別
）「

代
替
循
環
冷
却
ポ
ン

プ
に
よ
る
格
納
容
器
下
部
注
水
」

 

重
大

事
故

等
対

処
設
備
 

・
原
子
炉
補
機
代
替
冷
却
水
系

※
2  

・
常
設
代
替
交
流
電
源
設
備

※
1  

原
子

炉
格

納

容
器

下
部

に

落
下

し
た

溶

融
炉

心
の

冷

却
 

原
子

炉
格

納
容

器
下

部
注

水
系

(
可

搬
型

)
に

よ
る

原
子
炉
格
納
容
器
下
部
へ
の
注
水

 

・
非
常
時
操
作
手
順
書
（
シ
ビ
ア
ア
ク
シ
デ
ン
ト
）「

注
水

ス
ト
ラ
テ
ジ
‐

3b
」
 

・
重
大
事
故
等
対
応
要
領
書
「
大
容
量
送
水
ポ
ン
プ
（
タ

イ
プ
Ⅰ
）
に
よ
る
格
納
容
器
下
部
注
水
」「

大
容
量
送
水

ポ
ン
プ
に
よ
る
送
水
」

※
3  

重
大

事
故

等
対

処
設
備
 

・
大
容
量
送
水
ポ
ン
プ
（
タ
イ
プ
Ⅰ
）

※
3  

・
ホ
ー
ス
延
長
回
収
車

※
3  

・
ホ
ー
ス
・
注
水
用
ヘ
ッ
ダ
・
接
続
口

※
3  

・
常
設
代
替
交
流
電
源
設
備

※
1  

・
可
搬
型
代
替
交
流
電
源
設
備

※
1  

・
燃
料
補
給
設
備

※
1  

原
子

炉
格

納

容
器

下
部

に

落
下

し
た

溶

融
炉

心
の

冷

却
 

原
子
炉
格
納
容
器
代
替
ス
プ
レ
イ
冷
却
系
（
常
設
）

に
よ
る
原
子
炉
格
納
容
器
下
部
へ
の
注
水

 

・
非
常
時
操
作
手
順
書
（
シ
ビ
ア
ア
ク
シ
デ
ン
ト
）「

注
水

ス
ト
ラ
テ
ジ
‐

3a
」
等
 

・
非
常
時
操
作
手
順
書
（
設
備
別
）「

復
水
移
送
ポ
ン
プ
に

よ
る
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
代
替
ス
プ
レ
イ
」

 

重
大

事
故

等
対

処
設
備
 

・
常
設
代
替
交
流
電
源
設
備

※
1  

・
可
搬
型
代
替
交
流
電
源
設
備

※
1  

原
子

炉
格

納

容
器

下
部

に

落
下

し
た

溶

融
炉

心
の

冷

代
替

循
環

冷
却

系
に

よ
る

原
子

炉
格

納
容

器
下

部

へ
の
注
水
 

・
非
常
時
操
作
手
順
書
（
シ
ビ
ア
ア
ク
シ
デ
ン
ト
）

 

「
注
水
ス
ト
ラ
テ
ジ
‐

3a
」
等

 

・
非
常
時
操
作
手
順
書
（
設
備
別
）「

代
替
循
環
冷
却
ポ
ン

プ
に
よ
る
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
ス
プ
レ
イ
」

 

重
大

事
故

等
対

処
設
備
 

・
原
子
炉
補
機
代
替
冷
却
水
系

※
2  

・
常
設
代
替
交
流
電
源
設
備

※
1  
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【
技
術
的
能
力

1.
8】

対
応
資
機
材
一
覧
表

 

分
類
 

対
応
手
段
 

手
順
書

 
対
処
設
備
／
資
機
材
 

却
 

原
子

炉
格

納

容
器

下
部

に

落
下

し
た

溶

融
炉

心
の

冷

却
 

原
子

炉
格

納
容

器
代

替
ス

プ
レ

イ
冷

却
系

（
可

搬

型
）
に
よ
る
原
子
炉
格
納
容
器
下
部
へ
の
注
水

 

・
非
常
時
操
作
手
順
書
（
シ
ビ
ア
ア
ク
シ
デ
ン
ト
）「

注
水

ス
ト
ラ
テ
ジ
‐

3b
」
 

・
重
大
事
故
等
対
応
要
領
書
「
大
容
量
送
水
ポ
ン
プ
（
タ

イ
プ
Ⅰ
）
に
よ
る
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
代
替
ス
プ
レ
イ
」「

大

容
量
送
水
ポ
ン
プ
に
よ
る
送
水
」

※
3  

重
大

事
故

等
対

処
設
備
 

・
大
容
量
送
水
ポ
ン
プ
（
タ
イ
プ
Ⅰ
）

※
3  

・
ホ
ー
ス
延
長
回
収
車

※
3  

・
ホ
ー
ス
・
注
水
用
ヘ
ッ
ダ
・
接
続
口

※
3  

・
常
設
代
替
交
流
電
源
設
備

※
1  

・
可
搬
型
代
替
交
流
電
源
設
備

※
1  

・
燃
料
補
給
設
備

※
1  

原
子

炉
格

納

容
器

下
部

に

落
下

し
た

溶

融
炉

心
の

冷

却
 

ろ
過

水
ポ

ン
プ

に
よ

る
原

子
炉

格
納

容
器

下
部

へ

の
注
水
 

・
非
常
時
操
作
手
順
書
（
シ
ビ
ア
ア
ク
シ
デ
ン
ト
）「

注
水

ス
ト
ラ
テ
ジ
‐

3a
」
等
 

・
非
常
時
操
作
手
順
書
（
設
備
別
）「

ろ
過
水
ポ
ン
プ
に
よ

る
格
納
容
器
下
部
注
水
」「

ろ
過
水
ポ
ン
プ
に
よ
る
ド
ラ

イ
ウ
ェ
ル
代
替
ス
プ
レ
イ
」

 

自
主
対
策
設
備

 
・
常
設
代
替
交
流
電
源
設
備

※
1  

溶
融

炉
心

の

原
子

炉
格

納

容
器

下
部

へ

の
落
下
遅
延
・

防
止

 

低
圧

代
替

注
水

系
(
常

設
)(

復
水

移
送

ポ
ン

プ
)
に

よ
る
原
子
炉
圧
力
容
器
へ
の
注
水

 

・
非
常
時
操
作
手
順
書
（
シ
ビ
ア
ア
ク
シ
デ
ン
ト
）

 

「
注
水
ス
ト
ラ
テ
ジ
‐

1」
※
4  

・
非
常
時
操
作
手
順
書
（
設
備
別
）「

復
水
移
送
ポ
ン
プ
に

よ
る
原
子
炉
注
水
」
 

重
大

事
故

等
対

処
設
備
 

・
常
設
代
替
交
流
電
源
設
備

※
1  

・
可
搬
型
代
替
交
流
電
源
設
備

※
1  

溶
融

炉
心

の

原
子

炉
格

納

容
器

下
部

へ

の
落
下
遅
延
・

防
止

 

低
圧

代
替

注
水

系
(
可

搬
型

)
に

よ
る

原
子

炉
圧

力

容
器
へ
の
注
水
 

・
非
常
時
操
作
手
順
書
（
シ
ビ
ア
ア
ク
シ
デ
ン
ト
）「

注
水

ス
ト
ラ
テ
ジ
‐

1」
※
4  

・
重
大
事
故
等
対
応
要
領
書
「
大
容
量
送
水
ポ
ン
プ
（
タ

イ
プ
Ⅰ
）
に
よ
る
原
子
炉
注
水
」「

大
容
量
送
水
ポ
ン
プ

に
よ
る
送
水
」

※
3  

重
大

事
故

等
対

処
設
備
 

・
大
容
量
送
水
ポ
ン
プ
（
タ
イ
プ
Ⅰ
）

※
3  

・
ホ
ー
ス
延
長
回
収
車

※
3  

・
ホ
ー
ス
・
注
水
用
ヘ
ッ
ダ
・
接
続
口

※
3  

・
常
設
代
替
交
流
電
源
設
備

※
1  

・
可
搬
型
代
替
交
流
電
源
設
備

※
1  

・
燃
料
補
給
設
備

※
1  

溶
融

炉
心

の

原
子

炉
格

納

代
替

循
環

冷
却

系
に

よ
る

原
子

炉
圧

力
容

器
へ

の

注
水
 

・
非
常
時
操
作
手
順
書
（
シ
ビ
ア
ア
ク
シ
デ
ン
ト
）「

注
水

ス
ト
ラ
テ
ジ
‐

1」
※
4  

重
大

事
故

等
対

処
設
備
 

・
原
子
炉
補
機
代
替
冷
却
水
系

※
2  

・
常
設
代
替
交
流
電
源
設
備

※
1  
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【
技
術
的
能
力
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対
応
資
機
材
一
覧
表

 

分
類
 

対
応
手
段
 

手
順
書

 
対
処
設
備
／
資
機
材
 

容
器

下
部

へ

の
落
下
遅
延
・

防
止

 

・
非
常
時
操
作
手
順
書
（
設
備
別
）「

代
替
循
環
冷
却
ポ
ン

プ
に
よ
る
原
子
炉
注
水
」

 

溶
融

炉
心

の

原
子

炉
格

納

容
器

下
部

へ

の
落
下
遅
延
・

防
止

 

低
圧
代
替
注
水
系

(
常
設

)
(
直
流
駆
動
低
圧
注
水
ポ

ン
プ

)に
よ
る
原
子
炉
圧
力
容
器
へ
の
注
水

 

・
非
常
時
操
作
手
順
書
（
シ
ビ
ア
ア
ク
シ
デ
ン
ト
）「

注
水

ス
ト
ラ
テ
ジ
‐

1」
 

・
非
常
時
操
作
手
順
書
（
設
備
別
）「

直
流
駆
動
低
圧
注
水

系
ポ
ン
プ
に
よ
る
原
子
炉
注
水
」

 

自
主
対
策
設
備

 
・
常
設
代
替
交
流
電
源
設
備

※
1  

・
可
搬
型
代
替
交
流
電
源
設
備

※
1  

溶
融

炉
心

の

原
子

炉
格

納

容
器

下
部

へ

の
落
下
遅
延
・

防
止

 

ろ
過

水
ポ

ン
プ

に
よ

る
原

子
炉

圧
力

容
器

へ
の

注

水
 

・
非
常
時
操
作
手
順
書
（
シ
ビ
ア
ア
ク
シ
デ
ン
ト
）「

注
水

ス
ト
ラ
テ
ジ
‐

1」
※
4  

・
非
常
時
操
作
手
順
書
（
設
備
別
）「

ろ
過
水
ポ
ン
プ
に
よ

る
原
子
炉
注
水
」
 

自
主
対
策
設
備

 
・
常
設
代
替
交
流
電
源
設
備

※
1  

溶
融

炉
心

の

原
子

炉
格

納

容
器

下
部

へ

の
落
下
遅
延
・

防
止

 

高
圧

代
替

注
水

系
に

よ
る

原
子

炉
圧

力
容

器
へ

の

注
水
 

・
非
常
時
操
作
手
順
書
（
シ
ビ
ア
ア
ク
シ
デ
ン
ト
）「

注
水

ス
ト
ラ
テ
ジ
‐

1」
※
5  

・
非
常
時
操
作
手
順
書
（
設
備
別
）「

高
圧
代
替
注
水
系
ポ

ン
プ
に
よ
る
原
子
炉
注
水
（
中
央
制
御
室
）」

 

重
大

事
故

等
対

処
設
備
 

・
可
搬
型
代
替
直
流
電
源
設
備

※
1  

・
常
設
代
替
交
流
電
源
設
備

※
1  

・
可
搬
型
代
替
交
流
電
源
設
備

※
1  

溶
融

炉
心

の

原
子

炉
格

納

容
器

下
部

へ

の
落
下
遅
延
・

防
止

 

ほ
う

酸
水

注
入

系
に

よ
る

原
子

炉
圧

力
容

器
へ

の

ほ
う
酸
水
注
入
 

・
非
常
時
操
作
手
順
書
（
シ
ビ
ア
ア
ク
シ
デ
ン
ト
）「

注
水

ス
ト
ラ
テ
ジ
‐

1」
 

・
非
常
時
操
作
手
順
書
（
設
備
別
）

 

「
ほ
う
酸
水
注
入
系
ポ
ン
プ
に
よ
る
ほ
う
酸
水
注
入
」

 

重
大

事
故

等
対

処
設
備
 

・
常
設
代
替
交
流
電
源
設
備

※
1  

・
可
搬
型
代
替
交
流
電
源
設
備

※
1  

溶
融

炉
心

の

原
子

炉
格

納

制
御

棒
駆

動
水

圧
系

に
よ

る
原

子
炉

圧
力

容
器

へ

の
注
水
 

非
常
時
操
作
手
順
書
（
シ
ビ
ア
ア
ク
シ
デ
ン
ト
）「

注
水
ス

ト
ラ
テ
ジ
‐

1」
※
5  

自
主
対
策
設
備

 
・
常
設
代
替
交
流
電
源
設
備

※
1  
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【
技
術
的
能
力

1.
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対
応
資
機
材
一
覧
表

分
類
 

対
応
手
段
 

手
順
書

 
対
処
設
備
／
資
機
材
 

容
器

下
部

へ

の
落
下
遅
延
・

防
止

 

非
常
時
操
作
手
順
書
（
設
備
別
）

 

「
制
御
棒
駆
動
水
ポ
ン
プ
に
よ
る
原
子
炉
注
水
」

 

※
1：

手
順
は
「
1
.1
4 
電
源
の
確
保
に
関
す
る
手
順
等
」
に
て
整
備
す
る
。

 

※
2：

手
順
は
「
1
.5
 最

終
ヒ
ー
ト
シ
ン
ク
へ
熱
を
輸
送
す
る
た
め
の
手
順
等
」
に
て
整
備
す
る
。

 

※
3：

手
順
は
「
1
.1
3 
重
大
事
故
等
の
収
束
に
必
要
と
な
る
水
の
供
給
手
順
等
」
に
て
整
備
す
る
。

 

※
4：

手
順
は
「
1
.4
 原

子
炉
冷
却
材
圧
力
バ
ウ
ン
ダ
リ
低
圧
時
に
発
電
用
原
子
炉
を
冷
却
す
る
た
め
の
手
順
等
」
に
て
整
備
す
る
。

 

※
5：

手
順
は
「
1
.2
 原

子
炉
冷
却
材
圧
力
バ
ウ
ン
ダ
リ
高
圧
時
に
発
電
用
原
子
炉
を
冷
却
す
る
た
め
の
手
順
等
」
に
て
整
備
す
る
。
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【
技
術
的
能
力

1.
9】

対
応
資
機
材
一
覧
表

 

分
類
 

対
応
手
段
 

手
順
書

 
対
処
設
備
／
資
機
材
 

水
素

爆
発

に

よ
る

原
子

炉

格
納

容
器

の

破
損
防
止

 

可
搬

型
窒

素
ガ

ス
供

給
装

置
に

よ
る

原
子

炉
格

納

容
器
水
素
爆
発
防
止
 

・
非
常
時
操
作
手
順
書
（
シ
ビ
ア
ア
ク
シ
デ
ン
ト
）
｢ベ

ン

ト
ス
ト
ラ
テ
ジ
」
 

・
重
大
事
故
等
対
応
要
領
書
「
可
搬
型
窒
素
ガ
ス
供
給
装

置
に
よ
る
窒
素
封
入
」
 

重
大

事
故

等
対

処
設
備
 

・
可
搬
型
窒
素
ガ
ス
供
給
装
置
 

・
ホ
ー
ス
・
窒
素
供
給
用
ヘ
ッ
ダ
・
接
続
口

 

・
燃
料
補
給
設
備

※
1  

水
素

爆
発

に

よ
る

原
子

炉

格
納

容
器

の

破
損
防
止

 

可
搬

型
窒

素
ガ

ス
供

給
装

置
に

よ
る

原
子

炉
格

納

容
器
フ
ィ
ル
タ
ベ
ン
ト
系
系
統
内
の
不
活
性
化

 
－

※
2  

－
※

3  

・
可
搬
型
窒
素
ガ
ス
供
給
装
置
 

・
ホ
ー
ス
・
窒
素
供
給
用
ヘ
ッ
ダ
・
接
続
口

 

・
燃
料
補
給
設
備

※
1  

水
素

爆
発

に

よ
る

原
子

炉

格
納

容
器

の

破
損
防
止

 

格
納

容
器

内
雰

囲
気

計
装

に
よ

る
原

子
炉

格
納

容

器
内
の
水
素
濃
度
及
び
酸
素
濃
度
監
視

 

・
非
常
時
操
作
手
順
書
（
シ
ビ
ア
ア
ク
シ
デ
ン
ト
）
｢ベ

ン

ト
ス
ト
ラ
テ
ジ
｣ 

・
非
常
時
操
作
手
順
書
（
設
備
別
）「

格
納
容
器
内
雰
囲
気

モ
ニ
タ
起
動
及
び
水
素
・
酸
素
濃
度
監
視
」

 

・
重

大
事

故
等

対
応

要
領

書
｢
原

子
炉

補
機

代
替

冷
却

水

系
に
よ
る
補
機
冷
却
水
確
保
｣※

4  

重
大

事
故

等
対

処
設
備
 

・
原
子
炉
補
機
代
替
冷
却
水
系

※
4  

水
素

爆
発

に

よ
る

原
子

炉

格
納

容
器

の

破
損
防
止

 

代
替
電
源
に
よ
る
必
要
な
設
備
へ
の
給
電

 

－
※
1  

重
大

事
故

等
対

処
設
備
 

・
常
設
代
替
交
流
電
源
設
備

※
1  

・
可
搬
型
代
替
交
流
電
源
設
備

※
1  

・
可
搬
型
代
替
直
流
電
源
設
備

※
1  

※
1：

手
順
は
「
1
.1
4 
電
源
の
確
保
に
関
す
る
手
順
等
」
に
て
整
備
す
る
。

 

※
2：

発
電
用
原
子
炉
起
動
前
に
原
子
炉
格
納
容
器
フ
ィ
ル
タ
ベ
ン
ト
系
系
統
内
は
不
活
性
化
し
た
状
態
と
す
る
。

 

※
3：

可
搬
型
窒
素
ガ
ス
供
給
装
置
に
よ
る
原
子
炉
格
納
容
器
フ
ィ
ル
タ
ベ
ン
ト
系
系
統
内
の
不
活
性
化
に
用
い
る
可
搬
型
窒
素
ガ
ス
供
給
装
置
及
び
燃
料
補
給
設
備
は
，
発
電
用
原
子
炉
起
動
前
に
使
用
す

る
も
の
で
あ
り
，
重
大
事
故
等
時
に
使
用
す
る
も
の
で
は
な
い
た
め
，
重
大
事
故
等
対
処
設
備
と
は
位
置
付
け
な
い
。

 

※
4：

手
順
は
「
1
.5
 最

終
ヒ
ー
ト
シ
ン
ク
へ
熱
を
輸
送
す
る
た
め
の
手
順
等
」
に
て
整
備
す
る
。
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【
技
術
的
能
力

1.
10
】
対
応
資
機
材
一
覧
表

分
類
 

対
応
手
段
 

手
順
書

 
対
処
設
備
／
資
機
材
 

水
素

濃
度

制

御
に

よ
る

原

子
炉

建
屋

等

の
損
傷
防
止

 

代
替
電
源
に
よ
る
必
要
な
設
備
へ
の
給
電

 

－
※
1  

重
大

事
故

等
対

処
設
備
 

・
常
設
代
替
交
流
電
源
設
備

※
1  

・
可
搬
型
代
替
交
流
電
源
設
備

※
1  

・
可
搬
型
代
替
直
流
電
源
設
備

※
1  

原
子

炉
格

納

容
器

外
へ

の

水
素

漏
え

い

抑
制

 

原
子
炉
格
納
容
器
頂
部
注
水
系

(常
設

)に
よ
る
原

子
炉
ウ
ェ
ル
へ
の
注
水
 

・
非
常
時
操
作
手
順
書
（
シ
ビ
ア
ア
ク
シ
デ
ン
ト
）「

注
水

ス
ト
ラ
テ
ジ

-１
」
等
 

・
非
常
時
操
作
手
順
書
（
設
備
別
）「

燃
料
プ
ー
ル
補
給
水

ポ
ン
プ
に
よ
る
原
子
炉
ウ
ェ
ル
注
水
」

 

自
主
対
策
設
備

 
・
常
設
代
替
交
流
電
源
設
備

※
1  

・
可
搬
型
代
替
交
流
電
源
設
備

※
1  

原
子

炉
格

納

容
器

外
へ

の

水
素

漏
え

い

抑
制

 

原
子

炉
格

納
容

器
頂

部
注

水
系

(
可

搬
型

)
に

よ
る

原
子
炉
ウ
ェ
ル
へ
の
注
水
 

・
非
常
時
操
作
手
順
書
（
シ
ビ
ア
ア
ク
シ
デ
ン
ト
）「

注
水

ス
ト
ラ
テ
ジ

-１
」
等
 

・
重
大
事
故
等
対
応
要
領
書
「
大
容
量
送
水
ポ
ン
プ
（
タ

イ
プ
Ⅰ
）
に
よ
る
原
子
炉
ウ
ェ
ル
注
水
」

 

自
主
対
策
設
備

 
・
大
容
量
送
水
ポ
ン
プ

(タ
イ
プ
Ⅰ
)
 

・
ホ
ー
ス
延
長
回
収
車
 

・
ホ
ー
ス
・
注
水
用
ヘ
ッ
ダ
 

・
常
設
代
替
交
流
電
源
設
備

※
1  

・
可
搬
型
代
替
交
流
電
源
設
備

※
1  

・
燃
料
補
給
設
備

※
1  

水
素

排
出

に

よ
る

原
子

炉

建
屋

等
の

損

傷
防
止

 

原
子
炉
建
屋
ベ
ン
ト
設
備
に
よ
る
水
素
排
出

 
・
非
常
時
操
作
手
順
書
（
シ
ビ
ア
ア
ク
シ
デ
ン
ト
）「

水
素

制
御
ス
ト
ラ
テ
ジ
」
 

・
重
大
事
故
等
対
応
要
領
書
「
原
子
炉
建
屋
ベ
ン
ト
」

 

自
主
対
策
設
備

 
・
大
容
量
送
水
ポ
ン
プ

(タ
イ
プ
Ⅱ
)
※

2  

・
ホ
ー
ス
延
長
回
収
車

※
2  

・
ホ
ー
ス

※
2  

・
放
水
砲

※
2  

・
燃
料
補
給
設
備

※
1  

※
1:
手
順
は
「

1.
14
 電

源
の
確
保
に
関
す
る
手
順
等
」
に
て
整
備
す
る
。

 

※
2:
手
順
は
「

1.
12
 発

電
所
外
へ
の
放
射
性
物
質
の
拡
散
を
抑
制
す
る
た
め
の
手
順
等
」
に
て
整
備
す
る
。
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【
技
術
的
能
力

1.
11
】
対
応
資
機
材
一
覧
表

 

分
類
 

対
応
手
段
 

手
順
書

 
対
処
設
備
／
資
機
材
 

使
用

済
燃

料

プ
ー

ル
の

冷

却
機

能
又

は

注
水

機
能

の

喪
失
時
，
又
は

使
用

済
燃

料

プ
ー

ル
水

の

小
規

模
な

漏

え
い
発
生
時

 

燃
料
プ
ー
ル
代
替
注
水
系
（
常
設
配
管
）
に
よ
る
使

用
済
燃
料
プ
ー
ル
へ
の
注
水
 

・
非
常
時
操
作
手
順
書
（
徴
候
ベ
ー
ス
）「

S
FP
 水

位
・
温

度
制
御
」
 

・
非
常
時
操
作
手
順
書
（
プ
ラ
ン
ト
停
止
中
）「

燃
料
プ
ー

ル
冷
却
機
能
喪
失
」，
「
燃
料
プ
ー
ル
冷
却
材
喪
失
」

 

・
重
大
事
故
等
対
応
要
領
書
「
大
容
量
送
水
ポ
ン
プ
（
タ

イ
プ
Ⅰ
）
に
よ
る
使
用
済
燃
料
プ
ー
ル
注
水
（
常
設
配

管
）」
「
大
容
量
送
水
ポ
ン
プ
に
よ
る
送
水
」

※
1  

重
大

事
故

等
対

処
設
備
 

・
大
容
量
送
水
ポ
ン
プ
（
タ
イ
プ
Ⅰ
）
 

・
ホ
ー
ス
延
長
回
収
車
 

・
ホ
ー
ス
・
注
水
用
ヘ
ッ
ダ
・
接
続
口
 

・
燃
料
補
給
設
備

※
2  

使
用

済
燃

料

プ
ー

ル
の

冷

却
機

能
又

は

注
水

機
能

の

喪
失
時
，
又
は

使
用

済
燃

料

プ
ー

ル
水

の

小
規

模
な

漏

え
い
発
生
時

 

燃
料
プ
ー
ル
代
替
注
水
系
（
可
搬
型
）
に
よ
る
使

用
済
燃
料
プ
ー
ル
へ
の
注
水
 

・
非
常
時
操
作
手
順
書
（
徴
候
ベ
ー
ス
）「

S
FP
 水

位
・
温

度
制
御
」
 

・
非
常
時
操
作
手
順
書
（
プ
ラ
ン
ト
停
止
中
）「

燃
料
プ
ー

ル
冷
却
機
能
喪
失
」，
「
燃
料
プ
ー
ル
冷
却
材
喪
失
」

 

・
重
大
事
故
等
対
応
要
領
書
「
大
容
量
送
水
ポ
ン
プ
（
タ

イ
プ
Ⅰ
）
に
よ
る
使
用
済
燃
料
プ
ー
ル
注
水
（
可
搬
型
）
」

「
大
容
量
送
水
ポ
ン
プ
に
よ
る
送
水
」

※
1  

重
大

事
故

等
対

処
設
備
 

・
大
容
量
送
水
ポ
ン
プ
（
タ
イ
プ
Ⅰ
）
 

・
ホ
ー
ス
延
長
回
収
車
 

・
ホ
ー
ス
・
注
水
用
ヘ
ッ
ダ
 

・
燃
料
補
給
設
備

※
2  

使
用

済
燃

料

プ
ー

ル
の

冷

却
機

能
又

は

注
水

機
能

の

喪
失
時
，
又
は

使
用

済
燃

料

プ
ー

ル
水

の

ろ
過

水
ポ

ン
プ

に
よ

る
使

用
済

燃
料

プ
ー

ル
へ

の

注
水
 

・
非
常
時
操
作
手
順
書
（
徴
候
ベ
ー
ス
）「

S
FP
 水

位
・
温

度
制
御
」
 

・
非
常
時
操
作
手
順
書
（
プ
ラ
ン
ト
停
止
中
）「

燃
料
プ
ー

ル
冷
却
機
能
喪
失
」，
「
燃
料
プ
ー
ル
冷
却
材
喪
失
」

 

・
非
常
時
操
作
手
順
書
（
設
備
別
）「

ろ
過
水
ポ
ン
プ
に
よ

る
使
用
済
燃
料
プ
ー
ル
注
水
」

 

自
主
対
策
設
備

 
・
常
設
代
替
交
流
電
源
設
備

※
2  
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【
技
術
的
能
力

1.
11
】
対
応
資
機
材
一
覧
表

 

分
類
 

対
応
手
段
 

手
順
書

 
対
処
設
備
／
資
機
材
 

小
規

模
な

漏

え
い
発
生
時

 

使
用

済
燃

料

プ
ー

ル
か

ら

の
大

量
の

水

の
漏

え
い

発

生
時

 

燃
料
プ
ー
ル
ス
プ
レ
イ
系
（
常
設
配
管
）
に
よ
る
使

用
済
燃
料
プ
ー
ル
へ
の
ス
プ
レ
イ

 

・
非
常
時
操
作
手
順
書
（
徴
候
ベ
ー
ス
）「

S
FP
 水

位
・
温

度
制
御
」
 

・
非
常
時
操
作
手
順
書
（
プ
ラ
ン
ト
停
止
中
）「

燃
料
プ
ー

ル
冷
却
材
喪
失
」
 

・
重
大
事
故
等
対
応
要
領
書
「
大
容
量
送
水
ポ
ン
プ
（
タ

イ
プ
Ⅰ
）
に
よ
る
使
用
済
燃
料
プ
ー
ル
ス
プ
レ
イ
（
常

設
配
管
）」
「
大
容
量
送
水
ポ
ン
プ
に
よ
る
送
水
」

※
1  

重
大

事
故

等
対

処
設
備
 

・
大
容
量
送
水
ポ
ン
プ
（
タ
イ
プ
Ⅰ
）
 

・
ホ
ー
ス
延
長
回
収
車
 

・
ホ
ー
ス
・
注
水
用
ヘ
ッ
ダ
・
接
続
口
 

・
燃
料
補
給
設
備

※
2  

使
用

済
燃

料

プ
ー

ル
か

ら

の
大

量
の

水

の
漏

え
い

発

生
時

 

燃
料
プ
ー
ル
ス
プ
レ
イ
系
（
可
搬
型
）
に
よ
る
使
用

済
燃
料
プ
ー
ル
へ
の
ス
プ
レ
イ
 

・
非
常
時
操
作
手
順
書
（
徴
候
ベ
ー
ス
）「

S
FP
 水

位
・
温

度
制
御
」
 

・
非
常
時
操
作
手
順
書
（
プ
ラ
ン
ト
停
止
中
）「

燃
料
プ
ー

ル
冷
却
材
喪
失
」
 

・
重
大
事
故
等
対
応
要
領
書
「
大
容
量
送
水
ポ
ン
プ
（
タ

イ
プ
Ⅰ
）
に
よ
る
使
用
済
燃
料
プ
ー
ル
ス
プ
レ
イ
（
可

搬
型
）」
「
大
容
量
送
水
ポ
ン
プ
に
よ
る
送
水
」

※
1  

重
大

事
故

等
対

処
設
備
 

・
大
容
量
送
水
ポ
ン
プ
（
タ
イ
プ
Ⅰ
）
 

・
ホ
ー
ス
延
長
回
収
車
 

・
ス
プ
レ
イ
ノ
ズ
ル
 

・
ホ
ー
ス
・
注
水
用
ヘ
ッ
ダ
 

・
燃
料
補
給
設
備

※
2  

使
用

済
燃

料

プ
ー

ル
か

ら

の
大

量
の

水

の
漏

え
い

発

生
時

 

化
学

消
防

自
動

車
及

び
大

型
化

学
高

所
放

水
車

に

よ
る
燃
料
プ
ー
ル
ス
プ
レ
イ
系
（
常
設
配
管
）
を
用

い
た
ス
プ
レ
イ
 

・
非
常
時
操
作
手
順
書
（
徴
候
ベ
ー
ス
）「

S
FP
 水

位
・
温

度
制
御
」
 

・
非
常
時
操
作
手
順
書
（
プ
ラ
ン
ト
停
止
中
）「

燃
料
プ
ー

ル
冷
却
材
喪
失
」
 

・
重
大
事
故
等
対
応
要
領
書
「
化
学
消
防
自
動
車
及
び
大

型
化
学
高
所
放
水
車
に
よ
る
使
用
済
燃
料
プ
ー
ル
ス
プ

レ
イ
（
常
設
配
管
）」

 

自
主
対
策
設
備

 
・
大
型
化
学
高
所
放
水
車
 

・
化
学
消
防
自
動
車
 

・
ホ
ー
ス
・
接
続
口
 

使
用

済
燃

料

プ
ー

ル
か

ら

使
用
済
燃
料
プ
ー
ル
か
ら
の
漏
え
い
緩
和

 
・
重
大
事
故
等
対
応
要
領
書
「
資
機
材
を
利
用
し
た
漏
え

い
抑
制
」
 

自
主
対
策
設
備

 
・
シ
ー
ル
材
 

・
接
着
剤
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【
技
術
的
能
力

1.
11
】
対
応
資
機
材
一
覧
表

分
類
 

対
応
手
段
 

手
順
書

 
対
処
設
備
／
資
機
材
 

の
大

量
の

水

の
漏

え
い

発

生
時

 

・
ス
テ
ン
レ
ス
鋼
板
 

・
吊
り
下
ろ
し
ロ
ー
プ
 

使
用

済
燃

料

プ
ー

ル
か

ら

の
大

量
の

水

の
漏

え
い

発

生
時

 

大
気
へ
の
放
射
性
物
質
の
拡
散
抑
制

 

－
※
3  

重
大

事
故

等
対

処
設
備
 

・
大
容
量
送
水
ポ
ン
プ
（
タ
イ
プ
Ⅱ
）

※
1  

・
放
水
砲

※
3  

・
ホ
ー
ス
延
長
回
収
車

※
1  

・
ホ
ー
ス

※
1  

・
燃
料
補
給
設
備

※
2  

重
大

事
故

等

時
に

お
け

る

使
用

済
燃

料

プ
ー

ル
の

監

視
 

代
替
電
源
に
よ
る
給
電
 

－
※
2  

重
大

事
故

等
対

処
設
備
 

・
常
設
代
替
交
流
電
源
設
備

※
2  

・
可
搬
型
代
替
交
流
電
源
設
備

※
2  

・
可
搬
型
代
替
直
流
電
源
設
備

※
2  

使
用

済
燃

料

プ
ー

ル
か

ら

発
生

す
る

水

蒸
気

に
よ

る

悪
影

響
の

防

止
 

燃
料

プ
ー

ル
冷

却
浄

化
系

に
よ

る
使

用
済

燃
料

プ

ー
ル
の
除
熱
 

・
非
常
時
操
作
手
順
書
（
徴
候
ベ
ー
ス
）「

S
FP
 水

位
・
温

度
制
御
」
 

・
非
常
時
操
作
手
順
書
（
プ
ラ
ン
ト
停
止
中
）「

燃
料
プ
ー

ル
冷
却
機
能
喪
失
」
 

・
非
常
時
操
作
手
順
書
（
設
備
別
）「

燃
料
プ
ー
ル
冷
却
浄

化
系
に
よ
る
使
用
済
燃
料
プ
ー
ル
の
冷
却
」

 

重
大

事
故

等
対

処
設
備
 

・
原
子
炉
補
機
代
替
冷
却
水
系

※
4  

・
常
設
代
替
交
流
電
源
設
備

※
2  

・
可
搬
型
代
替
交
流
電
源
設
備

※
2  

※
1：
「

1.
13
 重

大
事
故
等
の
収
束
に
必
要
と
な
る
水
の
供
給
手
順
等
」
に
て
整
備
す
る
。
 

※
2：

手
順
は
，「

1.
14
 電

源
の
確
保
に
関
す
る
手
順
等
」
に
て
整
備
す
る
。

 

※
3：

手
順
は
，「

1.
12
 発

電
所
外
へ
の
放
射
性
物
質
の
拡
散
を
抑
制
す
る
た
め
の
手
順
等
」
に
て
整
備
す
る
。

 

※
4：

手
順
は
，「

1.
5 
最
終
ヒ
ー
ト
シ
ン
ク
へ
熱
を
輸
送
す
る
た
め
の
手
順
等
」
に
て
整
備
す
る
。
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【
技
術
的
能
力

1.
12
】
対
応
資
機
材
一
覧
表

分
類
 

対
応
手
段
 

手
順
書

 
対
処
設
備
／
資
機
材
 

炉
心

の
著

し

い
損

傷
及

び

原
子

炉
格

納

容
器

の
破

損

又
は

使
用

済

燃
料

プ
ー

ル

内
の

燃
料

体

等
の

著
し

い

損
傷

 

大
気
へ
の
放
射
性
物
質
の
拡
散
抑
制

 
・
重
大
事
故
等
対
応
要
領
書
「
放
水
設
備
に
よ
る
大
気
へ

の
拡
散
抑
制
」
 

・
重
大
事
故
等
対
応
要
領
書
「
大
容
量
送
水
ポ
ン
プ
に
よ

る
送
水
 

重
大

事
故

等
対

処
設
備
 

・
大
容
量
送
水
ポ
ン
プ
（
タ
イ
プ
Ⅱ
）

※
1  

・
ホ
ー
ス
延
長
回
収
車

※
1  

・
ホ
ー
ス

※
1  

・
放
水
砲
 

・
燃
料
補
給
設
備

※
2  

自
主
対
策
設
備

 
・
ガ
ン
マ
カ
メ
ラ
 

・
サ
ー
モ
カ
メ
ラ
 

炉
心

の
著

し

い
損

傷
及

び

原
子

炉
格

納

容
器

の
破

損

又
は

使
用

済

燃
料

プ
ー

ル

内
の

燃
料

体

等
の

著
し

い

損
傷

 

海
洋
へ
の
放
射
性
物
質
の
拡
散
抑
制

 
・
重
大
事
故
等
対
応
要
領
書
「
シ
ル
ト
フ
ェ
ン
ス
に
よ
る

海
洋
へ
の
拡
散
抑
制
」
 

・
重
大
事
故
等
対
応
要
領
書
「
放
射
性
物
質
吸
着
材
に
よ

る
海
洋
へ
の
拡
散
抑
制
」

 

重
大

事
故

等
対

処
設
備
 

シ
ル
ト
フ
ェ
ン
ス
 

自
主
対
策
設
備

 
放
射
性
物
質
吸
着
材
 

原
子

炉
建

屋

周
辺

に
お

け

る
航

空
機

衝

突
に

よ
る

航

空
機

燃
料

火

災
 

初
期
対
応
に
お
け
る
延
焼
防
止
処
置

 
・
重
大
事
故
等
対
応
要
領
書
「
化
学
消
防
自
動
車
及
び
大

型
化
学
高
所
放
水
車
に
よ
る
泡
消
火
」

 

自
主
対
策
設
備

 
・
化
学
消
防
自
動
車
 

・
泡
原
液
搬
送
車
 

・
大
型
化
学
高
所
放
水
車
 

・
泡
原
液
備
蓄
車
 

原
子

炉
建

屋
航
空
機
燃
料
火
災
へ
の
泡
消
火
 

・
重
大
事
故
等
対
応
要
領
書
「
航
空
機
燃
料
火
災
へ
の
泡

重
大

事
故

等
対

・
大
容
量
送
水
ポ
ン
プ
（
タ
イ
プ
Ⅱ
）

※
1  
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【
技
術
的
能
力

1.
12
】
対
応
資
機
材
一
覧
表

分
類
 

対
応
手
段
 

手
順
書

 
対
処
設
備
／
資
機
材
 

周
辺

に
お

け

る
航

空
機

衝

突
に

よ
る

航

空
機

燃
料

火

災
 

消
火
」
 

・
重
大
事
故
等
対
応
要
領
書
「
大
容
量
送
水
ポ
ン
プ
に
よ

る
送
水
」
 

処
設
備
 

・
ホ
ー
ス
延
長
回
収
車

※
1  

・
ホ
ー
ス

※
1  

・
放
水
砲
 

・
泡
消
火
薬
剤
混
合
装
置
 

・
燃
料
補
給
設
備

※
2  

※
1：

手
順
は
「
1
.1
3 
重
大
事
故
等
の
収
束
に
必
要
と
な
る
水
の
供
給
手
順
等
」
に
て
整
備
す
る
。

 

※
2：

手
順
は
「
1
.1
4 
電
源
の
確
保
に
関
す
る
手
順
等
」
に
て
整
備
す
る
。
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【
技
術
的
能
力

1.
13
】
対
応
資
機
材
一
覧
表

 

分
類
 

対
応
手
段
 

手
順
書

 
対
処
設
備
／
資
機
材
 

淡
水

貯
水

槽

を
水

源
と

し

た
対
応

 

大
容
量
送
水
ポ
ン
プ
（
タ
イ
プ
Ⅰ
）
に
よ
る
送
水

 
・
重
大
事
故
等
対
応
要
領
書
「
大
容
量
送
水
ポ
ン
プ
に
よ

る
送
水
」
 

重
大

事
故

等
対

処
設
備
 

・
大
容
量
送
水
ポ
ン
プ
（
タ
イ
プ
Ⅰ
）
 

・
ホ
ー
ス
延
長
回
収
車
 

・
ホ
ー
ス
・
注
水
用
ヘ
ッ
ダ
・
接
続
口
 

・
燃
料
補
給
設
備

※
1  

淡
水

貯
水

槽

を
水

源
と

し

た
対
応

 

原
子

炉
冷

却
材

圧
力

バ
ウ

ン
ダ

リ
低

圧
時

の
原

子

炉
圧
力
容
器
へ
の
注
水
 

・
手
順
は
「

1.
4 

原
子
炉
冷
却
材
圧
力
バ
ウ
ン
ダ
リ
低
圧

時
に
発
電
用
原
子
炉
を
冷
却
す
る
た
め
の
手
順
等
」
及

び
「

1.
8 

原
子
炉
格
納
容
器
下
部
の
溶
融
炉
心
を
冷
却

す
る
た
め
の
手
順
等
」
に
て
整
備
す
る
。

 

重
大
事
故
等
対

処
設
備
 

・
低
圧
代
替
注
水
系
（
可
搬
型
）（

大
容
量
送
水

ポ
ン

プ
（
タ
イ

プ
Ⅰ
）
，
ホ
ー
ス
延
長

回
収

車
，
ホ
ー
ス
・
注
水
用
ヘ
ッ
ダ
・
接
続
口
等
） 

淡
水

貯
水

槽

を
水

源
と

し

た
対
応

 

原
子
炉
格
納
容
器
内
の
冷
却
 

・
手
順
は
「

1.
6 

原
子
炉
格
納
容
器
内
の
冷
却
等
の
た
め

の
手
順
等
」
に
て
整
備
す
る
。

 

重
大

事
故

等
対

処
設
備
 

・
原

子
炉

格
納

容
器

代
替

ス
プ

レ
イ

冷
却

系

（
可
搬
型
）（

大
容
量
送
水
ポ
ン
プ
（
タ
イ
プ

Ⅰ
），

ホ
ー
ス
延
長
回
収
車
，
ホ
ー
ス
・
注
水

用
ヘ
ッ
ダ
・
接
続
口
等
）
 

淡
水

貯
水

槽

を
水

源
と

し

た
対
応

 

原
子

炉
格

納
容

器
フ

ィ
ル

タ
ベ

ン
ト

系
フ

ィ
ル

タ

装
置
へ
の
水
補
給
 

・
手
順
は
「

1.
5 

最
終
ヒ
ー
ト
シ
ン
ク
へ
熱
を
輸
送
す
る

た
め
の
手
順
等
」
及
び
「

1.
7
原
子
炉
格
納
容
器
の
過
圧

破
損
を
防
止
す
る
た
め
の
手
順
等
」
に
て
整
備
す
る
。

 

重
大

事
故

等
対

処
設
備
 

・
大
容
量
送
水
ポ
ン
プ
（
タ
イ
プ
Ⅰ
）
 

・
ホ
ー
ス
延
長
回
収
車
 

・
ホ
ー
ス
・
注
水
用
ヘ
ッ
ダ
・
接
続
口
 

・
燃
料
補
給
設
備

※
1  

淡
水

貯
水

槽

を
水

源
と

し

た
対
応

 

原
子
炉
格
納
容
器
下
部
へ
の
注
水

 
・
手
順
は
「

1.
8 

原
子
炉
格
納
容
器
下
部
の
溶
融
炉
心
を

冷
却
す
る
た
め
の
手
順
等
」
に
て
整
備
す
る
。

 

重
大

事
故

等
対

処
設
備
 

・
原
子
炉
格
納
容
器
下
部
注
水
系
（
可
搬
型
）

（
大
容
量
送
水
ポ
ン
プ
（
タ
イ
プ
Ⅰ
）
，
ホ
ー

ス
延
長
回
収
車
，
ホ
ー
ス
・
注
水
用
ヘ
ッ
ダ
・

接
続
口
等
）
 

・
原

子
炉

格
納

容
器

代
替

ス
プ

レ
イ

冷
却

系

（
可
搬
型
）（

大
容
量
送
水
ポ
ン
プ
（
タ
イ
プ

Ⅰ
），

ホ
ー
ス
延
長
回
収
車
，
ホ
ー
ス
・
注
水

用
ヘ
ッ
ダ
・
接
続
口
等
）
 

淡
水

貯
水

槽
原
子
炉
ウ
ェ
ル
へ
の
注
水
 

・
手
順
は
「

1.
10
 水

素
爆
発
に
よ
る
原
子
炉
建
屋
等
の
損

自
主
対
策
設
備

 
・
原
子
炉
格
納
容
器
頂
部
注
水
系
（
可
搬
型
）
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【
技
術
的
能
力

1.
13
】
対
応
資
機
材
一
覧
表

分
類
 

対
応
手
段
 

手
順
書

 
対
処
設
備
／
資
機
材
 

を
水

源
と

し

た
対
応

 

傷
を
防
止
す
る
た
め
の
手
順
等
」
に
て
整
備
す
る
。

 
（
大
容
量
送
水
ポ
ン
プ
（
タ
イ
プ
Ⅰ
）
，
ホ
ー

ス
延
長
回
収
車
，
ホ
ー
ス
・
注
水
用
ヘ
ッ
ダ
・

接
続
口
等
）
 

淡
水

貯
水

槽

を
水

源
と

し

た
対
応

 

使
用
済
燃
料
プ
ー
ル
へ
の
注
水
／
ス
プ
レ
イ

 
・
手
順
は
「

1.
11
 使

用
済
燃
料
貯
蔵
槽
の
冷
却
等
の
た
め

の
手
順
等
」
に
て
整
備
す
る
。

 

自
主
対
策
設
備

 
・
燃
料
プ
ー
ル
代
替
注
水
系
（
常
設
配
管
）（

大

容
量
送
水
ポ
ン
プ
（
タ
イ
プ
Ⅰ
），

ホ
ー
ス
延

長
回
収
車
，
ホ
ー
ス
・
注
水
用
ヘ
ッ
ダ
・
接

続
口
等
）
 

・
燃
料
プ
ー
ル
代
替
注
水
系
（
可
搬
型
）（

大
容

量
送
水
ポ
ン
プ
（
タ
イ
プ
Ⅰ
），

ホ
ー
ス
延
長

回
収
車
，
ホ
ー
ス
・
注
水
用
ヘ
ッ
ダ
等
）

 

・
燃
料
プ
ー
ル
ス
プ
レ
イ
系
（
常
設
配
管
）（

大

容
量
送
水
ポ
ン
プ
（
タ
イ
プ
Ⅰ
），

ホ
ー
ス
延

長
回
収
車
，
ホ
ー
ス
・
注
水
用
ヘ
ッ
ダ
・
接

続
口
，
ス
プ
レ
イ
ノ
ズ
ル
等
）
 

・
燃
料
プ
ー
ル
ス
プ
レ
イ
系
（
可
搬
型
）（

大
容

量
送
水
ポ
ン
プ
（
タ
イ
プ
Ⅰ
），

ホ
ー
ス
延
長

回
収
車
，
ホ
ー
ス
・
注
水
用
ヘ
ッ
ダ
，
ス
プ

レ
イ
ノ
ズ
ル
等
）
 

淡
水

タ
ン

ク

を
水

源
と

し

た
対
応

 

大
容
量
送
水
ポ
ン
プ
（
タ
イ
プ
Ⅰ
）
に
よ
る
送
水

 
・
重
大
事
故
等
対
応
要
領
書
「
大
容
量
送
水
ポ
ン
プ
に
よ

 

る
送
水
」
 

自
主
対
策
設
備

 
・
大
容
量
送
水
ポ
ン
プ
（
タ
イ
プ
Ⅰ
）
 

・
ホ
ー
ス
延
長
回
収
車
 

・
ホ
ー
ス
・
注
水
用
ヘ
ッ
ダ
・
接
続
口
 

・
燃
料
補
給
設
備

※
１
 

淡
水

タ
ン

ク

を
水

源
と

し

た
対
応

 

原
子

炉
冷

却
材

圧
力

バ
ウ

ン
ダ

リ
低

圧
時

の
原

子

炉
圧
力
容
器
へ
の
注
水
 

・
手
順
は
「

1.
4 

原
子
炉
冷
却
材
圧
力
バ
ウ
ン
ダ
リ
低
圧

時
に
発
電
用
原
子
炉
を
冷
却
す
る
た
め
の
手
順
等
」
及

び
「

1.
8 

原
子
炉
格
納
容
器
下
部
の
溶
融
炉
心
を
冷
却

自
主
対
策
設
備

 
・
低
圧
代
替
注
水
系
（
可
搬
型
）（

大
容
量
送
水

ポ
ン

プ
（
タ
イ

プ
Ⅰ
）
，
ホ
ー
ス
延
長

回
収

車
，
ホ
ー
ス
・
注
水
用
ヘ
ッ
ダ
・
接
続
口
等
） 
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【
技
術
的
能
力

1.
13
】
対
応
資
機
材
一
覧
表

分
類
 

対
応
手
段
 

手
順
書

 
対
処
設
備
／
資
機
材
 

す
る
た
め
の
手
順
等
」
に
て
整
備
す
る
。

 

淡
水

タ
ン

ク

を
水

源
と

し

た
対
応

 

原
子
炉
格
納
容
器
内
の
冷
却
 

・
手
順
は
「

1.
6 

原
子
炉
格
納
容
器
内
の
冷
却
等
の
た
め

の
手
順
等
」
に
て
整
備
す
る
。

 

自
主
対
策
設
備

 
・

原
子

炉
格

納
容

器
代

替
ス

プ
レ

イ
冷

却
系

（
可
搬
型
）（

大
容
量
送
水
ポ
ン
プ
（
タ
イ
プ

Ⅰ
），

ホ
ー
ス
延
長
回
収
車
，
ホ
ー
ス
・
注
水

用
ヘ
ッ
ダ
・
接
続
口
等
）
 

淡
水

タ
ン

ク

を
水

源
と

し

た
対
応

 

原
子

炉
格

納
容

器
フ

ィ
ル

タ
ベ

ン
ト

系
フ

ィ
ル

タ

装
置
へ
の
水
補
給
 

・
手
順
は
「

1.
5 

最
終
ヒ
ー
ト
シ
ン
ク
へ
熱
を
輸
送
す
る

た
め
の
手
順
等
」
及
び
「

1.
7
原
子
炉
格
納
容
器
の
過
圧

破
損
を
防
止
す
る
た
め
の
手
順
等
」
に
て
整
備
す
る
。

 

自
主
対
策
設
備

 
・
大
容
量
送
水
ポ
ン
プ
（
タ
イ
プ
Ⅰ
）
 

・
ホ
ー
ス
延
長
回
収
車
 

・
ホ
ー
ス
・
注
水
用
ヘ
ッ
ダ
・
接
続
口
 

・
燃
料
補
給
設
備

※
１
 

淡
水

タ
ン

ク

を
水

源
と

し

た
対
応

 

原
子
炉
格
納
容
器
下
部
へ
の
注
水

 
・
手
順
は
「

1.
8 

原
子
炉
格
納
容
器
下
部
の
溶
融
炉
心
を

冷
却
す
る
た
め
の
手
順
等
」
に
て
整
備
す
る
。

 

自
主
対
策
設
備

 
・
原
子
炉
格
納
容
器
下
部
注
水
系
（
可
搬
型
）

（
大
容
量
送
水
ポ
ン
プ
（
タ
イ
プ
Ⅰ
）
，
ホ
ー

ス
延
長
回
収
車
，
ホ
ー
ス
・
注
水
用
ヘ
ッ
ダ
・

接
続
口
等
）
 

・
原

子
炉

格
納

容
器

代
替

ス
プ

レ
イ

冷
却

系

（
可
搬
型
）（

大
容
量
送
水
ポ
ン
プ
（
タ
イ
プ

Ⅰ
），

ホ
ー
ス
延
長
回
収
車
，
ホ
ー
ス
・
注
水

用
ヘ
ッ
ダ
・
接
続
口
等
）
 

淡
水

タ
ン

ク

を
水

源
と

し

た
対
応

 

原
子
炉
ウ
ェ
ル
へ
の
注
水
 

・
手
順
は
「

1.
10
 水

素
爆
発
に
よ
る
原
子
炉
建
屋
等
の
損

傷
を
防
止
す
る
た
め
の
手
順
等
」
に
て
整
備
す
る
。

 

自
主
対
策
設
備

 
・
原
子
炉
格
納
容
器
頂
部
注
水
系
（
可
搬
型
）

（
大
容
量
送
水
ポ
ン
プ
（
タ
イ
プ
Ⅰ
）
，
ホ
ー

ス
延
長
回
収
車
，
ホ
ー
ス
・
注
水
用
ヘ
ッ
ダ
・

接
続
口
等
）
 

淡
水

タ
ン

ク

を
水

源
と

し

た
対
応

 

使
用
済
燃
料
プ
ー
ル
へ
の
注
水
／
ス
プ
レ
イ

 
・
手
順
は
「

1.
11
 使

用
済
燃
料
貯
蔵
槽
の
冷
却
等
の
た
め

の
手
順
等
」
に
て
整
備
す
る
。

 

自
主
対
策
設
備

 
・
燃
料
プ
ー
ル
代
替
注
水
系
（
常
設
配
管
）（

大

容
量
送
水
ポ
ン
プ
（
タ
イ
プ
Ⅰ
），

ホ
ー
ス
延

長
回
収
車
，
ホ
ー
ス
・
注
水
用
ヘ
ッ
ダ
・
接

続
口
等
）
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分
類
 

対
応
手
段
 

手
順
書

 
対
処
設
備
／
資
機
材
 

・
燃
料
プ
ー
ル
代
替
注
水
系
（
可
搬
型
）（

大
容

量
送
水
ポ
ン
プ
（
タ
イ
プ
Ⅰ
），

ホ
ー
ス
延
長

回
収
車
，
ホ
ー
ス
・
注
水
用
ヘ
ッ
ダ
等
）

 

・
燃
料
プ
ー
ル
ス
プ
レ
イ
系
（
常
設
配
管
）（

大

容
量
送
水
ポ
ン
プ
（
タ
イ
プ
Ⅰ
），

ホ
ー
ス
延

長
回
収
車
，
ホ
ー
ス
・
注
水
用
ヘ
ッ
ダ
・
接

続
口
，
ス
プ
レ
イ
ノ
ズ
ル
等
）
 

・
燃
料
プ
ー
ル
ス
プ
レ
イ
系
（
可
搬
型
）（

大
容

量
送
水
ポ
ン
プ
（
タ
イ
プ
Ⅰ
），

ホ
ー
ス
延
長

回
収
車
，
ホ
ー
ス
・
注
水
用
ヘ
ッ
ダ
，
ス
プ

レ
イ
ノ
ズ
ル
等
）
 

淡
水

タ
ン

ク

を
水

源
と

し

た
対
応

 

使
用
済
燃
料
プ
ー
ル
へ
の
ス
プ
レ
イ

 
・
手
順
は
「

1.
11
 使

用
済
燃
料
貯
蔵
槽
の
冷
却
等
の
た
め

の
手
順
等
」
に
て
整
備
す
る
。

 

自
主
対
策
設
備

 
・
大
型
化
学
高
所
放
水
車
 

・
化
学
消
防
自
動
車
 

・
ホ
ー
ス
・
接
続
口
 

海
を

水
源

と

し
た
対
応

 

大
容
量
送
水
ポ
ン
プ
に
よ
る
送
水
（
各
種
注
水
）

 
・
重
大
事
故
等
対
応
要
領
書
「
大
容
量
送
水
ポ
ン
プ
に
よ

る
送
水
」
 

重
大

事
故

等
対

処
設
備
 

・
大
容
量
送
水
ポ
ン
プ
（
タ
イ
プ
Ⅰ
）
 

・
ホ
ー
ス
延
長
回
収
車
 

・
ホ
ー
ス
・
注
水
用
ヘ
ッ
ダ
・
接
続
口
 

・
燃
料
補
給
設
備

※
１
 

海
を

水
源

と

し
た
対
応

 

大
容
量
送
水
ポ
ン
プ
に
よ
る
送
水
（
各
種
供
給
）

 
・
重
大
事
故
等
対
応
要
領
書
「
大
容
量
送
水
ポ
ン
プ
に
よ

る
送
水
」
 

重
大

事
故

等
対

処
設
備
 

・
大
容
量
送
水
ポ
ン
プ
（
タ
イ
プ
Ⅰ
）
 

・
大
容
量
送
水
ポ
ン
プ
（
タ
イ
プ
Ⅱ
）
 

・
ホ
ー
ス
延
長
回
収
車
 

・
ホ
ー
ス
・
接
続
口
 

・
燃
料
補
給
設
備

※
１
 

海
を

水
源

と

し
た
対
応

 

原
子

炉
冷

却
材

圧
力

バ
ウ

ン
ダ

リ
低

圧
時

の
原

子

炉
圧
力
容
器
へ
の
注
水
 

・
手
順
は
「

1.
4 

原
子
炉
冷
却
材
圧
力
バ
ウ
ン
ダ
リ
低
圧

時
に
発
電
用
原
子
炉
を
冷
却
す
る
た
め
の
手
順
等
」
及

重
大

事
故

等
対

処
設
備
 

・
低
圧
代
替
注
水
系
（
可
搬
型
）（

大
容
量
送
水

ポ
ン

プ
（
タ
イ

プ
Ⅰ
）
，
ホ
ー
ス
延
長

回
収
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対
応
資
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覧
表

 

分
類
 

対
応
手
段
 

手
順
書

 
対
処
設
備
／
資
機
材
 

び
「

1.
8 

原
子
炉
格
納
容
器
下
部
の
溶
融
炉
心
を
冷
却

す
る
た
め
の
手
順
等
」
に
て
整
備
す
る
。

 

車
，
ホ
ー
ス
・
注
水
用
ヘ
ッ
ダ
・
接
続
口
等
） 

海
を

水
源

と

し
た
対
応

 

原
子
炉
格
納
容
器
内
の
冷
却
 

・
手
順
は
「

1.
6 

原
子
炉
格
納
容
器
内
の
冷
却
等
の
た
め

の
手
順
等
」
に
て
整
備
す
る
。

 

重
大

事
故

等
対

処
設
備
 

・
原

子
炉

格
納

容
器

代
替

ス
プ

レ
イ

冷
却

系

（
可
搬
型
）（

大
容
量
送
水
ポ
ン
プ
（
タ
イ
プ

Ⅰ
），

ホ
ー
ス
延
長
回
収
車
，
ホ
ー
ス
・
注
水

用
ヘ
ッ
ダ
・
接
続
口
等
）
 

海
を

水
源

と

し
た
対
応

 

原
子
炉
格
納
容
器
下
部
へ
の
注
水

 
・
手
順
は
「

1.
8 

原
子
炉
格
納
容
器
下
部
の
溶
融
炉
心
を

冷
却
す
る
た
め
の
手
順
等
」
に
て
整
備
す
る
。

 

重
大

事
故

等
対

処
設
備
 

・
原
子
炉
格
納
容
器
下
部
注
水
系
（
可
搬
型
）

（
大
容
量
送
水
ポ
ン
プ
（
タ
イ
プ
Ⅰ
）
，
ホ
ー

ス
延
長
回
収
車
，
ホ
ー
ス
・
注
水
用
ヘ
ッ
ダ
・

接
続
口
等
）
 

・
原

子
炉

格
納

容
器

代
替

ス
プ

レ
イ

冷
却

系

（
可
搬
型
）（

大
容
量
送
水
ポ
ン
プ
（
タ
イ
プ

Ⅰ
），

ホ
ー
ス
延
長
回
収
車
，
ホ
ー
ス
・
注
水

用
ヘ
ッ
ダ
・
接
続
口
等
）
 

海
を

水
源

と

し
た
対
応

 

原
子
炉
ウ
ェ
ル
へ
の
注
水
 

・
手
順
は
「

1.
10
 水

素
爆
発
に
よ
る
原
子
炉
建
屋
等
の
損

傷
を
防
止
す
る
た
め
の
手
順
等
」
に
て
整
備
す
る
。

 

自
主
対
策
設
備

 
・
原
子
炉
格
納
容
器
頂
部
注
水
系
（
可
搬
型
）

（
大
容
量
送
水
ポ
ン
プ
（
タ
イ
プ
Ⅰ
）
，
ホ
ー

ス
延
長
回
収
車
，
ホ
ー
ス
・
注
水
用
ヘ
ッ
ダ
・

接
続
口
等
）
 

海
を

水
源

と

し
た
対
応

 

使
用
済
燃
料
プ
ー
ル
へ
の
注
水
／
ス
プ
レ
イ

 
・
手
順
は
「

1.
11
 使

用
済
燃
料
貯
蔵
槽
の
冷
却
等
の
た
め

の
手
順
等
」
に
て
整
備
す
る
。

 

重
大

事
故

等
対

処
設
備
 

・
燃
料
プ
ー
ル
代
替
注
水
系
（
常
設
配
管
）（

大

容
量
送
水
ポ
ン
プ
（
タ
イ
プ
Ⅰ
），

ホ
ー
ス
延

長
回
収
車
，
ホ
ー
ス
・
注
水
用
ヘ
ッ
ダ
・
接

続
口
等
）
 

・
燃
料
プ
ー
ル
代
替
注
水
系
（
可
搬
型
）（

大
容

量
送
水
ポ
ン
プ
（
タ
イ
プ
Ⅰ
），

ホ
ー
ス
延
長

回
収
車
，
ホ
ー
ス
・
注
水
用
ヘ
ッ
ダ
等
）
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分
類
 

対
応
手
段
 

手
順
書

 
対
処
設
備
／
資
機
材
 

・
燃
料
プ
ー
ル
ス
プ
レ
イ
系
（
常
設
配
管
）（

大

容
量
送
水
ポ
ン
プ
（
タ
イ
プ
Ⅰ
），

ホ
ー
ス
延

長
回
収
車
，
ホ
ー
ス
・
注
水
用
ヘ
ッ
ダ
・
接

続
口
，
ス
プ
レ
イ
ノ
ズ
ル
等
）
 

・
燃
料
プ
ー
ル
ス
プ
レ
イ
系
（
可
搬
型
）（

大
容

量
送
水
ポ
ン
プ
（
タ
イ
プ
Ⅰ
），

ホ
ー
ス
延
長

回
収
車
，
ホ
ー
ス
・
注
水
用
ヘ
ッ
ダ
，
ス
プ

レ
イ
ノ
ズ
ル
等
）
 

海
を

水
源

と

し
た
対
応

 

最
終
ヒ
ー
ト
シ
ン
ク
（
海
）
へ
の
代
替
熱
輸
送

 
・
手
順
は
「

1.
5 

最
終
ヒ
ー
ト
シ
ン
ク
へ
熱
を
輸
送
す
る

た
め
の
手
順
等
」
に
て
整
備
す
る
。

 

重
大

事
故

等
対

処
設
備
 

・
原
子
炉
補
機
代
替
冷
却
水
系
（
大
容
量
送
水

ポ
ン

プ
（
タ
イ

プ
Ⅰ
）
，
熱
交
換
器
ユ

ニ
ッ

ト
，
ホ
ー
ス
延
長
回
収
車
，
ホ
ー
ス
・
除
熱

用
ヘ
ッ
ダ
・
接
続
口
等
）
 

自
主
対
策
設
備

 
・
大
容
量
送
水
ポ
ン
プ
（
タ
イ
プ
Ⅰ
）
 

・
ホ
ー
ス
延
長
回
収
車
 

・
ホ
ー
ス
・
除
熱
用
ヘ
ッ
ダ
・
接
続
口
 

・
燃
料
補
給
設
備

※
１
 

海
を

水
源

と

し
た
対
応

 

大
気
へ
の
放
射
性
物
質
拡
散
抑
制

 
・
手
順
は
「

1.
12
 発

電
所
外
へ
の
放
射
性
物
質
の
拡
散
を

抑
制
す
る
た
め
の
手
順
等
」
に
て
整
備
す
る
。

 

重
大

事
故

等
対

処
設
備
 

・
大
容
量
送
水
ポ
ン
プ
（
タ
イ
プ
Ⅱ
）
 

・
ホ
ー
ス
延
長
回
収
車
 

・
放
水
砲
 

・
ホ
ー
ス
 

・
燃
料
補
給
設
備

※
１
 

海
を

水
源

と

し
た
対
応

 

航
空
機
燃
料
火
災
へ
の
泡
消
火
 

・
手
順
は
「

1.
12
 発

電
所
外
へ
の
放
射
性
物
質
の
拡
散
を

抑
制
す
る
た
め
の
手
順
等
」
に
て
整
備
す
る
。

 

重
大

事
故

等
対

処
設
備
 

・
大
容
量
送
水
ポ
ン
プ
（
タ
イ
プ
Ⅱ
）
 

・
ホ
ー
ス
延
長
回
収
車
 

・
放
水
砲
 

・
泡
消
火
薬
剤
混
合
装
置
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分
類
 

対
応
手
段
 

手
順
書

 
対
処
設
備
／
資
機
材
 

・
ホ
ー
ス
 

・
燃
料
補
給
設
備

※
１
 

復
水

貯
蔵

タ

ン
ク

へ
水

を

補
給

す
る

た

め
の
対
応

 

淡
水

貯
水

槽
を

水
源

と
し

た
大

容
量

送
水

ポ
ン

プ

(
タ
イ
プ
Ⅰ
)
 に

よ
る
復
水
貯
蔵
タ
ン
ク
へ
の
補
給

 

・
重
大
事
故
等
対
応
要
領
書
「
淡
水
貯
水
槽
か
ら
復
水
貯

蔵
タ
ン
ク
へ
の
補
給
」
 

重
大

事
故

等
対

処
設
備
 

・
大
容
量
送
水
ポ
ン
プ
（
タ
イ
プ
Ⅰ
）
 

・
ホ
ー
ス
延
長
回
収
車
 

・
ホ
ー
ス
・
注
水
用
ヘ
ッ
ダ
・
接
続
口
 

・
燃
料
補
給
設
備

※
１
 

復
水

貯
蔵

タ

ン
ク

へ
水

を

補
給

す
る

た

め
の
対
応

 

淡
水

タ
ン

ク
を

水
源

と
し

た
大

容
量

送
水

ポ
ン

プ

(
タ
イ
プ
Ⅰ
)
 に

よ
る
復
水
貯
蔵
タ
ン
ク
へ
の
補
給

 

・
重
大
事
故
等
対
応
要
領
書
「
淡
水
タ
ン
ク
か
ら
復
水
貯

蔵
タ
ン
ク
へ
の
補
給
」
 

自
主
対
策
設
備

 
・
大
容
量
送
水
ポ
ン
プ
（
タ
イ
プ
Ⅰ
）
 

・
ホ
ー
ス
延
長
回
収
車
 

・
ホ
ー
ス
・
注
水
用
ヘ
ッ
ダ
・
接
続
口
 

・
燃
料
補
給
設
備

※
１
 

復
水

貯
蔵

タ

ン
ク

へ
水

を

補
給

す
る

た

め
の
対
応

 

海
を

水
源

と
し

た
大

容
量

送
水

ポ
ン

プ
(
タ

イ
プ

Ⅰ
) 
に
よ
る
復
水
貯
蔵
タ
ン
ク
へ
の
補
給

 

・
重
大
事
故
等
対
応
要
領
書
「
海
か
ら
復
水
貯
蔵
タ
ン
ク

へ
の
補
給
」
 

重
大

事
故

等
対

処
設
備
 

・
大
容
量
送
水
ポ
ン
プ
（
タ
イ
プ
Ⅰ
）
 

・
ホ
ー
ス
延
長
回
収
車
 

・
ホ
ー
ス
・
注
水
用
ヘ
ッ
ダ
・
接
続
口
 

・
燃
料
補
給
設
備

※
１
 

復
水

貯
蔵

タ

ン
ク

へ
水

を

補
給

す
る

た

め
の
対
応

 

耐
震

性
防

火
水

槽
を

水
源

と
し

た
化

学
消

防
自

動

車
に
よ
る
復
水
貯
蔵
タ
ン
ク
へ
の
補
給

 

・
重
大
事
故
等
対
応
要
領
書
「
耐
震
性
防
火
水
槽
か
ら
復

水
貯
蔵
タ
ン
ク
へ
の
補
給
」

 

自
主
対
策
設
備

 
・
化
学
消
防
自
動
車
 

・
ホ
ー
ス
 

淡
水

貯
水

槽

へ
水

を
補

給

す
る

た
め

の

対
応

 

海
を

水
源

と
し

た
大

容
量

送
水

ポ
ン

プ
(
タ

イ
プ

Ⅱ
) 
に
よ
る
淡
水
貯
水
槽
へ
の
補
給

 

・
重
大
事
故
等
対
応
要
領
書
「
海
か
ら
淡
水
貯
水
槽
へ
の

補
給
」
 

重
大

事
故

等
対

処
設
備
 

・
大
容
量
送
水
ポ
ン
プ
（
タ
イ
プ
Ⅱ
）
 

・
ホ
ー
ス
延
長
回
収
車
 

・
ホ
ー
ス
 

・
燃
料
補
給
設
備

※
１
 

水
源

を
切

り

替
え

る
た

め

の
対
応

 

淡
水
か
ら
海
水
へ
の
切
替
え
（
復
水
貯
蔵
タ
ン
ク
へ

補
給
す
る
水
源
の
切
替
え
（
淡
水
貯
水
槽
か
ら
補
給

し
て
い
る
場
合
））

 

・
重
大
事
故
等
対
応
要
領
書
「
海
か
ら
淡
水
貯
水
槽
へ
の

補
給
」
 

重
大

事
故

等
対

処
設
備
 

・
大
容
量
送
水
ポ
ン
プ
（
タ
イ
プ
Ⅱ
）
 

・
ホ
ー
ス
延
長
回
収
車
 

・
ホ
ー
ス
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【
技
術
的
能
力

1.
13
】
対
応
資
機
材
一
覧
表

分
類
 

対
応
手
段
 

手
順
書

 
対
処
設
備
／
資
機
材
 

・
燃
料
補
給
設
備

※
１
 

※
１
：
手
順
は
「

1.
14
 電

源
の
確
保
に
関
す
る
手
順
等
」
に
て
整
備
す
る
。
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【
技
術
的
能
力

1.
14
】
対
応
資
機
材
一
覧
表

 

分
類
 

対
応
手
段
 

手
順
書

 
対
処
設
備
／
資
機
材
 

代
替

交
流

電

源
設

備
に

よ

る
給
電

 

常
設
代
替
交
流
電
源
設
備
に
よ
る
給
電

 
・
非
常
時
操
作
手
順
書
（
設
備
別
）「

M/
C 
C（

D
）
母
線
受

電
」
 

重
大

事
故

等
対

処
設
備
 

・
タ
ン
ク
ロ
ー
リ
 

・
ホ
ー
ス
 

代
替

交
流

電

源
設

備
に

よ

る
給
電

 

可
搬
型
代
替
交
流
電
源
設
備
に
よ
る
給
電

 
・
重
大
事
故
等
対
応
要
領
書
「

M/
C 
C（

D）
母
線
受
電
」
 

重
大

事
故

等
対

処
設
備
 

・
電
源
車
 

・
タ
ン
ク
ロ
ー
リ
 

・
ホ
ー
ス
 

代
替

交
流

電

源
設

備
に

よ

る
給
電

 

号
炉
間
電
力
融
通
設
備
に
よ
る
給
電

 
・
非
常
時
操
作
手
順
書
（
設
備
別
）「

M/
C 
C（

D
）
母
線
受

電
」
 

・
重
大
事
故
等
対
応
要
領
書
「

M/
C 
C（

D）
母
線
受
電
」
 

自
主
対
策
設
備

 
・
号
炉
間
電
力
融
通
ケ
ー
ブ
ル
（
可
搬
型
）

 

代
替

直
流

電

源
設

備
に

よ

る
給
電

 

可
搬
型
代
替
直
流
電
源
設
備
に
よ
る
給
電

 
・
非
常
時
操
作
手
順
書
（
設
備
別
）「

12
5V
 
代
替
蓄
電
池

に
よ
る

1
25
V 

直
流
主
母
線
盤

2A
-1
（
2
B-
1）

へ
の
給

電
」
 

・
非
常
時
操
作
手
順
書
（
設
備
別
）「

25
0V
 
蓄
電
池
に
よ

る
2
50
V
直
流
主
母
線
盤
へ
の
給
電
」

 

・
重
大
事
故
等
対
応
要
領
書
「
電
源
車
に
よ
る

1
25
V 

代

替
充
電
器
及
び

2
50
V 

充
電
器
へ
の
給
電
（

G 
母
線
接

続
）」

 

重
大

事
故

等
対

処
設
備
 

・
電
源
車
 

・
タ
ン
ク
ロ
ー
リ
 

・
ホ
ー
ス
 

・
電
源
車
～
電
源
車
接
続
口
（
原
子
炉
建
屋
）

電
路
 

代
替

直
流

電

源
設

備
に

よ

る
給
電

 

１
２

５
Ｖ

代
替

充
電

器
用

電
源

車
接

続
設

備
に

よ

る
給
電
 

・
非
常
時
操
作
手
順
書
（
設
備
別
）「

12
5V
 
代
替
蓄
電
池

に
よ
る

1
25
V 

直
流
主
母
線
盤

2A
-1
（
2
B-
1）

へ
の
給

電
」
 

・
重
大
事
故
等
対
応
要
領
書
「
電
源
車
に
よ
る

1
25
V 

代

替
充
電
器
へ
の
給
電
（
1
25
V 
代
替
直
流
電
源
切
替
盤
接

続
）
 

自
主
対
策
設
備

 
・
電
源
車
 

・
タ
ン
ク
ロ
ー
リ
 

・
ホ
ー
ス
 

・
電
源
車
～
電
源
車
接
続
口
（
制
御
建
屋
）
電

路
 

燃
料
補
給

 
燃
料
補
給
設
備
に
よ
る
補
給
 

・
重
大
事
故
等
対
応
要
領
書
「
燃
料
補
給
設
備
に
よ
る
給

油
」
 

重
大

事
故

等
対

処
設
備
 

・
タ
ン
ク
ロ
ー
リ
 

・
ホ
ー
ス
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【
技
術
的
能
力

1.
15
】
対
応
資
機
材
一
覧
表

分
類
 

対
応
手
段
 

手
順
書

 
対
処
設
備
／
資
機
材
 

監
視

機
能

喪

失
時

 

可
搬
型
計
測
器
に
よ
る
計
測
 

・
重
大
事
故
等
対
応
要
領
書
「
可
搬
型
計
測
器
に
よ
る
パ

ラ
メ
ー
タ
監
視
」
 

重
大

事
故

等
対

処
設
備
 

・
可
搬
型
計
測
器
 

計
器

電
源

喪

失
時

 

代
替
電
源
（
交
流
）
か
ら
の
給
電

 
・
非
常
時
操
作
手
順
書
（
徴
候
ベ
ー
ス
）

 

・
非
常
時
操
作
手
順
書
（
設
備
別
）

 

・
重
大
事
故
等
対
応
要
領
書

 

重
大

事
故

等
対

処
設
備
 

・
常
設
代
替
交
流
電
源
設
備
 

・
可
搬
型
代
替
交
流
電
源
設
備
 

自
主
対
策
設
備

 
・
号
炉
間
電
力
融
通
設
備
 

計
器

電
源

喪

失
時

 

代
替
電
源
（
直
流
）
か
ら
の
給
電

 
・
非
常
時
操
作
手
順
書
（
徴
候
ベ
ー
ス
）

 

・
非
常
時
操
作
手
順
書
（
設
備
別
）

 

・
重
大
事
故
等
対
応
要
領
書

 

重
大

事
故

等
対

処
設
備
 

・
可
搬
型
代
替
直
流
電
源
設
備
 

自
主
対
策
設
備

 
・

12
5V

代
替
充
電
器
用
電
源
車
接
続
設
備
 

計
器

電
源

喪

失
時

 

可
搬
型
計
測
器
に
よ
る
計
測
 

・
重
大
事
故
等
対
応
要
領
書
「
可
搬
型
計
測
器
に
よ
る
パ

ラ
メ
ー
タ
監
視
」
 

重
大

事
故

等
対

処
設
備
 

・
可
搬
型
計
測
器
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【
技
術
的
能
力

1.
16
】
対
応
資
機
材
一
覧
表

分
類
 

対
応
手
段
 

手
順
書

 
対
処
設
備
／
資
機
材
 

－
 

居
住
性
の
確
保
 

・
非
常
時
操
作
手
順
書

(設
備
別

)「
中
央
制
御
室
の
酸
素

及
び
二
酸
化
炭
素
濃
度
の
測
定
手
順
」「

中
央
制
御
室

待
避
所
の
酸
素
及
び
二
酸
化
炭
素
濃
度
の
測
定
手
順
」

 

重
大

事
故

等
対

処
設
備
 

・
酸
素
濃
度
計
 

・
二
酸
化
炭
素
濃
度
計
 

・
非
常
時
操
作
手
順
書

(設
備
別

)「
中
央
制
御
室
の
照
明

を
確
保
す
る
手
順
」「

中
央
制
御
室
待
避
所
所
の
照
明

を
確
保
す
る
手
順
」
 

重
大

事
故

等
対

処
設
備
 

・
可
搬
型
照
明
（

SA
）
 

－
 

重
大

事
故

等
対

処
設
備
 

・
常
設
代
替
交
流
電
源
設
備
（
ガ
ス
タ
ー
ビ
ン

発
電
機
）

※
１
 

・
重
大
事
故
等
対
応
要
領
書

 
資
機
材
 

・
可
搬
型
照
明
 

－
 

被
ば
く
線
量
の
低
減
 

－
 

重
大

事
故

等
対

処
設

備
／

重
大

事
故
緩
和
設
備

 

・
常
設
代
替
交
流
電
源
設
備
（
ガ
ス
タ
ー
ビ
ン

発
電
機
）

※
１
 

－
 

汚
染
の
持
ち
込
み
防
止
 

・
重
大
事
故
等
対
応
要
領
書

 
資
機
材
 

・
乾
電
池
内
蔵
型
照
明
 

・
防
護
具
及
び
チ
ェ
ン
ジ
ン
グ
エ
リ
ア
用
資
機

材
 

※
１

 手
順
は
「
1
.1
4 
電
源
の
確
保
に
関
す
る
手
順
等
」
に
て
整
理
す
る
。
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【
技
術
的
能
力

1.
17
】
対
応
資
機
材
一
覧
表

分
類
 

対
応
手
段
 

手
順
書

 
対
処
設
備
／
資
機
材
 

放
射

性
物

質

の
濃

度
及

び

放
射

線
量

の

測
定

 

放
射
線
量
の
代
替
測
定
 

・
重
大
事
故
等
対
応
要
領
書

 
重

大
事

故
等

対

処
設
備
 

・
可
搬
型
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ポ
ス
ト
 

・
デ
ー
タ
処
理
装
置
 

放
射

性
物

質

の
濃

度
及

び

放
射

線
量

の

測
定

 

空
気
中
の
放
射
性
物
質
の
濃
度
の
測
定

 
・
重
大
事
故
等
対
応
要
領
書

 
自
主
対
策
設
備

 
・
放
射
能
観
測
車
（
採
取
装
置
：
ダ
ス
ト
・
よ

う
素
サ
ン
プ
ラ
／
測
定
装
置
：
放
射
性
ダ
ス

ト
測
定
装
置
，
放
射
性
よ
う
素
測
定
装
置
）
 

放
射

性
物

質

の
濃

度
及

び

放
射

線
量

の

測
定

 

空
気
中
の
放
射
性
物
質
の
濃
度
の
代
替
測
定

 
・
重
大
事
故
等
対
応
要
領
書

 
重

大
事

故
等

対

処
設
備
 

・
可
搬
型
放
射
線
計
測
装
置
（
採
取
装
置
：
可

搬
型
ダ
ス
ト
・
よ
う
素
サ
ン
プ
ラ
／
測
定
装

置
：
γ
線
サ
ー
ベ
イ
メ
ー
タ
，
β
線
サ
ー
ベ

イ
メ
ー
タ
）
 

風
向
，
風
速
そ

の
他

の
気

象

条
件
の
測
定

 

気
象
観
測
項
目
の
代
替
測
定
 

・
重
大
事
故
等
対
応
要
領
書

 
重

大
事

故
等

対

処
設
備
 

・
代
替
気
象
観
測
設
備
 

・
デ
ー
タ
処
理
装
置
 

放
射

性
物

質

の
濃

度
及

び

放
射

線
量

の

測
定

 

放
射
線
量
の
測
定
 

・
重
大
事
故
等
対
応
要
領
書

 
重

大
事

故
等

対

処
設
備
 

・
可
搬
型
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ポ
ス
ト
 

・
デ
ー
タ
処
理
装
置
 

・
可
搬
型
放
射
線
計
測
装
置
（
測
定
装
置
：
電

離
箱
サ
ー
ベ
イ
メ
ー
タ
）
 

放
射

性
物

質

の
濃

度
及

び

放
射

線
量

の

測
定

 

放
射
性
物
質
の
濃
度
（
空
気
中
，
水
中
，
土
壌
中
）

の
測
定
 

・
重
大
事
故
等
対
応
要
領
書

 
重

大
事

故
等

対

処
設
備
 

・
可
搬
型
放
射
線
計
測
装
置
（
採
取
装
置
：
可

搬
型
ダ
ス
ト
・
よ
う
素
サ
ン
プ
ラ
／
測
定
装

置
：
γ
線
サ
ー
ベ
イ
メ
ー
タ
，
β
線
サ
ー
ベ

イ
メ
ー
タ
，
α
線
サ
ー
ベ
イ
メ
ー
タ
）
 

自
主
対
策
設
備

 
・
可
搬
型

G
e
 半

導
体
式
試
料
放
射
能
測
定
装

置
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【
技
術
的
能
力

1.
17
】
対
応
資
機
材
一
覧
表

 

分
類
 

対
応
手
段
 

手
順
書

 
対
処
設
備
／
資
機
材
 

放
射

性
物

質

の
濃

度
及

び

放
射

線
量

の

測
定

 

海
上
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
 

・
重
大
事
故
等
対
応
要
領
書

 
重

大
事

故
等

対

処
設
備
 

・
小
型
船
舶
 

・
可
搬
型
放
射
線
計
測
装
置
（
採
取
装
置
：
可

搬
型
ダ
ス
ト
・
よ
う
素
サ
ン
プ
ラ
／
測
定
装

置
：
γ
線
サ
ー
ベ
イ
メ
ー
タ
，
β
線
サ
ー
ベ

イ
メ
ー
タ
，
α
線
サ
ー
ベ
イ
メ
ー
タ
，
電
離

箱
サ
ー
ベ
イ
メ
ー
タ
）
 

放
射

性
物

質

の
濃

度
及

び

放
射

線
量

の

測
定

 

バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
低
減
対
策

 
・
重
大
事
故
等
対
応
要
領
書

 
資
機
材
 

・
検
出
器
保
護
カ
バ
ー
 

・
養
生
シ
ー
ト
 

・
遮
蔽
材
 

モ
ニ

タ
リ

ン

グ
ポ

ス
ト

の

電
源

を
代

替

交
流

電
源

設

備
か
ら
給
電

 

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

ポ
ス

ト
の

代
替

交
流

電
源

か
ら

の

給
電
 

・
手
順
は
「
1
.1
4 
電
源
の
確
保
に
関
す
る
手
順
等
」
に
て

整
備
す
る
。
 

重
大

事
故

等
対

処
設
備
 

・
常
設
代
替
交
流
電
源
設
備
 

 

 
 

152



 

 

【
技
術
的
能
力

1.
18
】
対
応
資
機
材
一
覧
表

 

分
類
 

対
応
手
段
 

手
順
書

 
対
処
設
備
／
資
機
材
 

－
 

居
住
性
の
確
保
 

・
重
大
事
故
等
対
応
要
領
書

 
重

大
事

故
等

対

処
設
備
 

・
緊
急
時
対
策
所
可
搬
型
エ
リ
ア
モ
ニ
タ
 

・
可
搬
型
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ポ
ス
ト
 

・
酸
素
濃
度
計
 

・
二
酸
化
炭
素
濃
度
計
 

－
 

必
要
な
指
示
及
び
通
信
連
絡
 

・
重
大
事
故
等
対
応
要
領
書

 
重

大
事

故
等

対

処
設
備
 

・
無
線
連
絡
設
備
（
携
帯
型
）
 

・
衛
星
電
話
設
備
（
携
帯
型
）
 

自
主
対
策
設
備

 
・
移
動
無
線
設
備
 

－
 

資
機
材
 

・
対
策
の
検
討
に
必
要
な
資
料

※
1  

－
 

必
要
な
数
の
要
員
の
収
容
 

－
 

資
機
材
 

・
放
射
線
管
理
用
資
機
材

※
2  

・
飲
料
水
，
食
料
等

※
2  

－
 

代
替
電
源
設
備
か
ら
の
給
電
 

・
重
大
事
故
等
対
応
要
領
書

 
重

大
事

故
等

対

処
設
備
 

・
タ
ン
ク
ロ
ー
リ
 

・
ホ
ー
ス
 

・
電
源
車
（
緊
急
時
対
策
所
用
）
 

・
電
源
車
（
緊
急
時
対
策
所
用
）
～
電
源
車
接

続
口
（
緊
急
時
対
策
建
屋
）
電
路
 

自
主
対
策
設
備

 
・
予
備
電
源
車
 

※
１

 「
対
策
の
検
討
に
必
要
な
資
料
」
に
つ
い
て
は
，
資
機
材
で
あ
る
た
め
重
大
事
故
等
対
処
設
備
と
し
な
い
。

 

※
２

 「
放
射
線
管
理
用
資
機
材
」
及
び
「
飲
料
水
，
食
料
等
」
に
つ
い
て
は
資
機
材
で
あ
る
た
め
重
大
事
故
等
対
処
設
備
と
し
な
い
。
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【
技
術
的
能
力

1.
19
】
対
応
資
機
材
一
覧
表

分
類
 

対
応
手
段

 
手
順
書

 
対
処
設
備
／
資
機
材
 

発
電
所
内
の
通
信

連
絡
を
す
る
必
要

の
あ
る
場
所
と
の

通
信
連
絡

 

発
電
所
内
の
通
信
連
絡
 

・
重
大
事
故
等
対
応
要
領
書

 
重

大
事

故
等

対

処
設
備
 

・
衛
星
電
話
設
備
（
携
帯
型
）
 

・
無
線
連
絡
設
備
（
携
帯
型
）
 

・
携
行
型
通
話
装
置
 

自
主
対
策
設
備

 
・
移
動
無
線
設
備
 

発
電
所
内
の
通
信

連
絡
を
す
る
必
要

の
あ
る
場
所
と
の

通
信
連
絡

 

代
替
電
源
設
備
か
ら
の
給
電
の
確
保

 
・
重
大
事
故
等
対
応
要
領
書

 
重

大
事

故
等

対

処
設
備
 

・
緊
急
時
対
策
所
用
代
替
交
流
電
源
設
備

※
2  

・
可
搬
型
代
替
交
流
電
源
設
備

※
3  

・
非
常
時
操
作
手
順
書
（
設
備
別
）

 
重

大
事

故
等

対

処
設
備
 

・
常
設
代
替
交
流
電
源
設
備

※
3  

発
電

所
外

（
社

内

外
）

の
通

信
連

絡

を
す

る
必

要
の

あ

る
場

所
と

の
通

信

連
絡

 

発
電
所
外
（
社
内
外
）
の
通
信
連
絡

 
・
重
大
事
故
等
対
応
要
領
書

 
重

大
事

故
等

対

処
設
備
 

・
衛
星
電
話
設
備
（
携
帯
型
）
 

発
電

所
外

（
社

内

外
）

の
通

信
連

絡

を
す

る
必

要
の

あ

る
場

所
と

の
通

信

連
絡

 

代
替
電
源
設
備
か
ら
の
給
電
の
確
保

 
・
重
大
事
故
等
対
応
要
領
書

 
重

大
事

故
等

対

処
設
備
 

・
緊
急
時
対
策
所
用
代
替
交
流
電
源
設
備

※
2  

・
可
搬
型
代
替
交
流
電
源
設
備

※
3  

発
電

所
外

（
社

内

外
）

の
通

信
連

絡

を
す

る
必

要
の

あ

る
場

所
と

の
通

信

連
絡

 

・
非
常
時
操
作
手
順
書
（
設
備
別
）

 
重

大
事

故
等

対

処
設
備
 

・
常
設
代
替
交
流
電
源
設
備

※
3  

※
1 
手
順
は
「

1.
18
 緊

急
時
対
策
所
の
居
住
性
等
に
関
す
る
手
順
等
」
に
て
整
備
す
る
。

 

※
2 
手
順
は
「

1.
14
 電

源
の
確
保
に
関
す
る
手
順
等
」
に
て
整
備
す
る
。
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